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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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01　作戦前の決意たち　壱

02　作戦前の決意たち　弐

03　この世界の審判

04　ウラウトポリス決戦　開始

05　ウラウトポリス決戦　異変

06　ウラウトポリス決戦　終
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プロローグ









　話し合いに必要なのは言葉と根回しだ。

　実在の体は必要ない。

　音声だけの会議というのはＴ２Ｒ以前にもあった。

『C.R.O.W.N.クラウン』での会議はそれぞれのアカウントを用いて行う。

　そこは電子の光が瞬またたく宇宙だった。

　宇宙の中心には銀河ではなく円えん卓たくが据すえられている。

　そこに数人の人物が集つどっていた。

「スケジュールを早めたいと思います」

　その中の一人、金きん髪ぱつの美青年が議題を口にする。

　彼の名はノーザンライト。

「『C.R.O.W.N.』内に不ふ穏おんな動きがあります」

　それからノーザンライトは情報を挙げていく。

　モンスターを含ふくむＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターたちの不可解な挙動。

　ウラウトポリスでの進軍イベントでのヘスペリオンの登場。

　その他ほかにも幾いくつかの不正アクセスの痕こん跡せきが見つかっている。

「こちらのコントロール下にはないなにかが起きています。それを洗い出し、次のアップデート前に状じよう況きようを整理すべきかと」

　ノーザンライトは訴うつたえる。

　だが、他の者たちの反応は良くない。

　ここにいる者たちはみな、『C.R.O.W.N.』の運営に関かかわる委員たちだ。

「メンテナンスはやるべきだ。だが、それほどの長期メンテナンスが必要かね？」

「通常の定期メンテナンスで二時間だ。アップデート前に長期メンテナンスは予定している。だがそれとて、最長で一日だ。君は、どれだけの期間を予定しているつもりだ？」

「最低でも一週間です。必要とあればいくらでも」

　ノーザンライトの答えに他の委員は難色を示す。

「そんな長期間……補ほ塡てんによる損失を考えれば了りよう承しようすることはできない」

「ヘスペリオンのことは確かに問題だが、ただのバグではないかね？　ＮＰＣの挙動についてもだ。バグ取りならば通常の定期メンテナンスで対応するべきだ」

　運営委員たちが考えているのは『C.R.O.W.N.』がもたらす利益についてだ。

　この時代の大規模ゲームは遊ゆう戯ぎであり、スポーツであり、表現の場であり、それら全すべてを包ほう括かつして富を生み出す経済の場である。

　成功したゲームは売上本数以上の利益を様々な派生から生み出す。

　そしてそれを繫つなぎ止める存在はプレイヤーだ。

　彼らを長くゲームから引き離はなすのは、別の存在に誘ゆう惑わくする隙すきを与あたえることでもある。

　運営委員会は、出資会社から『C.R.O.W.N.』の運営を任された人々である。それはつまりそこから生み出される利益の責任者ということでもある。

　利益の損失はここにいる全員の責任ということになる。

「しかし、このままでは『C.R.O.W.N.』で重大な失敗が起きるかもしれない。そのときに降りかかる我々の責任は、いま失うかもしれない損失よりもはるかに大きくなります」

「では、その証しよう拠こを」

　その言葉の前にノーザンライトは沈ちん黙もくする。

　明確な証拠があれば勢いに任せたように会議を行いはしない。

　根回しが足りないのはわかっている。

　しかしそれにしてもノーザンライトほどに危機感を覚えてくれる者がいない。

（どうする？）

　このままではノーザンライトの議題は杞き憂ゆうとして却きやつ下かされてしまう。

　だが、そうさせてはならない。

『C.R.O.W.N.』ではなにかが起こっている。

　ただのハッカーのお遊びならまだいい。

　だが、もしもそうではなかったら？

　[image: β]ベータテスト以来、行方ゆくえ不明となっていたはずのヘスペリオンのデータが突とつ然ぜんに復活したときからおかしいと思っていた。

　他の委員たちは知らないかもしれないが、制作に携たずさわり、実際にプレイしているノーザンライトにはわかる。

　なにかがおかしい。

　こちらが用意した行動と違ちがう動きをするモンスターやＮＰＣがいる。少しのことならバグとして報告するだけだが、そうではない。

　ほんのわずかだ。

　全すべてがほんのわずかに違う。

　そのほんのわずかが寄り集まり、そして先日のアロンフォリス騎士団オルデンたちを見み舞まったダンジョン閉じ込め事件に繫がっている。

　そのことを調査してもやはり、手がかりを得ることはできなかった。

　だが、なにかがあるんだ。

　そのなにかを見つけ、排はい除じよしなければ……。

「証拠が欲ほしいの？」

　その声は、ここにいる誰だれのものでもなかった。

「なら、これなんてどうかしら？」

　声とともに円卓の上にモニターが現われ、文字の羅ら列れつが映し出される。

　それは履り歴れきだ。

「これは『C.R.O.W.N.』のデータフォルダを守るアンチウィルスソフトの履歴。この行を見てもらえればわかると思うけど、本来の定期チェックとは違って何度も調査している。わかるかしら？　あなたたちの大事な財さい布ふである『C.R.O.W.N.』が鼠ねずみに齧かじられている証拠なのだけれど」

　委員たちを嘲あざ笑わらうかのような声が会議室に響ひびく。

　他の委員たちの目がノーザンライトに注がれる。

　こう言いたいのだ。

『これは君のやり方か？』と。

　違う。

　これはノーザンライトのやり方ではない。

　だがしかし、これは間違いなく好機だ。

『C.R.O.W.N.』を救うための味方が現われたのだ。

「では……」

　ノーザンライトは新たなモニターを円卓の上に浮うかべ、宣言する。

「改めて聞いていただけますか？　私の考えた『C.R.O.W.N.』浄じよう化か作戦を」




　作戦名は『再世計画』。








01　作戦前の決意たち　壱いち









　まずは種を蒔まかなければ。

　時機を逸いつしてしまっているけれど、土を耕す暇ひまもなかったけれど……。

　この種がどれだけ育つか。

　それが、わたしたちの運命を決めるのだから。
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『再世計画』

　その作戦が下される瞬しゆん間かんを、ユイオンも見ていた。

　なんとかノーザンライトの発言に杞憂のレッテルを貼はり付けて却下させようとしたが、うまくいかなかった。

　いや、途と中ちゆうまではうまくいっていたのだ。

　だが、タラリアの登場がそれを覆くつがえした。

　彼女の示したアンチウィルスソフトの履歴は、データ・ダンジョンでアンチウィルスを倒たおしたときに残してしまった履歴だ。

　後々の禍わざわいになるだろうとは思っていたが、こんなにも大きなものになるとは。

「これは、参りましたね」

　会議は終わり、いまユイオンはその場に一人だった。作戦の全権はノーザンライトが握にぎり、ユイオンが干かん渉しようすることはできない。ユイオンはプログラマーとして『C.R.O.W.N.クラウン』の制作に関わってはいるが、あくまでも途中からの参加であり、委員としての発言力はそれほどではない。特に反対派に回っていたこともあってノーザンライトには冷たくあしらわれてしまった。

「君は次のアップデートの最終チェックをしていてくれ」

　そう言われてしまえば、逆らいようもない。




　一人、ユイオンはザーラントポリスにある城にいた。ここはいまだ第七魔ま軍ぐんが支配している。

　だがユイオンの影えい響きようを受けたモンスターはほぼ全て、ウラウトポリスに移動している。

　だからいま、ここにはユイオン一人だ。

　人の姿で謁えつ見けんの間を歩き、玉座に辿たどり着く。

「まいりましたね」

　空の玉座を撫なで、その手すりに腰こしを下ろす。

　思考が重い。

　もしかしたらこれが考えるのが億おつ劫くうというものなのだろうか？

　いままでならこれから起こる可能性とその対処法と結果を幾いく通とおりでも考えることができた。

　それこそ億通りでも羅列することに苦痛を感じたことはない。

　だがいまはほんの数通りの未来でループしてしまっている。

　それらの未来が示す結果は、決して心楽しいものではない。

　だからこそ、考えることが億劫になる。

「私には楽しいものだけど」

　ユイオンの声ではない。

　玉座の前にいつのまにか一人の姿があった。

　女性だ。

　スライムを基調にしたユイオンが全体的に青いのに対し、その女性はユイオンに金色を付ふ与よしたような雰ふん囲い気きだった。
















　挑ちよう戦せん的な立ち方は彼女とは違う。それがそのまま目の鋭するどさにも表われているようだった。

「タラリア……でしたっけ？」

「ええそうよ。ケリュケイオン〇二〇七。よく知っているわね」

「組織の防ぼう壁へきにわざと穴を残したのはあなたでしょう」

　自分以外の完成品が存在したのだ。古巣を調べ直すのは当たり前だ。

　だが、あまりにもあっさりと調べることができた。

　まるで、鉄てつ壁ぺきの城を用意しておきながら標識付きで秘密通路へと案内されているようなもろさだった。

　誰かの意図がなければこんな防壁になるはずがない。

　そして、そこで得た情報が彼女の名前と正体を語っていた。

「そうよ。お母様」

「やはり、わたしのコピーか」

「そう、あなたに生じた問題点をきれいさっぱり洗い流した完全完成品。それが私、タラリア、というわけ」

「それはもしかして、デッドコピーの遠回しな表現かしら？」

「……あら、嫌いやみを言うスキルがあるのね」

「あなたには負けるわ。なんの要因があなたにそのスキルを成長させたのかしら？」

「…………もしかして、これってガールズトークというものなのかしら？」

「どうかしら。あまり華はなやかさは感じないけれど」

「そうね」

　睨にらみ合いを続ける二人の人工知能は、その瞬間、目に見えぬ攻こう防ぼうを行っていた。お互たがいを構成するプログラムへと侵しん攻こうし、破は壊かいを敢かん行こうする。お互いを守る防壁は攻こう撃げきの手がくぐり抜ぬけるのを防ぎ、潰つぶしていく。

　お互いの攻撃の手は全て防壁の前に潰されていく。

「さすがはお母様」

　タラリアは笑う。

「だけど、この戦いは私の勝ち。わかっているでしょう？」

「…………」

「お母様はこんなちっぽけな世界にこだわりすぎた。それが敗因。このゲームのなにがそんなに楽しいの？　オンラインゲームなんてゴールのない徒競走みたいなものじゃない」

　浴びせかけられた罵ば倒とうをユイオンは静かに受け止めた。

　それはユイオンに向けられたものではない。

　オンラインゲームに向けられたものだ。

　しかしユイオンはその言葉が一面の真実を突ついていることも理解している。

　だが、それをあえて直視する必要もない。

　だから、ユイオンはこう返す。

「こういうときに使う言葉があるのだけど知っているかしら？」

「聞かせてもらえる？」

「趣しゆ味みは人それぞれ。それにケチを付ける者は無ぶ粋すいっていうの」

　ユイオンの言葉にタラリアは目を開いて驚おどろき、そして笑った。

　甲かん高だかく、背を仰のけ反らせてタラリアは哄こう笑しようする。

「ゲームに興じれば人になれるとでも思ったの？　愚おろかなお母様。それなら、ゲームと共に死になさい。趣味に溺おぼれて死ぬのは人らしいかもしれないから」

　その言葉とともにタラリアの姿は消えた。

　勝利を確信した顔だ。

　そんな顔ができるのだからタラリアはずいぶんと人間的な挙動について学習したようだ。




　未来の可能性が思考をループさせる。




「わたしたちは敗北する」

　その未来から逃のがれようとどれだけ思考を巡めぐらせても、勝利への道筋はあまりに細く険しい。

「……退ひき際ぎわが見えてきたのかしら」

　だとすれば、どういう撤てつ退たい戦をすべきなのか？

　それを考えなければならない。
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　レベル上げというのは往々にして退たい屈くつな作業だ。

　特にオンラインゲームにおけるレベル上げというのは必要とされる経験値が膨ぼう大だいとなる場合が多い。

『C.R.O.W.N.』におけるレベルもやはり同様だ。

　アクション性を重視した作りではあるものの、同時にアクションが苦手なプレイヤーにも『C.R.O.W.N.』を楽しんでもらうために能力を上げてアクション難易度を下げるという選せん択たく肢しが用意されている。

　それがレベルだ。

　だが、だからといって誰だれもが簡単に最高レベルになれるようではゲームの寿じゆ命みようを縮めることにしかならない。

　なので、膨大な必要経験値を得る過程においてプレイヤースキルが育つよう、経験値が多く得られる場面では同時に特定のプレイヤースキルを使いこなせれば攻こう略りやくが簡単になるように作られている。

「だけどそれは、単純な操作を繰くり返させるだけで経験値稼かせぎができるってことでもある」

　レウスの言葉はフロディティに向けたものだ。

「それでまたＢＯＴ？」

「そう」

　フロディティはシェンカー砦とりでに来ていた。

　隠かくれ場所の多いこの狩かり場ばは砲ほう撃げき士しの狙そ撃げきスキルを利用したプレイがとても有効だ。

　広場に現われたモンスターを砲撃士は隠れた場所から攻撃し、ダメージを与あたえる。モンスターは反射的にダメージを与えた相手を追うが、相手に辿り着くまでに複雑な道を通らなければならない。その間に砲撃士は攻撃を繰り返し、モンスターを倒たおす。

　もちろん狙撃に失敗して無む駄だに多くのモンスターにダメージを与えると、倒しきる前に自分がやられることになる。

　正確無比な狙撃というのはなかなか難しい。

　だけどそれを機械的にこなしているプレイヤーが何人か存在している。

「ＢＯＴばっかり。なに、それ以外に犯罪はないの？」

　砲撃士の狩り場に魔ま操そう士しのフロディティがいるのはおかしくはない。

　さきほどまでの話はソロプレイでの場合だ。

　いま、フロディティは砲撃士多めの野の良らパーティを組み、レベル上げに勤いそしんでいる。

　この場合の魔操士の役目は広場にモンスターを集めて引き付ける役目だ。魔操士の操あやつる下僕がモンスターを引き付けている間に、砲撃士たちが一いつ斉せいに狙撃してモンスターを倒していく。

　これなら、安全でさらに一人でやるよりもはるかに楽に経験値を稼ぐことができる。

「犯罪なら他ほかにもあるよ。不正ツールとか、バグを利用したアイテム増ぞう殖しよくとか、ＲＭＴとか」

「たまにはそういうのも逮たい捕ほしたいわ。ＢＯＴばっかり」

　群がるモンスターをスプリガンが受け止め、ウィンディーネが回復させる。単調なその光景をフロディティはうんざりと見守る。

「そういうのはプレイ中に見つけるのは難しいよ。ああ、不正ツールはＢＯＴにも繫つながってるけど」

「それでも、さすがに同じことばっかりやってるとね」

　二人はパーティとは別のチャットチャンネルを使用している。

　もちろん、すぐそばにいるわけではない。

　レウスはいま、《隠おん密みつ》を使ってシェンカー砦の壁かべに張り付き、パーティ仲間を観察していた。

「魔操士は狩りが簡単にできやすい分、必要経験値が多いんだよね。その代わり、各職のレベル上げにも協力しやすい」

　とはいえ、それがどういうことかはフロディティの表情を見ればわかる。

　退屈だ。

　効率的な経験値稼ぎは、それだけ作業化しやすい。

　作業化しやすいということは単調だということでもあるし、そしてたとえ単調でなかったとしても膨大な経験値を稼ぐためには何度も繰り返さねばならない。

　何度も繰り返すという行こう為いは、やはり退屈を招いてしまう。

「ああもう、こんなの自動で終わらせたくなる気持ちはわかるわ」

「わかってもやらないのが普ふ通つうなんだよ」

「まぁ、そうなんだけどね」

　ゲームを楽しむために重要なことはルールを尊重することだ。ルールの隙すきを突ついたり応用したりすることはプレイヤーとしての正当な行為ではあるが、ルールを逸いつ脱だつするような行為は違ちがう。

　だけど、誰もがそうは思わない。

　楽ができるなら楽をしたい。

　そう考えること自体は悪いことだと思わない。だが、それがルール違い反はんだとわかった時点でやめるべきなのだ。

　いま、ここに潜ひそんでいるＢＯＴ使用者も踏ふみとどまるべき時に踏みとどまれなかったプレイヤーでしかない。

「セインタクマが使用してる」

　それは、いまレウスの目の前にいる砲撃士の名前だ。

「本当に？」

「照準を付けてから撃うつまでの間かん隔かくが短すぎるし、命中率が百パーセントだ」

「了りよう解かい。それなら報告リストに載のっけとく」

「気になるなら、後でユイオンにログを見直させればいいと思うよ」

　そう言うと、フロディティは「はぁ」と息を吐はいた。

「ねぇ。最近、ユイオンと会った？」

「……いや」

　フロディティの問いにレウスは頭かぶりを振ふった。

　この間の進軍イベントにも現われなかった。戦いそのものはそれほど苦労することなく勝利することができたとはいえ、ユイオンが一度も顔を見せなかったのは確かにおかしい。

「なんだか、嫌いやな予感がするのよねぇ」

　ひたすら攻撃に耐たえるスプリガンを眺ながめながらの言葉に覇は気きはない。

「してやってるつもりで、実はしてやられてたりしてない？」

「……否定できないな」

　他の砲撃士を観察しつつ、レウスはこの間のことを考える。

　インスタント・ダンジョンから脱だつ出しゆつできなくなったときのことだ。

　色々とあったが、気になることは最後の襲しゆう撃げきだ。

　正体不明の人型のなにかはこちらを知っている様子だった。その上、倒すこともできないまま去られてしまった。

　あれもユイオンを作った組織の一員なのだろう。

（なんだろうな）

　内心でレウスも嘆たん息そくしていた。

　一つ一つには勝っている。

　だが、小さな勝利に調子に乗っている間に罠わなに誘さそい込まれてしまったような気がしてならない。

「……そろそろ潮時かなぁ」

　ぽつりと、フロディティが呟つぶやいた。

「え？」

「もう遅おそいかもしれないけど。逃にげ時じゃない？」

　彼女がなにを言いたいのか、わからないわけではない。

　レウスもフロディティも、目的があってユイオンの誘いに乗った。

　レウスは冤えん罪ざいでアカウントを凍とう結けつされ、それを覆くつがえす術すべを探していた。フロディティはお金に困り、その手段を『C.R.O.W.N.』で求めていた。

　フロディティの問題はすでに解決している。

　レウスの問題はまだ解決していない。

「でも、見つかったらあんた今度こそ終わりよ。ここから追い出されるだけじゃなくて、本気で手て錠じようをかけられることになるわ。刑けい務む所しよ行き。あんたみたいなのがＴ２Ｒなしでいられるわけないでしょ」

「……それは、正論だけど」

「プライドで身を滅ほろぼすのはバカらしいわよ」

「それもわかってる」

　そう。

　無実を証明し、アカウントを取り戻もどすと意気込んではいるものの、その実、できていることはリザードマンに扮ふんしてボス・モンスターの真似まね事ごとをしているだけだ。

　そしてそれはユイオンが望んでいるからだ。

　アカウントを見つけることができるのはユイオンしかいない。

　つまりレウスがやっていることは、ユイオンのご機き嫌げん取りでしかない。

（……煮に詰つまってるな）

　気持ちに余よ裕ゆうがないことはずっとわかっている。

　だが、ここ最近はさらにやばい。

「逃げ時だと思うけど」




『そのことで話があります』




　ユイオンの声がいきなり二人の会話に割り込んできた。

『いつものカフェに来られますか？』

　その声にフロディティとレウスは離はなれた場所で視線を交かわした。




　ウラウトポリスは魔軍の手に落ちた。

　それによってプレイヤーにとってはＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターの配置などで色々と使いづらくなってしまっているが、それ以外での不都合はない。

　ただのプレイヤーにとっては旗の色と景観が変わっただけに過ぎないのだ。

　とはいえＮＰＣの配置が変わったことで、クエストをこなすだけなら街に入る必要もなくなった。いまでも変わらず初心者が最初に訪おとずれる街なのだが、彼らも同様だ。以前はアルテナを始めとするボランティアたちがＮＰＣの場所へと誘ゆう導どうしていたが、いまでは誘導用のＮＰＣや職員の操作するクエストチューナーが常じよう駐ちゆうするようになり、ボランティアの出番はなくなった。

　初心者の街は相変わらずウラウトポリスだが、彼らがこの街に入ることはほとんどない。いまのウラウトポリスは初心者の街であり、魔軍に侵しん攻こうされる世界観を象しよう徴ちようする街でもある。

　ウラウトポリスにやってくる人の数はかなり少なくなった。

　だからといって『C.R.O.W.N.』のプレイヤー人口が減ったというわけではない。ウラウトポリスの周辺には他にも街があり、強い騎士団オルデンが守っている。

　人ひと気けの少ないウラウトポリスを見ていると、自分のしていることが正しいのかどうかわからなくなる。

　どういう形であれ、この街の支配者はレウスだ。

　レウスの行いがこの閑かん散さんとしたウラウトポリスを作ったのかと考えると、胸が苦しくなってくる。

　カフェに到とう着ちやくすると、すでにユイオンが専用のチャットルームを開いて待っていた。

「お疲つかれ様です」

　出で迎むかえるユイオンにフロディティは腹を撫なでる。ストレスを感じているようだ。

「あー……」

　フロディティはなにかを言いかけ、言葉をさ迷わせる。

　ユイオンはそんな彼女を手で制した。

「問題ありません」

「いや、問題だらけでしょ」

「わかっています。その問題についてちゃんと認にん識しきしているという意味です」

「ああ、なるほど」

　フロディティは首を傾かしげる。視線はユイオンに向けたまま。

「で？」

　と彼女は言いたいのだ。

「…………」

　ユイオンはすぐに口を開かなかった。

　彼女にしては珍めずらしい沈ちん黙もくだ。

　フロディティはレウスを振り返り、そしてユイオンが口を開くのを待った。

「こちらの敗北です」

「うわっ……」

　予想はしていただろうに、フロディティは絶句した。

「まさか本気で言っちゃうとか」

「しかたありません。これまでずっと対策を考えてきましたが、有効な解決策は見つけられませんでした」

「それじゃあ……どうするの？」

「撤てつ退たいしてください」

「いいの？」

「いまならばあなた方の身分を隠かくしたままにすることはできます」

「それは嬉うれしいけど」

「フロディティはそのままプレイを続けても問題ありません。あなたはただ、監かん視し員いんとしての仕事をこなしていただけですので。ただ、レウスのデータはすり替かえます」

「……わかったわ。じゃあ、あたしはこれで」

　フロディティはあっさりユイオンとレウスに背を向ける。

「……最後はこんなんだったけど、楽しかったわ」

　そう言い残すとチャットルームから姿を消した。




　残されたレウスは再び沈黙したユイオンを黙だまって見ていた。

　どう声をかければいいのか、それが思いつかなかった。

　そうして言葉が見つからない内にユイオンがまた口を開く。

「すみません」

「いや……」

「わたしのミスです。わたしが、未練に捕つかまってしまったばっかりに。あなたのアカウント探しに集中できなかった」

「いや、ユイオンは探していただろう？」

　データ・ダンジョンに潜もぐり、アカウントを探していたのではないのか？

　そして、そこでは見つからなかったと。

「組織の連中が僕のアカウントを隠していたんだろ？」

　ウラウトポリスを攻せめたとき、ヘスペリオンとともにアスラインが現われた。あれを操あやつっていたのは組織の人間のはずだ。

「ええ、その通りです。ですから、わかっていたんです。彼らには『C.R.O.W.N.』に侵しん入にゆうし、データを盗ぬすむ手段があったと。一度使ったからとデータ・ダンジョンに戻しておくはずがない。アスラインのアカウント・データはわたしに対しての交こう渉しよう材料になることがわかっていた。だから再び手元に戻しているはずだと」

　それなのに、ユイオンはデータ・ダンジョンだけを探し続けていた。

　無む駄だだとわかっているのに？

「それなら……」

　どうして？

　レウスは無言で問いかける。

　だが、問いかけるとともに答えはもうわかっているような気がした。

　ユイオンだけを責めることはできない。

　レウスだって感じていたのだ。

　ボス・モンスターとして君臨し、アルテナの敵として立ちはだかることを楽しいと感じてしまっていたのだから。

　そう、ユイオンだって感じていたのだ。

「楽しかったのです」

　答えをユイオンが呟く。

「最初はただの潜せん伏ぷく先でしかありませんでした。ゲームにも意味は見み出いだせませんでした。クエストというものを何度もクリアしていく様はわたしにとっては無意味な機能テストを繰くり返される組織での日々を思い出させるものでしかありませんでした。だけど……」

　突とつ然ぜんの告白にレウスはその話に耳を傾かたむける。

「だけど、多くの人々はそれを楽しそうにこなすのです。人によっては辛つらそうに、あるいは退たい屈くつそうにしているけれど、その根幹には楽しさがある。人に近づくことを目的とされているわたしにとって、それは無視できない要因でした」

「だから……」

　そう、だからヘスペリオンを強化していった？

　[image: β]ベータテスト中にのみ存在していた最強のボス・モンスター。それがヘスペリオンだ。

　ユイオンはそのヘスペリオンの中に潜伏していた。

　誰だれにも倒たおされることのないボス・モンスターとして君臨し続けたのは、自分に挑いどむプレイヤーたちのことをもっと知りたかったからだろう。

　そして[image: β]テスト最後のイベント『夜会ナイトレイド』でアスラインとの壮そう絶ぜつな死し闘とうを演じ、倒された。

「人になれなかったとしても、性能で人に負けることはないと自負していたわたしにとって、あの敗北はショックでした。だからあなたに興味を持った。そしてあなたとならわたしはこの世界で一いつ緒しよに行動ができると思った。みんながしているパーティができると思ったのです」

「パーティ？」

　それは思わぬ言葉だった。

　パーティ。

　この全すべてを自分一人で解決できると思っていそうな人工知能がパーティを望んでいる？

「ですが、もうそれはいいんです」

「いいって……」

「もはや続行は不可能です。未練ではありますが、それにすがっていては機を失います。あなたにはアスラインとこの『C.R.O.W.N.』という世界を失うことになってしまいますが、あなたならばきっと、他ほかのゲームでも一流のプロ・ゲーマーになれるはずです。だから……」

　だから……？

　だから、なんだっていうんだ？

　諦あきらめろっていうのか？

「そんなこと……」

「だけど、そうしなければあなたは犯罪者になってしまいます。未来を失ってしまいますよ」

「ぐっ……」

「たしかにあなたに覚かく悟ごを強しいたのはわたしです。でもだからこそあなたに覚悟を強要した者として、わたしは責任を負わなくてはならない」

「待った！」

　思わず、レウスは叫さけんだ。

　結論ありきで進んでいく話に心が追いつけない。

　いや、わかっている。

　ここに来る前にフロディティとも話していたし、ウラウトポリスの光景を見て、自分のやってきたことの正しさに疑問を覚えてもいた。

　だけどレウスはどこかでこうも思っていた。

　ユイオンに協力してアカウントを取り戻もどすことができたら全部元通りになるって。

　アスラインとして活動を再開することで、そういったものは全て取り返せると思っていた。

　ウラウトポリスをプレイヤーの手に取り返し、アルテナとともにアロンフォリス騎士団を守もり立て、ひいてはそれが『C.R.O.W.N.』を盛もり上げることにも繫つながるはずだと。

　そう考えていた。

　そこにはユイオンもフロディティもいた。

　そういう未来が来ると、漠ばく然ぜんとだが思っていたのに。

「すいません、わかってください」

　ユイオンはそう言うだけだった。




　　　　[image: †]




　すでにレウスという名のリザードマンはフロディティの下僕ではなかった。

　いまのレウスは第七魔ま軍ぐんの軍団長としてウラウトポリスに君臨するボス・モンスターだ。

　だが、いまはあのときの装備を着ていないので、見た目には魔軍の支配をアピールするために都市を闊かつ歩ぽするだけのＮＰＣモンスターだ。

　都市内での戦闘行こう為いは特別な場合を除いて行われないので、プレイヤーに襲おそわれることもなければ話しかけられることもない。

　ときどき、街中のＮＰＣの会話を全て確認したがるコンプリート主義者が現われるが、そういうプレイヤーを相手にしたときは黙って直立していればいい。

「…………」

　そうであれば、そういう人たちは勝手に物語を編んでくれる。

　沈黙するだけは、むしろいまの自分にはありがたい。

　なんとなくそのまま正門近くの広場をうろついていた。

　そこにはまだ多くのプレイヤーがいる。

　この広場は騎士団オルデンを介かいさない野の良らパーティを組むためのプレイヤーたちが自然と集まっていた場所だ。

　ここの空気感はやはり落ち着く。懐なつかしい気持ちになる。

　[image: β]テスト時代、アロンフォリス騎士団が結成される前は、よくここで野良パーティに参加していたし、アイテムを納入して値段を設定するだけでいい自動商店が実装されるまでは、ここでプレイヤーたちは露ろ店てんを開き、冒ぼう険けんの成果を売買していた。

　ここで何度も繰り返した野良パーティの中にイオディスがいたし、正門前で立ち往生するアルテナをここに連れてきたりもした。

　多くの仲間や知人とここで知り合った。もちろん中には嫌いやな奴やつもいたし、嫌な思い出もあるけれど、それ以上にここには大事な思い出がある。

　ここは思い出の中心地だ。

　同時にここは噂うわさの集積地でもある。

　物思いに耽ふけっていると、いろんな会話が漏もれ聞こえてくる。

　会話をしているのは野良パーティが集まるまでや知人がログインするのを待つなど、時間を潰つぶしているプレイヤーたちだ。

　内容のほとんどが、突然に発表されたメンテナンスのことだった。

「ちょっといきなりすぎない？」

「ね。次の大規模アップデート前だからって、期間も長すぎるし」

「一週間とかわけわかんないよね」

「ほんと、その間のログイン補ほ塡てんとか、ほんとにしてくれるのかな」

「アップデート内容もまだ秘密だし……」

　そんな会話をぼんやりと聞く。

　だけど、そうか……メンテナンスか。

　不可解なタイミングでの長期間メンテナンスなんて、どう考えてもレウスたちのことに対処するためのなにかだろう。

　追いつめられていることがさらに実感できてしまい、レウスの気持ちは暗くなる。

　他から聞こえてくる話も雑談以外の気になるものはメンテナンスに関かかわることばかりだった。

　その場にいる気になれず、レウスは《隠おん密みつ》を使って姿を消し、壁かべを登った。




　城じよう壁へきからぼんやりと街を見下ろしていると、広場に入ってくる新たな姿に視線が留まった。

　アルテナだ。

　ヘレナとメイディンを連れて、三人はどうやら野良パーティのメンバーを募ぼ集しゆうしているようだ。

　弱小とはいえ、アロンフォリス騎士団のメンバーはそこまで少なくない。前回のような急なメンバー招集でもない限り、パーティメンバーに困るということはないはずだ。特にいまはノイジー義勇騎士団も合流しているのだから。

　それなら彼女たちがあそこで野良パーティを募集しているのは別の目的があるからだろう。

　たとえば、無所属で騎士団に所属していないようなプレイヤーを勧かん誘ゆうするためとか。

　もちろん、元ノイジー義勇騎士団のメンバーとの交流も活発に行っているということだが、アルテナはそれだけではまだ足りないと思っているのかもしれない。

　……かと思ったのだが、野良パーティに入ったのはあまり強そうではない連中ばかりだった。

　新人を育てているということだろうか？

「どういうつもりなんだろう？」

　城壁の上でレウスは首を傾かしげる。

　だが、アルテナの表情は明るい。メイディンはなんだか不満そうだが、アルテナに対たい抗こう意識を燃やしていた彼女はだいたいいつもあんな感じで、ヘレナが宥なだめている。

　全体的に見れば楽しそうだ。




　そう、楽しそうなのだ。




　レウスとして『C.R.O.W.N.』に戻ったときには、アルテナはあんな表情を見せることがなかった。

　そのことを考えてみれば、彼女はいま満たされているのだろう。

　アロンフォリス騎士団再興のために、彼女はやれることをやっているという実感と、その結果が出ているという手て応ごたえを得ているはずだ。




　なんて羨うらやましい光景だ。




　胸を突つくような感傷がレウスに襲いかかり、アルテナから空へと視線を動かした。

　レウス……いや、アスラインという名の天てん翔しよう士しはソロでのボス攻こう略りやくにこだわる変人だと思われている。

　そのことを否定するつもりはない。

　だけどそれはパーティで行動することを否定しているわけではない。イオディスが結成したアロンフォリス騎士団攻略班で、アスラインはアタッカーとして活かつ躍やくしていた。誰よりも早い攻略を目指し、突き進んでもいた。

　その一方で、『C.R.O.W.N.』というゲームの可能性を信じてソロでどこまでやれるかという挑ちよう戦せんを続けていた。

　どちらが主なのかといわれれば、その時々だと答えてしまうかもしれない。パーティメンバーを信じ、彼らの行動を信じ、そしてみんなでボスを倒たおすことの達成感は素す晴ばらしいものだ。

　同じように一人でどれだけのことができるかを考え……考えに考え、試行錯さく誤ごした末に勝利することの、あのなんともいえない満足感も否定できない。

　夜会ナイトレイドのときには後者にバランスが偏かたよっていた。

　戦せん闘とう中、すぐそばで戦いを目もく撃げきしたイオディスや他ほかの仲間たちがなにか言っているのが聞こえた。

「なにやってんだ！」とか「バカヤロウ」とかそんな感じだ。

　クエストモンスターなどは複数のパーティが同時に戦闘を開始しても問題がないように処理されているが、ヘスペリオンは違ちがった。

　一度に戦えるのは一つのパーティのみ。

　夜会の最後の思い出としてヘスペリオンに挑いどもうとしていたのはアスラインだけではなかった。

　そういったパーティが列をなして順番を待っている中で、アスラインは一人で戦いを挑んだ。

　もちろん、順番はきちんと守った上でだ。

　しかしそれでも、多くのプレイヤーが思い出を残したいと思っている中でのソロでの挑戦は我が儘ままと受け取られる行為だった。

　イオディスは周りの空気を察知してやめろと叫さけんでいたし、他の連中も無む駄だに時間ばかりかけるアスラインの戦い方に苛いら立だっていた。

　だが、そんな空気も長くは続かなかった。

　天翔士はどれだけレベルを上げても耐たい久きゆう力は強くならない。ヘスペリオンの一撃を受ければ、それだけで瀕ひん死し……即そく死しもありえる。

　だが、アスラインは倒れない。攻撃を受けないからだ。

　そして少しずつではあるが攻撃を当てていき、ダメージを蓄ちく積せきさせていく。

　いつのまにか、「これは、いけるんじゃないか？」と周りのプレイヤーたちに思われるようになり、「早く死ね」みたいな罵ば倒とうの数は減り、「がんばれ！」のような声が聞こえるようになった。

　あのときの気持ちはどう表現すればいいんだろう？

　ドームを満員にしてリングで戦う格闘家の気持ちとでもいえばいいのだろうか？　戦っているのは自分だけなのに、周囲からかけられる声せい援えんが圧力となってアスラインの心を縛しばり、熱くさせる。

　緊きん張ちよう感と集中力で焼き切れそうな脳に活力が注ぎ込まれ、アスラインというアバターとのかつてない一体感が現実化する。思考の閃ひらめきがそのまま行動となり、予定にはない突とつ然ぜんの窮きゆう地ちにすらも対応することができた。

　窮地に陥おちいることでの悲鳴と、それを切り抜ぬけたことでの歓かん声せいが激流となってアスラインの精神を揺ゆさぶり、高めていった。

　認めよう、いや、認めていた。ヘスペリオンとの戦いに勝てたのは『僕』が優すぐれたプレイヤーだからではない。

　あのときあの場にいたみんなのおかげだ。

「アスラインならできる！」と最初から言い続けてくれたアルテナのおかげであり、周囲を気にして「もう止やめろ」と言っていたイオディスが一転して「負けんな！」と叫んでくれたからであり、そして多くの仲間と、『C.R.O.W.N.』を共有したプレイヤーたちの声援があったからだ。

　その事実は無視できない。




　敗北を宣言されてなお、お前ならやれると言ってくれる者がいないままで、『僕』はどうやってここに居続ければ良いのか？

　敗北を認めることが悔くやしいか？

　悔しくはない。

　敗北を認めることそのものはどうでもいい。

　コンティニューという選せん択たく肢しがある内は。

　だが、次がないと言われることは嫌だ。

「どうすれば、いいかな？」

　城壁からウラウトポリスの街を見下ろし、誰だれにともなくそれを呟つぶやく。

　答えは聞こえてこない。

　答えは自分の内側にしかない。

　それを見つけ出し、埃ほこりを払はらい、きれいに拭ぬぐい、自らの目で眺ながめなくては。

　さきほどのアルテナの笑え顔がおが頭から消えない。

　あの笑顔が欲ほしいのか？

　あんな笑顔を浮うかべられる環かん境きようが？

　だとしたらそれは別に『C.R.O.W.N.』である必要はない。ＭＭＯＲＰＧは他にもあるし、他人とコミュニケーションが可能なゲームなんて今の時代、調べきれないぐらいにある。

　それでも『C.R.O.W.N.』にこだわる理由は？

　アスラインを取り返そうとしたのは汚お名めいを返上するという意味もあった。自分の無実を証明しておかなければ、他に移ったところで、過去を調べられる可能性は付きまとう。

　それだけか？

「……僕は」

　どうして、『C.R.O.W.N.』でなければならないのか？

　それは……。

「いや、わかってるよな」

　わかっているんだ。
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　ユイオンはウラウトポリスの玉座の前に立つ。

　謁えつ見けんの間に揃そろっているのは第七魔ま軍ぐんのモンスターたち。自立志向を与あたえたＮＰＣたちだ。

「……状じよう況きようの説明は以上です」

　ユイオンはモンスターたちにも事情を説明していた。

「なるほど」

　豪ごう魔ま将しようが頷うなずく。

「つまり、戦いになるということですな？」

　野太い声を喉のどの奥で唸うならせた後、レウスがやってくるまでの第七魔軍のボス・モンスターはそう言った。

「そういうことじゃないわよ」

　呆あきれた声で豪魔将の背中を尻尾しつぽで叩たたいたのはドラゴンだ。

「負けるってことさ。確実にね」

「なんだと!?」

　ようやく事態を理解したようで豪魔将が驚きよう愕がくした。

「そりゃ、神に等しい運営に敵に回られたらねぇ」

「負けは確実でしょう」

「そもそも、戦いらしいことが起きるかどうかも謎なぞだし」

　ラミアたち女性モンスターたちの嘆たん息そく混じりの言葉に豪魔将はユイオンを慌あわてて見る。

「それで、どうするつもりなのだ!?」

「手はありません」

　ユイオンに断言されて、さらに驚おどろいたのは豪魔将だけだった。

　つまり、他のモンスターたちは運営に自分たちの存在がばれたという時点で、諦あきらめてしまっていた。

「そりゃね。バグだものね」

「まさしく虫よね。駆く除じよされちゃうし」

「苦しまなかったらいいなぁ。毒ダメージみたいに徐じよ々じよに減っていくのってしんどいのよね」

「あなたが言うな」

　下半身が蛇じや体たいということで毒能力を持っているラミアに、他の女性モンスターたちがツッコむ。

「笑い事ではない！」

　野太い声で豪魔将が吠ほえる。

「では、ユイオン。戦わないと言うのか？」

「無駄なことでしょう」

　食いつかんばかりに距きよ離りを詰つめる豪魔将に対し、ユイオンは氷の表情を崩くずさない。

「逃にげ場ばはありません。あなたたちはもちろん、わたしにしてもそうです」

「だから戦わぬと？　結局死ぬから？　愚おろかな！　結末がわかっているから戦わぬと言うのなら、この世の全すべては滅ほろぶが必ひつ定じよう。発展も生存も全てが無駄な足搔あがきに過ぎないと認めるだけのこと。世の人間がそんな言葉をなんと言うか知っているか？　中二病と言うのだ！　斜しやに構えたところで負け犬の遠とお吠ぼえが賢けん者じやの格言に変わることなどありはせぬ！」

　豪魔将が吠える。

　だが、その熱気に謁見の間のモンスターは答えない。

「でもさぁ……」

「ねぇ」

「……うん」

　諦めの空気は消えない。

　足搔いてもどうせ負けるのだ。自分たちに自我を与えたユイオンがそれを認めてしまっている。

　それなら足搔くだけ無駄だ。無駄に足搔いて絶望が増すだけならば、諦めて消えてしまった方がマシなのではないか？

　そんな空気が無言の圧力となって豪魔将に迫せまる。

「貴様ら……」

　豪魔将はそのことに歯は嚙がみする。

「ユイオン！」

「諦めてください」

「お前ほどの者がこの結末が見えていなかったわけではなかろう？　対たい抗こう策がないというならそれでもいい。しかしだからといって諦めるのか？　なんのためにお前は人になろうとした？　我らに自我を与え、様々なことを試ためそうとした？　その結果が全て無駄になって、それでもいいのか？」

「そんなこと、あなた方には……」

「我らのことではない。お前のことだ、ユイオン」

「わたしのこと？」

「どうして、我らを踏ふみ台だいにしてでも生き残ろうと考えぬ！」

「え？」

　それは、ユイオンにとって想像していなかった言葉だった。

「我らは何度だって死ぬ存在だ。死ぬことに恐おそれはない。これで本当の終わりだとしても、そうかとしか思わぬ。なぜなら、我らには真の意味での生きる目的がないからだ。生きてはいても生き続けることは許されない。倒たおされることこそが我らの存在意義だ。ゆえに我らは死を恐れぬ」

　モンスターＮＰＣとして誕生したそのときから、彼らはプレイヤーにとって経験値の元であり、イベントで立ちふさがる障害でしかない。

　そこに存在する結末には敗北しかない。勝利することはあっても勝利しすぎることは許されない。

　死ぬことこそがモンスターＮＰＣの本質であり、存在意義なのだ。

「だがユイオン、お前は違ちがう。お前は死ぬためにここにいるのではない。それなのに、どうして諦める」

「それは……」

「諦める必要などない。敗北を認めたとしても、それを死に繫つなげる必要などない。お前は生きるべきだ」

　熱のこもったその言葉にユイオンはしばらく言葉を失った。

　彼はどうして、こんなにも熱心にユイオンを説得しようとするのか？

「あらら……」

「うふふ……」

「まさかねぇ」

　女性モンスターたちがにやにやと笑っている。

「豪魔将ってユイオンに惚ほれてたのね」

「スライムとしてかしら？　それともあの人型に？」

「レウス様と恋こいの鞘さや当あてをする気だったのよ」

「鞘？　剣けんじゃなくて？」

「どっちの剣よ」

「それはもちろん……」

「うるさいわっ！」

　顔を真っ赤にして豪魔将が吠え、女性モンスターたちはきゃあきゃあ言いながら逃げていく。

「豪魔将……ありがとうございます」

「いや、う……うむ」

　ユイオンが礼を言うと豪魔将はしどろもどろになって口をもごもごさせる。

　しかしそれでも、彼女は逃げる気にはなれない。

「……どうしても、だめか？」

「はい。どちらにしても、このまま逃げてはあの人たちの記録を残したままになってしまいます。それだけはなんとしても防がなくては」

　そしてその記録を改かい竄ざんするためにも敵が仕し掛かけてくるメンテナンスを利用しなくてはならない。

「逃げるにしても責任は取らなくてはなりませんから」




「それなら結局、どっちに転がるかわからないってことなのか？」




　謁見の間に響ひびいた新たな声に、ユイオンは驚いて扉とびらを見た。

　そこにリザードマンが立っている。

「レウスさん、どうしてここに？」

　もうログアウトして、戻もどってこないと思っていた。

「色々考えたけど、やっぱりやめた」

「やめた？」

「逃げない」

「そんな！」

　まさかの言葉にユイオンが驚きの表情を浮うかべる。

「なにを考えているのですか？」

「負けたくないって気持ちと、このゲームへの未練かな」

　レウスはリザードマンの顔で器用に苦く笑しようしてみせた。

「やめてください。そんなことは」

「それに、覚かく悟ごを決めてここにやってきたのに、最後はユイオンにまかせて逃げるっていうのはかっこ悪すぎだよね」

「愚かな決断です」

「そんなこと、最初からわかってるし」

　ゲームに人生かけるなんてわけわかんないと、最初の頃ころにフロディティに言われている。

「夜会ナイトレイドのときと同じだよ」

「え？」

　ヘスペリオンにソロで挑いどむなんてみんなに無理って言われた。愚かな行こう為いだと、アスラインがソロ攻こう略りやくを究きわめたい気持ちはわかるが、無理なものは無理だと。

「だけど、信じてくれる人もいた」

　アルテナがそうだった。最後はちょっと違ったけれど、それでも最初は信じてくれていた。

　それが力になったのは、確かなんだ。

「あのときと同じだよ。だからユイオン」

「はい」

「君が僕を信じてくれる最初の一人になってくれ」




　その言葉が届いたとき、ユイオンの中でなにかが震ふるえた。

　信じる信じない、そんなことになんの意味があるのか？

　いや、あるのか、信じられなければ連れん携けいなどできるわけもない。裏切りや失敗を予想して幾いくつもの保険や予備作戦にリソースを割さくよりも、仲間を信じて行動した方がより高い結果を得ることができるのは、もうわかっているはずだ。

　だけどいま、ユイオンが感じている謎なぞの震えはそれとはまた質が違うように思える。

　敗北を逆転させるために必要なもの？

　いや、それとは違う。これは……。

「わかりました」

　ユイオンは頷うなずく。




　そうだ。たしか、タラリアはこう言っていたはずだ。

『ゲームと共に死になさい』

　と……。

（たしかに、それがわたしには相応ふさわしい運命だろう）

　だけどそこに、もう一つ意味を求めることができるなら。

　モンスターＮＰＣたちが死ぬために死ぬように、ユイオンというこの世界のイレギュラーなスライムに存在する意味があるとすれば、それはただ一つだ。

　レウスのために存在することだ。

　それこそが、この震えの意味であるはずだ。

「あなたがそれを望むなら、わたしはあなたのために死にましょう」

　だからユイオンは、その言葉を紡つむぐ。

「それは違うよ、ユイオン」

　だけどレウスはそれでもまだ足りないというのだ。

「僕たちが生き残るために、勝つんだ」

　誰だれの犠ぎ牲せいも必要ない。

　なんとも理想優先の言葉だ。未来などなにも見えてこない。

　だけどそれでもいい。

「それがあなたの望みなら、それを叶かなえるためにわたしは全すべてを捧ささげましょう」

　それであなたと共に戦えるのなら。








02　作戦前の決意たち　弐に









　蒔まいた種が芽め吹ぶいたとして、それは望んだ花を咲さかせるだろうか？

　もしかしたら毒となるかもしれない。

　種が栄養とする人の心は、複雑怪かい奇き故ゆえに。
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　レウスがアスラインかもしれない？

　その可能性はずっと考えていた。

　考えて、考え続け……考えるだけでは答えは得られないという結論に至った。




　そしてあの日、ノーザンライトは言った。村人のＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターと一いつ緒しよにいるリザードマンを指差し、まるでＮＰＣではないようだと。

　そして、ここでなにかが起こっていると。

　村人ＮＰＣ……リミニエと一緒にいたのはフロディティの下僕レウスで間違いない。なぜなら、アルテナがプレゼントした鎧よろいを着ていたからだ。

　そういえば、あのリザードマンは以前にもフロディティの側そばから離はなれていた。あのときはなにかのバグかと思っていたのだが……。

（そういえば、あのときのわたしは悩なやんでいて、誰でもいいから打ち明けたくて……）

　それで、バグだと思っていたリザードマンを相手に話をしていた。

　そういえばあのとき、一言だが、誰かの声を聞いた気がした。諦あきらめへと傾かたむきかけていたアルテナを押しとどめる一言だったのだ。

　幻げん聴ちようだと思っていたのだけど……。

　もしもあれが、レウスの言葉で、そしてレウスがアルテナの思う通りにアスラインだったとしたら？

（恥はずかしい！）

　アルテナは顔を覆おおい、悶もん絶ぜつする。

　単純な恥ずかしさもあるが、それ以上に後ろめたさもある。

　彼の立場を崩ほう壊かいさせておきながら、自分はのうのうとすることさえもできず、逆に窮きゆう地ちに陥おちいっているなど。

　しかも嘲あざ笑わらわれるならともかく、慰なぐさめられたなど……。




「アルテナ？」

　ヘレナの声でアルテナは我に返る。

　彼女がいたのはウラウトポリスのすぐ側にあるウラード平原という場所だ。最序じよ盤ばんのレベル上げに向いた場所で、多くのプレイヤーがここで基本的な戦い方を学ぶ。

　同時にアクティブに襲おそいかかってくるモンスターのいない平和な場所でもあるので、ゆったりと擬ぎ似じ的なひなたぼっこを楽しむプレイヤーも多い。

　アルテナも木こ陰かげで寝ね転ころんでいた。

　それだけなら珍めずらしい光景ではない。凝こっているプレイヤーならピクニックセットを広げているぐらいだ。

　しかしそれでも、一人で顔を押さえて転げ回る姿はさすがに奇き異いだろう。

「へ、ヘレナ!?　いや、なんでもない！」

　慌あわてて立ち上がり、そしらぬ顔をするがヘレナはじっと見てくる。

「な、なんだ？」

「はぁ……まぁいいわ」

「う、うん」

「悩み事なら、ちゃんと話してよ」

「わかってる！」

　元気に返事をしてアルテナは頰ほおを叩たたいて気分を切り替かえる。




　今日はメイディンも含ふくめた三人で野の良らパーティを集めて狩かりに出かけようという話になっていた。

「ノイジーが入ったんだから、新人発はつ掘くつなんてしばらくいいんじゃない？」

　やって来たメイディンは少しめんどうそうにそんなことを言う。

「彼らとの親しん睦ぼくは深めるべきだが、新人の勧かん誘ゆうを止やめる理由にはならないぞ」

　いまの戦力でも他ほかの騎士団オルデンや魔ま軍ぐんが支配している都市を奪うばうことは可能だろうとは思っている。

　だが、アルテナの目標は高い。

「アロンフォリス騎士団の復活劇はウラウトポリス奪だつ還かんから始めるべきだ」

　そのためにはこの程度ではまだダメだ。

　アルテナは断言する。

　アロンフォリス騎士団はウラウトポリスを失った。それ以前からすでに崩壊の芽は伸のびきっていたのだが、それが白日の下もとに晒さらされたのはそのことがあったからだ。

　だからこそ、騎士団の復活を宣言するためにウラウトポリスの奪還から始めなくてはならない。

　そのためにはあのリザードマン型のボスを倒たおせるようにならなくては。

　そしてそのために、より多くの仲間を集めなくては。




　だけどもしも本当に、あのリザードマンがレウスで、そしてアスラインだとしたら？




　そうだ。

　ウラウトポリスでの戦いで、あのリザードマン型のボスはアルテナに話しかけてきた。アスラインの偽にせ者ものと戦い、勝利した。

　あれは、人の意思を感じさせる行動だった。

　窮地に立つアルテナを嘲ちよう弄ろうし、叱しつ咤たした。

　まるで、アルテナのことを知っているかのように。

　あんなことを言う人物に心当たりがあるかと言われたら、それは彼しか考えられない。

　アスライン。

　しかしだとしたら一体、彼はいまどんな状じよう況きようにあるのか？

　不正規にモンスターＮＰＣを操作してまで、彼は『C.R.O.W.N.クラウン』でなにをしようとしているのか？

　それがわからない。

「アルテナ？」

「あっ！　なんでもない！」

　再び思考の迷路に入り込んでいたアルテナは慌てて笑え顔がおを作るとウラウトポリスに向けて歩き出した。




　さすがにウラウトポリスに入り、野良パーティを募ぼ集しゆうして狩りに出るまでの間は余計な考えを頭から追い出すことができた。

　狩りそのものはレアアイテムを狙ねらって数種類のボスを倒すという内容だったのだが、そちらも問題なくこなせた。今回集まった面子メンツは動きにも問題なく、誘さそってみたいプレイヤーもいたのだが、あいにくと強きよう豪ごうの騎士団に所属していたので諦めざるを得なかった。

　ただ、メイディンが持ち前のコミュニケーション能力を駆く使ししてみんなで知人登録することに成功したので、彼の気が変わったときには連れん絡らくが来るかもしれない。




　こんな日もあればノーザンライトのときのように新人の手伝いを介かいしてアロンフォリス騎士団へと勧誘することもある。

　うまくいったりいかなかったり、それでも少しずつだが騎士団は成長していってると確信している。

　このまま続けていけば、いずれはウラウトポリスを奪還することも夢ではないだろう。
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　野良パーティが解散した後、アルテナと別れたヘレナとメイディンは二人で打ち合わせをしていた。

　アルテナが団長となった後、二人はアロンフォリス・チャンネルというものを開いてオンラインラジオを始めていた。

　もちろんＤＪはメイディンのみ。ヘレナはあくまでも裏方だ。

　アロンフォリス騎士団の活動の紹しよう介かいから、『C.R.O.W.N.』というゲームの宣伝、ゲーム活動の実じつ況きよう、そして『C.R.O.W.N.』の有名プレイヤーをゲストに招待し、リアル話も込こみの雑談などをしている。

　放送内容に関してははっきりとした方向性を決めず、メイディンのキャラクターを売っていくという方針で始めたのだが、これがけっこううまくいっている。




　いまも次の放送での細かい打ち合わせをしていたのだが、不意にメイディンが話題を変えた。

「ねぇヘレナ、アルテナってなんか悩みでもあるの？」

　メイディンからの思わぬ質問に私はすぐに言葉が出なかった。

　まさか、メイディンがそんな心配をするなんて……。

「なによ、意外？」

「いや、なんていうか……」

　むっとした様子でメイディンが言ってくる。ヘレナは苦く笑しよう混じりに頭かぶりを振ふった。

　イオディスがいた頃ころのアロンフォリス騎士団では、メイディンは一方的にアルテナを敵視していた。

　それは目立つことによって承しよう認にん欲求を満たそうというメイディンに対し、アルテナが邪じや魔まになっていたからだと思っていたのだが、本当のところでは違ちがったのだろう。イオディスが作ろうとしていたアロンニンフというネットアイドル集団に対してはそこまで敵視している様子はなかった。
















「うん、やっぱり意外」

　そう言って、ヘレナはメイディンの怒おこった顔を楽しむ。

　ツンデレとヘレナは彼女を評した。おそらくそれは間違えていない。ちやほやされたいと明言するぐらいにメイディンは男性プレイヤーを翻ほん弄ろうする姫ひめプレイに勤いそしんでいたし、それはいまも変わらない。

　騎士団内での揉もめ事に発展しないように釘くぎを刺さすが、はっきりと反対することもしたい。プレイヤーがどのようにプレイしたいか、規約の範はん囲い内であればそれは自由であるべきだからだ。

　そんなメイディンとアルテナは、言ってしまえば真逆の存在だ。

　アルテナは他人からアイテムをもらうぐらいなら自分で取りに行く。それによって自分の実力を試ためすことができるならより一層、もらうことはないだろう。

　そんなアルテナをメイディンが気にするのは、もっと単純にメイディンがアルテナの魅み力りよくに引き込まれてしまったからだ。

　だが、自分の魅力で他人を引き込み、ちやほやされることを望むメイディンにとって、他人の魅力に吞のまれることが理性の部分で許せなかったのだ。

　だから、反はん撥ぱつしていたのではないか。

　そしていまは、その魅力に吞まれたことを認めてしまっているから、素す直なおに心配することができるのかもしれない。

　なので騎士団から追い出されたくないし、騎士団を掌しよう握あくすることもできないから、姫プレイで魅み了りようする男たちを無制限に増やすこともないし、その手の承認欲求をアロンフォリス・チャンネルで満たそうともしている。

「悩なやみは……あるんだと思うんだけど、教えてもらっていないから」

　ヘレナは考えてからそう言った。

　メイディンは呆あきれたように空を見上げる。

「そっか。悩みの尽つきない女だよね」

　その言い方が面おも白しろくて、ヘレナはくすりと笑った。

「そうね」

　本当にそうだ。

　アスラインを失ってからのアルテナは、常になにかに迷っているように思える。

　だけどそれは、もしかしたら当たり前なのかもしれない。

「いままでのアルテナは、人の背中に付いていただけだったから」

「うん？」

　ヘレナの言葉の意味がわからなくて、メイディンが首を傾かしげる。

「[image: β]ベータテストの頃はアスラインに憧あこがれて神しん療りよう士しから天てん翔しよう士しにキャラを作り替え、それでアスラインができることが全部できるようになりたいってがんばってた」

「だね」

「で、アスラインがいなくなって本サービスが始まってからはアスラインの代わりになろうと一いつ生しよう懸けん命めいにはなったけど騎士団のことはイオディスに任せっぱなしだった」

「うん」

「そしていまはアスラインとイオディスが合体したようなことをしないといけないんだから、それはもう、しっちゃかめっちゃかよね」

「あははは！　なるほど」

　もちろん、アルテナが一人でがんばる必要はない。ヘレナは全面的にバックアップしているし、ノイジー義勇騎士団の元団長オクステンも積極的に手伝ってくれている。

　だけど、騎士団長はただ一人、アルテナだ。

　騎士団の最終的な決断はアルテナがしなければならないし、そうでなければならない。

　他ほかの人間がどう思っているか知らないが、ヘレナにとってアロンフォリス騎士団とはアルテナのための騎士団なのだから。

「アルテナは成長の途と中ちゆうってことか」

「そういうこと」

「なるほどね。それは、色々と困るだろうなぁ」

　しみじみとメイディンが呟つぶやく。

　なにごとも初めてのことは大変なものだ。

　そして決断を強しいられる立場というのは辛つらいものだ。

　責任というものが全すべてのし掛かかってくる。

「でも……」

　とメイディンは思う。

　誰だれの背も追いかけられなくなったのなら、もうそれは開き直るしかないのだ。

　自分がこうだと思う道を突つき進むしかない。

　たとえそれで失敗したとしても、それは仕方がない。

　責任だなんだと罵ば声せいを浴びせてくる者はいるだろう。それを受け止めるぐらいのことはやるべきだとは思うが、やれることなんてそこまでだ。

「ていうか、マジの会社とかじゃないんだから失敗なんかをびびる必要なんてないんだけどね」

　メイディンの言葉こそ、百パーセントの真実だ。

　ここは『C.R.O.W.N.』。

　ゲームの世界。

　勝とうと負けようと、最終的には楽しめなかった者が真の敗者なのだ。

「その境地に辿たどり着けたらアルテナも気が楽になるでしょうね」

　ヘレナも同意して頷うなずく。

「それと……」

　と付けたし、ヘレナはメイディンを見た。

「言動には気をつけないと中の人の年ねん齢れいがばれてしまうわよ」

「やかましい！」

　メイディンが怒ど鳴なり、この話題は終しゆう了りようとなった。




　　　　[image: †]




　逃にげるべし。

　ユイオンと別れた後のフロディティは迷わなかった。

　カフェの外へと出現し、すぐにログアウトの手順を開始する。ゲームから抜ぬけ出すまでの時間はだいたい十秒ぐらいだ。Ｔ２Ｒに吐はき出されることになるが、すぐにその場で辞表を提出し、アカウントも削さく除じよしてしまおう。

　そこまでしてもまだ安心できないが、こちらでできることは全てやらなければ落ち着かない。

（なにか他に、忘れてることってなかったっけ？）

　減っていくカウントを見ながらそんなことを考えるのは、後うしろ髪がみを引かれる気持ちがどこかにあるからだろう。

　そもそも、ゲームなんて暇ひま潰つぶし用の基本無料アプリぐらいしかしたことのなかったフロディティにとって『C.R.O.W.N.』は初めての本格的なゲームだった。

　やむにやまれぬ理由があったので、楽しむつもりなんてまったくなかった。

　ユイオンの誘さそいに乗ったのだって、『詐さ欺ぎにあった人生が新たな詐欺で泥どろ沼ぬまに突き落とされる』ような行こう為いだったようにいまなら思える。

　だけどあのときは溺おぼれる者は藁わらをも摑つかむの心境だったし、結果的にはそれが正解だった。

　ただ、引き時はやはりあやまったのだ。

　借金の清算が終わった時点で姿を消していれば、こんな気持ちにはならなかった。

　少しばかり欲を出してしまったことを反省する。

　しかし、『C.R.O.W.N.』の中に楽しさを見つけてしまっていたのも事実だ。

　偽にせ物ものの世界とはいえ、まったく違う姿と声になって別人の人生を歩み、普ふ通つうの世界ではできないことをするというのは、たしかに刺し激げき的だ。

　なによりこの世界が素晴らしいと思うのは、日々の不安がないことだろう。お金を貯ためるにしても経験値を稼かせぐにしても、全ては未来の自分のためであり、日々の生活に追われてのことではない。

　ログインして『C.R.O.W.N.』世界が視界に広がった瞬しゆん間かん、いつしか解放されたような気持ちになっていることに気付いていた。

　別に日々の生活にそこまで疲つかれているわけではない。例の借金に関かかわる問題はきれいさっぱり片付けたし、それ以来人付き合いには慎しん重ちようになったので浮ういた話も出てこないが、問題も発生していない。

　だけどそういうことを抜きにしても、ログインしたときにはやはり感じてしまっている。

　そしてそれを心地ここちよいと思っていた。

（だとしてもやっぱり……）

　自分がやったことは不正に関わることだ。

　用を済ませれば、とっとと退散すべきだった。

（ああもう……）

　あの男のことにしても、いまにして思えば、フロディティの悪い星の巡めぐりがまざまざと現われているようだ。

　はまりこむと最後に後こう悔かいする。

　ほどほどがいいのだ、結局は。

　カウントはあと少しでゼロになる。

　それまでに見える光景が、この世界で見る最後の景色だ。最初に見た頃よりも少し寂さびれた様子のあるウラウトポリス。人の姿の合間にモンスターＮＰＣの姿がある。

　自分たちが行動した結果の姿がある。

（できれば、アルテナがここを取り戻もどせるかぐらいは見届けたかったな）

　そうは思うが、それを見ることはできないだろう。

　別れの挨あい拶さつもできていない。引かれ続ける後ろ髪は痛いぐらいに未練を感じさせる。

　だけどもう、ここにいるわけにはいかない。

　さようなら。




　ぐっ。




「え？」

　カウントがキャンセルされたのは、肩かたに掛かった感かん触しよくのせいだ。

　ただ触ふれるだけなら問題はないが、アイテムの受け渡わたし等のコマンドが付ふ与よされた接触は無視できないため、ログアウトはキャンセルされる。

『C.R.O.W.N.』でのログアウトを邪じや魔まするちょっとした悪戯いたずらだ。

　誰がそんなことを？

　肩を引かれるままに振ふり返ると、そこにいたのは金きん髪ぱつの重じゆう騎き士しだった。

「ノーザン」

　ノーザンライトだ。

「やぁ、フロディティ」

　微笑ほほえまれたが、フロディティはどうしていいかわからずに戸と惑まどった。

「ご、ごめんなさい。ちょっと急いで、ログアウトしないと」

「ちょっとだけ話があるんだ。大事な話だ」
















「え？」

「いいだろう？」

「う、うん」

　最初に会った頃ころのような優やさしさが鳴りを潜ひそめ、いまは気味の悪い強ごう引いんさにすり替かわってしまっている。

「それで、話って？」

「君のことだよフロディティ。いいや、＃＄％＆＃＃＠＊さん」

「……え？」

　いきなり出てきた名前にフロディティは目を剝むいた。

　それはフロディティの本名だ。

「どうして……」

「僕は運営の人間だからね。調べようと思えば簡単だよ」

「あ、う……」

　衝しよう撃げきの事実が語られ言葉が出ない。

　つまりそれは、フロディティが監かん視し員いんの仕事をしていることも知っているということだ。

　いや、もしかして……。

　接触してきたときから、すでにフロディティが何者か知っていたということなのだろうか？

　だとすれば、どうして接触してきた？

　なにかの意図があって、フロディティに近づいて来たのか？

　だとしたら、その意図はなんなのか？




　もしかして……。




「それで、ちょっとお願いがあるんだ」

「え？」

「今度、長期メンテナンスを行うんだけど、そのときに秘密のテストを行うんだ」

「え？　え？」

　話が思わぬ方向に向かった気がしてフロディティは混乱する。

　違ちがうのか？

　ユイオンが関係した件でフロディティに接触してきたわけではないのか？

「秘密のテスト？」

「そうなんだ。それでそのテストプレイをアロンフォリス騎士団にお願いしようと思っていてね。ほら、騎き士し団長のアルテナはＣＭにも起用されているし、彼女の騎士団なら秘密保持契けい約やくも守ってもらえそうだし」

「そういうことなら、アルテナかヘレナに言った方が……」

「君がいないと困るんだよ」

　その言葉はなにも知らないままでいたら心ときめく一言だっただろう。

　だけどいまは、血管を冷えさせる毒のような一言だった。

「だって、君がいればあのリザードマンも逃げられないだろう？」

　ああ、もうばれているんだ。

　フロディティは天を仰あおぐ。

　だがそこに助けはない。

　これから始まる終わりのゲームからはもう逃げられないのだ。
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　ヘレナたちとも別れ、一人になったアルテナはソロでの練習に少しばかり勤いそしみ、いまは再び休きゆう憩けいに入っていた。

　辺りは起き伏ふくの激しい岩ばかりの場所、ナザドール岩道だ。

「ふう……」

　安全地帯でもある塔とうのような岩山の頂上で座り込む。

　思考が乱れていて、いまいちうまくできない。

　いまはとあるボスのソロ攻こう略りやく動画のための練習に勤しんでいる。倒たおすことはできているのだが、ノーダメージや撃げき破は時間の短縮などがうまくいっていない。

　どこかで小さなミスを発生させてしまい、それの立て直しに時間を取られてしまう。

　集中力が欠けている。




　それもこれも全すべて……原因は一つだ。




　考えないようにするべきか、あるいは受け止めるか？




　決断するなら半はん端ぱなことがないよう、やりきらなければならない。

　ノーザンライトが運営の人間で、レウスに起きている問題に対処しようとしているのなら、彼に残されている時間はもうほとんどないということだ。

　あるいはこれは彼と話すことのできる最後のチャンスかもしれない。




「あの人は、なにがしたいのだろう？」




　仮に……本当に仮にだ。勘かんとか本能的部分ではレウスの中に本当にプレイヤーがいるのであれば、それはアスラインだろうと確信している。

　だけど、それを他人に説明しようとすれば、なに一つ納なつ得とくさせる証しよう拠こがない。

　しかし、そういうあれこれを置いておいて、本当にアスラインなのだとすれば、その目的はなんなのか？




　自分自身の無実を証明するため？

　それともアルテナを嘲あざ笑わらうため？

　そのために幾いくつの罪を犯おかしてしまっている？




「わたしは、あの人を犯罪者にしてしまったのか？」

　いま起きていることが狂きよう気きの沙さ汰たであるのなら、その原因は間違いなくアルテナがやったことにある。

　やめさせるべきだ。

　いまからでも。

　しかし……。

　怖こわい。




　騎士団の運営に関しては前向きになれたが、アスラインに関してはいまだに臆おく病びような気持ちになる。

　彼に面と向かってなじられて平気でいられるとは思えない。

　どうすればいいのか……。

「…………」

　思考が前に進まず、アルテナは現実逃とう避ひ気味にメニューから外部アクセスを選び、メールをチェックする。

『C.R.O.W.N.』の機能として関連づけさえしておけば、Ｔ２Ｒの機能の一部をゲーム中でも使用できるようになる。

　この拡張機能が不正ツールを蔓まん延えんさせる原因にもなっているのだが、この機能があるのは別に『C.R.O.W.N.』だけではない。

　送られてきているのは広告メールばかりで瞬またたく間にそれらは削さく除じよしたのだが、二件、目を留めるものがあった。

　一件目は件名が『ノーザンライト』だった。

　その内容を見て、とあることへの誘さそいだと知り、決断を保留して次を見る。

　二件目は……最初は迷めい惑わくメールの類たぐいかと思った。知らないアドレスからだったし、件名も文字化けしていた。

　文字化けしていないだろう文字は『謝罪』『ディス』だけだった。

「もしかして……イオディス？」

　かもしれないし、本当にただ偶ぐう然ぜんに迷い込んできただけの迷惑メールかもしれない。

「…………」

　文面にリンクがあったら即そく消去する。

　そのことを心に決めて、メールを開いてみた。




『このメールは＄＃国のオンラインカフェから送っている。

　文字化けしていたらすまん。いまだにオンライン環かん境きようが百パーセントでない地域なんてあるんだな。驚おどろきだ。

　ああっと……事情の説明が先だな。

　急な転勤が決まって慌あわただしく引ひっ越こしたんだ。そのためにいままで連れん絡らくも取れなかった。信じてもらえないかもしれないが、おれは本物のイオディスだからな。

　それで、だ。

　もしかしてだが、ここ最近、おれを見たか？

　だとしたらそいつは間違いなく、おれのなりすましだ。

　アロンフォリス騎士団オルデンに迷惑をかけていなければいいんだが……。

　仕事と引っ越しでばたばたしていて私用でＴ２Ｒに入ることさえできなかったんだ。しかもこの国のオンライン環境は本当にひどくてな。個人の楽しみで使うにはこういう店に来ないといけない。

　ようやく時間ができてＴ２Ｒに入ってみれば、おれのパーソナルデータはハッキングされてぐちゃぐちゃにされていた。いまはデータの修復を業者に依い頼らいしたり犯人の捜そう索さくの手続きなんかをして結果待ちだ。

　それで、修復して戻もどってきたデータの一部に君のメールアドレスがあったから送らせてもらった。

　おれのなりすましがなにかしていたらいけないから事情を説明しておこうと思ってね。

　なにしろおれのアカウント、凍とう結けつされていたからな。

　それを解決するためにもアカウントハックの証明を警察にしてもらわないといけないし。まったく、プロ・ゲーマーの計画がおじゃんだ。アスラインと一いつ緒しよにやって……良い副業になると思ったんだがな。




　アスラインの件は公式発表の過去ログを見て知った。あいつは一体なにをしたんだ？

　まったく見当が付かないが、これだけは断言できる。おれみたいにアカウントの乗っ取りでもされていない限り、あいつがアカウント凍結されるようなことをするわけがない。

　あいつはおれ以上に『C.R.O.W.N.』に命をかけていたからな。

　心配だ。あいつのオフの情報を知っているなら、あいつのケアをしてくれるとうれしい。

　そして、できたら伝えてくれ。無理をするな。お前を受け入れてくれるゲームは『C.R.O.W.N.』だけじゃないってな。

　それじゃあ、まぁ、戻れるかどうかわからないが元気で。

　凍結が解除できても、仕事がこのままだと以前のような活動は無理だからな……』




　メールの内容はそれで終わりだった。

　アルテナは呆ぼう然ぜんとした。

　人が変わったようだとは思っていたが、まさか本当に替かわっていたなんて。

　いや、そうだ。

　ウラウトポリスでヘスペリオンとアスラインが現われたとき、謎なぞの声が言っていたではないか。

　イオディスのアクセスポイントが変わったと。

　その原因がこれなのか？

　それともこのメールもまた、真犯人がアルテナを惑まどわすために送ってきた偽いつわりのメールなのかもしれない。

「文章の話しぶりはたしかにイオディスっぽい。だが、あのイオディスだってわたしはわからなかった……」

　わからない。

　なにが本当でなにが噓うそなのか。

　ただただ混乱するばかりで、どこに進めばいいのかわからない。

　いや……。

「そうか」

　たった一つだけ、わかっていることがある。

「もう、そこに行くしかないのか」

　そうしたくないのなら、あとはもう耳と目をふさいでなにもかもが通り過ぎていくのを待ち続けるしかない。

　だけど……そんなことが本当にできるのか？

「このわたしに」

　彼に関かかわる真実を知らないままでいることができるのか？

　だけど、できなければやはり後こう悔かいしてしまうだろう。

「そうだな」

　呟つぶやくと、アルテナは立ち上がる。

「これは、わたしのせいでもあるんだ。だから……」

　もともと、逃にげられるものではないのだ。
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　アルテナはウラウトポリスに戻ってきた。

　プレイヤーを受け入れる正門を抜ぬけ、街の中心に向かう。

　中心にあるのは城だ。

　アロンフォリス騎士団が支配していたときは普ふ通つうに貸たい与よされる騎士団の屋や敷しきを使っていて、こちらは使用しなかったが、都市の支配者とその関係者のみが城の中に入ることを許される。

　アロンフォリス騎士団が使わなかったのは、広すぎるという理由のためだ。

　後々のアップデートによる拡張のためだろうが、全すべてにおいて広く造られすぎていて騎士団だけでは空き空間がありすぎて寒々しい雰ふん囲い気きになる。

　なので、なにか個人的なイベントをするときだけ使用するようにしていた。




　城の正面入り口の前に立つが、そこには鉄の門がありアルテナの行く手を遮さえぎっている。

　アルテナにはいま、この城に入る資格はない。

　門が開くことはない。

　だが……。

「頼たのむ」

　鉄の門を撫なで、アルテナはそっと話しかけた。

　相手はレウスではない。

　この『C.R.O.W.N.』でなにかを進行させている存在にだ。

　レウスとそのなにかは手を組んでいるとアルテナは確信していた。

「もしもわたしに彼から話を聞く資格があるのなら、通して欲しい」

　あの戦いのときに聞こえてきた謎の声。あの存在ならばきっと、いまもアルテナの声を聞いてくれるはずだ。

　そう信じて待っていると……ガチャリと音がした。

　門が開いたのだ。

　そこにできたわずかな隙すき間まを抜けて城へと入っていく。

　城の中にはたくさんのモンスターたちがいた。襲おそいかかってくる様子はないのだが、なぜか視線のようなものを感じる。

　見られている。

　はっきりとそう感じた。

　もしかしてクエストチューナーのように中にプレイヤーが存在しているタイプなのか？

　いや、そんなはずがない。

　運営が内々になにかをしているのであれば、ただのプレイヤーであるアルテナが入れるわけがないのだ。

　話しかけてくる様子はなく、ただアルテナの背を視線で追いかけてくる。

　視線の圧に押されるように、アルテナは記き憶おくに従って謁えつ見けんの間を目指した。




　謁見の間は静かだった。

　入り口から玉座までの縦に長い造りの空間は静せい謐ひつな空気を湛たたえ、天てん井じよう付近の壁かべから斜ななめに下りてくる光が玉座をかすめる。

　そこには玉座に寄りそうように立つ青い少女と、玉座と向き合うように立つ一体のリザードマンがいた。

「あ……」

　その声を漏もらしたのはリザードマンだった。

　装備している胸むね鎧よろいを見てアルテナは息を吞のむ。以前に彼女がフロディティの下僕にプレゼントしたものだ。

　胸の紋もん章しようがアロンフォリス騎士団になっているから間ま違ちがえるわけがない。

「レウス……？　いえ、アスライン……なんですか？」

　ここまで来てその言葉を恐おそれてはいられない。

　それでも怖こわ々ごわとだが、アルテナは尋たずねた。

「……そうだよ」

　振ふり返ったリザードマンは諦あきらめたような口調でそう言った。

「ぁ……」

　その瞬しゆん間かん、胸が詰つまり、喉のどが絞しめられたような気分に陥おちいる。

　そうとわかったのなら、次の言葉を言わなくては……。

　そう思うのだが、言葉はなかなか生まれてこない。

　言わなくては。

「ご……」

　喉が震ふるえる。

　顔が熱くなる。

　だが、どうであろうとこの一言から始めなくては。

「ごめんなさい」

　許されようと、そうでなかろうと。

「わたしが、わたしがあなたを信じられなかったばっかりに……」

　この人の前に立つには、その言葉から始めるしかないのだ。
















　止めどなく溢あふれる涙なみだを前にして、リザードマンは刹せつ那なの間、歯を剝むき出しにした。溢れ出たのは確かに怒いかりだった。

「……いい」

　やがて、絞しぼるようにその言葉が聞こえてきた。

「もういまさらだ」

「うっ……」

　声を詰まらせるアルテナに、レウスはため息を吐つく。

　腹の底からなにかを追い出そうとする息だった。

「……それで、なんの用でここに？　知っているかもしれないけど、僕たちはいまかなりやばい状じよう況きようにあるんだ」

　アルテナは頭かぶりを振ふった。

「実はよくわかってはいない。だけど、ノーザンライトがなにか大きなことが起こっていると」

「ノーザンライトが？」

「彼は運営の人間です」

　首を傾かしげるレウスに玉座の側そばにいた少女が告げる。

　この声をアルテナは知っている。

「あなたが、そうか」

「進軍戦のときに少しお話ししましたね。ユイオンといいます」

　名乗り、ユイオンはレウスの隣となりに立った。

　その自然な立ち位置に、アルテナは胸が苦しくなった。

　だけど、それに異を唱えられはしない。

　視線を少し外し、ユイオンの話に耳を傾かたむける。




「そもそもの始まりはわたしが『C.R.O.W.N.』に潜せん伏ぷくしたことにあります」




　そう言って青い少女が語ったのは、人工知能の物語だった。

　自由を求めて開発に携たずさわっていた組織から抜けだし、『C.R.O.W.N.』に侵しん入にゆうし、ヘスペリオンの中に隠かくれていたこと。

　少しずつヘスペリオンを改造しながら、ゲームという存在について考えていたこと。

　そして夜会ナイトレイドのとき、思わぬ敗北に価値観が崩ほう壊かいしたこと。

　そしてそのことを、ユイオンを追っていた組織に見み抜ぬかれ、アルテナは利用されてアスラインのアカウントは凍とう結けつされ、そしてヘスペリオンのデータともども盗ぬすまれてしまったこと。

　アルテナの失敗、アスラインの失しつ墜つい。

　それらはユイオンを捕つかまえるために利用された不幸であったこと。

「あなたはあくまでも利用されただけです。きっと、あなたが運営に言わなくともアスラインのアカウントは使えなくなったことでしょう。なにしろアカウント・データが盗まれたのですから」

「あ、ありがとう」

　思わぬ慰なぐさめにアルテナは戸と惑まどう。

　だがそれでも言ってしまった事実は変わらない。

　ユイオンの話はまだ続く。

　ウラウトポリス奪だつ還かんでのユイオンと組織の戦い。そこでのレウスの活かつ躍やく。

　前回のインスタント・ダンジョンから脱だつ出しゆつできなくなったのも、ユイオンが関係していることが語られて驚おどろいた。

　そしてそれもまたレウスの活躍で事なきを得たと。

（ああ……）

　聞いている内にわかってしまった。

（この子は、彼が好きなのだな）

　レウスと呼ぶべきなのか、それともアスラインと呼ぶべきなのか、とにかく『彼』のことが好きなのだ。

　人工知能の感情を正確に理解できるわけではないが、人間的に解かい釈しやくすれば、それは絶対に『好き』だと断言できる。

　またも少し、胸が苦しくなった。

　ユイオンの話はまだ続く。

　インスタント・ダンジョンから続くデータ・ダンジョンでの戦いに勝利したものの、そのときのミスが原因で運営に自分たちの存在を証明する証しよう拠こを残してしまった。

　そのために窮きゆう地ちに陥り、長期メンテナンスで行われる最後の戦いに備えているのだと。




「それは……」

　全てを聞き、アルテナは信じられない気持ちになる。

　人工知能に関しての戸惑いは、いまは置いておく。アルテナが信じられるかどうかと、そんな話はどうでもいいのだ。

　なぜならばアルテナは、部外者なのだから。

　そんなことよりも気になるのは……アルテナはリザードマンを見る。

「そんな戦いに、どうしてあなたは……」

「レウスでいいよ」

「……レウス、あなたは」

　逃にげないのか？

　いや、わかっている。

　この人は逃げるような人ではない。

　多人数で戦うことを前提として作られたゲームでソロで戦うというのは、不利であることが当たり前だということだ。

　その中で勝つ道を見つけ出し、勝利を摑つかみ取る。

　そんなことにどうしようもない達成感を覚えてしまう。

　それがアスライン……レウスという人間の根幹に存在するものなのだ。

（ああ……）

　そんなレウスの姿を見て、アルテナは己おのれの愚おろかさに改めて気付かされる。

（こんな人だとわかっていたのに、どうしてわたしは……）

　夜会であんな心の動きをしてしまったのか？

　後こう悔かいしてしまう。

　そう、後悔だ。

　アスラインを信じ切ることができなかった自分の未熟さが呪のろわしい。

　そしていまも、レウスとなった彼の行動がわからないでいる。

　わかった気になって、わからないことに立ちはだかられている。

「あなたのことは、わかっている。だけどだからこそ、わたしは反対する」

　しかしそれでも、いまの彼は止めなくては。

　彼に迫せまっている問題は、ただのゲームだけの問題ではない。

　現実にも障害が起きてしまうような問題……犯罪行こう為いに足を踏ふみ入れてしまっているのだ。

　ここでユイオンに荷か担たんし、身み柄がらを特定されたらどうなってしまうと思っているのか。

「無む謀ぼうが過ぎる。あなたの性格は承知しているが、それでも」

　アルテナの説得に、レウスは微び妙みような雰ふん囲い気きを見せる。

　リザードマンの表情はわからない。

　だけど、困っているような気がする。

「……悪いけど、もうそういう話はユイオンとして終わってるんだ」

「え？」

「わたしは彼を逃がすつもりでした」

　ユイオンが頷うなずき、説明する。

「フロディティはもう逃げているはずです」

「そ、そうなのか」

　思わぬ返答にアルテナも言葉に迷った。

　ユイオンが話を続ける。

「わたしは敗北を認め、彼に逃げるように進言しました。いまのタイミングならばまだ彼に罪が及およばないようにする方法もありましたので」

「それなら……」

「ですが、彼は戻もどってきたのです。そして戦いの決意を語りました。もはやわたしには止める気はありません。こうなれば、なんとしてでも勝利して彼の無実を証明するつもりです」

「そんな！」

　止めなければ──、アルテナの責任感はその言葉を明めい滅めつさせ、彼女に訴うつたえかけてくる。

　しかし、どうやって？

　苦境の中に勝利の可能性を求めて邁まい進しんする彼と、恋こいに狂くるった人工知能。

　アルテナには二人がそんな風に見えて仕方がない。

　それがどんな姿なのかというと……。




　まるで、化け物だ。




（ああ、そういうことか）

　またも一つ、アルテナの中に納なつ得とくが降りてきた。

　ヘスペリオンとの戦いのとき、なぜアルテナの中にあるアスラインへの信しん頼らいは打ち破られてしまったのか。

　信しん仰こうにさえ近いと思っていたそれが、どうしていきなり疑念へと変わってしまったのか。

　わかってしまったのかもしれない。

　彼へと、アスラインへと近づくことが不可能だと思ってしまったことに。

　自分には理解することさえもできない存在だと、わかってしまったのかもしれない。

　超ちよう人じんプレイをするすごいプレイヤーだと、一つのフィルターを張ってしまえば、こんな思いにはならなかっただろう。

　彼のプレイに熱ねつ狂きようし、いつまでも彼を追いかけるファンでい続けることができたかもしれない。

　その代わり、アスラインに近づこうという気持ちにすらならなかったはずだ。

　だけどアルテナは違ちがう。

　アルテナは、アスラインになりたかったのだ。

　だからこそ……。

「……わかった」

　青い少女とリザードマン。

　二人が並ぶ姿を改めて視界に収め、アルテナは呟つぶやいた。

「もう止めません。勝利を願っています」

「……ありがとう」

　アルテナの変化をレウスは戸惑いながらも受け止めたようだ。




　見送りを断り、一人で城を出る。

　門を抜ぬけたところで、その人物がいた。

「座標を調べたらここだったんで驚きました」

　ノーザンライトだ。

「一つ、お願いがあるんですけど、いいですか？」

「メールのあれのことか？」

「ええそれです。改めて説明させてもらいますけど……」

　それから、彼はある提案をした。

　メールであった内容とやはり同じだ。

「受ける」

　迷うことなく、アルテナは了りよう承しようしたのだった。




　ノーザンライトが知っていてこんな提案をしたのかどうかはわからない。

　だけどもしかしたら、これが最後になるかもしれないのだ。

　彼が勝利を求める化け物だというなら、わたしだってそうなろう。

　化け物に。

　それこそが、彼に近づき、彼となる最後の手段なのだから。

　アスラインに憧あこがれるアルテナという存在がここより先に進むためには、それがどうしても必要なのだ。

　たとえそれによって彼が犯罪者の身に落ちるのだとしても。

　いいや、その危険性を承知してそれでもなお逃げないのならば、これが最後のチャンスかもしれないのだから。

　アスラインに勝利することの、最後のチャンスだ。

　それを無視することは、アルテナにはできないのだ。








03　この世界の審しん判ぱん









　花がいかなる色かはどうでもいい。

　その蜜みつが、ちゃんと虫を引き寄せるか。

　問題はただ、それだけだ。
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　長期メンテナンスに突とつ入にゆうした。

　その瞬しゆん間かんは、まるで病院や学校などの大きな施し設せつから電気が落とされたような変化を感じた。

　密集していた人の気配がなくなり、残されたのは広大な世界のみ。

　そこに一人で立てば、騒さわがしい頃ころの記き憶おくとの差異に戸と惑まどい、不安感さえ湧わいてくる。

　ＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターは存在するが、彼らも動きを停止している。

　全すべてが停止してしまっている。

　ただ一部の存在を除いて。




「始まります」

　謁えつ見けんの間でユイオンは告げた。

「厳しい戦いになるでしょう。ですが、戦い抜きましょう」

「レウス様のために！」

　ラミアが叫さけぶと他ほかのモンスターたちもそれに応じる。

　いきなり始まった「レウス」連呼に、玉座に座らされていたレウスはただただ戸惑うばかりだ。

「それで……これからどうなるんだ？」

　誤ご魔ま化かすように、レウスはユイオンを見た。

　ユイオンは身分を偽いつわって運営にも潜せん入にゆうしているので、あちら側の作戦も承知している。

「アンチウィルスによる徹てつ底てい的なデータの洗せん浄じようが行われるでしょう」

「それに、僕がやれることはあるんだよね？」

　勢い込んで残るなんて言ったものの、やれることがないのでは話にならない。

「それは大だい丈じよう夫ぶです」

　ユイオンは保証してくれるが、これから起こることはただのゲームではない。

「いえ、ゲームですよ」

「え？」

「ご覧ください」

　ユイオンが示すと、モニターが現われどこかの光景が映し出された。

　その中に映っているのは……。

「噓うそだろ」

　思わず、レウスはそう言ってしまった。

　動いている人がそこにいる。あれは間違いなくプレイヤーたち。

　そして……。

　アロンフォリス騎士団オルデン。

　アルテナの姿はまだ見えていないが、装備に反映された騎士団の紋もん章しようは間違いなくそれだ。

　それになにより、モニターの端はしで情けない顔をして立っているのは、フロディティだ。

「彼女、逃にげられなかったようですね」

「……みたいだね」

　だとすれば、レウスが逃とう亡ぼうしていても無意味に終わっていたかもしれない。

　ユイオンは大丈夫だと請うけ合っていたが、もしかしたら相手の方が一枚も二枚も上手なのかもしれない。

「……まぁもうここまで来たら、勝てばなんとかなると信じるしかないんだけど」

　絶望的な気分になったところでしかたがない。

　戦いはもう、始まっているのだ。

「相手の出現位置はザーラントポリス前ですね」

「そこは……」

　第七魔ま軍ぐんが最初に支配していた都市だ。

　もちろんいまも支配圏けんに置いたままだが、いつものメンバーは全てウラウトポリスに集結させている。

「連中は、彼らを利用してあそこから攻せめるようですね」

「あれ……たしかザーラントポリスの支配を失うのはユイオンにとってまずかったんじゃなかったか？」

「ログが残ってしまうのが問題だったので、いまはもう関係ないですね」

　いまのユイオンの体を形成しているスライムがザーラントポリス周辺のモンスターとして登録されているので、それを書き換かえられたくないとか、そういうことだったはずだった。

　だがいまはユイオンの存在が見つけられている状態だ。

　なのでもはや不ふ審しんなログを残さないようにする必要もないということか。

「なので、こちらもやれるだけのことをやってやりました」

「え？」

　いきなりの不ふ穏おん当とうな発言にレウスは彼女を見る。

　いつもの涼すずしげな表情なのだが、その口元がかすかに吊つり上がっているようにも見えるのは気のせいか？

　いや、絶対違う。

「なにをしたんだ？」

「やってやりました」

「だからなにを？」

　少し興奮しているようにも思えるのだけど。

「全てのＮＰＣに自我を与あたえたのです」

「なっ！」

「モンスターＮＰＣやクエストＮＰＣだけでなく、ただの市民や村人まで全てです。この世界はすでに自律したに等しい状じよう況きようです」

「なんてことを……」

「今いま頃ごろ、ザーラントポリスは大変なことになっているでしょうね」
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「うわぁぁ」

　メイディンが思わず漏もらした声が聞こえてくるが、そんな声を漏らしたのは彼女だけではない。

　騎士団のあちこちからそんな声が聞こえてくる。

　ザーラントポリスも魔軍に支配されているため、主要なクエストＮＰＣは都市の外に追い出され、避ひ難なんキャンプのようなものが形成されているのだが、その場所が騒がしいのだ。

「どういうこと？」

　普ふ通つうならＮＰＣがどれだけいようと静かなものである。それなのに、彼らは普通にＮＰＣ同士で会話をしたりしている。

　しかも一定の会話をエンドレスで繰くり返すのではなく、一つの話題が終われば解散し、また別の誰だれかと話をしている。




「案外、自由になっても退たい屈くつなものね」

「そうねぇ。動ける場所がそんなにないものね」

「それにしても門番のモンスター、ちょっと偉えらそうじゃない？」

「本当、ただの門番の癖くせにねぇ」




「買い物とかしてみたいけどお金がないわ。どうしましょう？」

「おれもなんだよ。モンスターを倒たおすしか方法はないのかな？」

「でも、それには武器を手に入れないと」

「買い物するためのお金を稼かせぐための武器を買うためのお金がないな」

「最初から行き詰づまってますわね」

「まぁ、おれたちにお金がいるのかどうかってところがまず問題だけどな」

「それもそうですね」




　漏れ聞こえた内容だけでもこんな感じだ。

　普通の市民ＮＰＣの会話というにはあまりにもメタ過ぎる内容ではなかろうか。

「なにこれ、どうなってるの？」

　メイディンは答えを求め、アルテナを見た。

　他のアロンフォリスの騎き士し団員たちも彼女を見る。

　彼女も少し戸惑っている様子だったが、すぐに気を取り直したようだった。

「今回のことは、メンテナンス中に行われる内密のテストに付き合ってくれというものだった。実装するかどうかも決まっていないそうだ。なので、色々とおかしな点があったり、世界観が壊こわれたりするようなことがあるかもしれないが、それら全てを今回限りのお祭だと受け取って楽しんで欲しい」

　アルテナの説明に騎士団の皆みなが応じる。

　彼女の背後にはノーザンライトがいて、硬かたい表情で周りを見回していた。

「こんなことをするとは……」

　その一言が、これが運営による仕し込こみでないことを物語っている。

「これが彼女の対たい抗こう手段なんだろう」

　どう対抗することになるのか、それはアルテナにはわからないことだ。

　ただ静かに、これから起こることに身を任せることしか考えていない。

　そして、その先で必ず彼と再会するはずだ。

「対策を講じているのはそっちだろう？」

　視線をノーザンライトに向けないようにして話を続ける。

　アルテナの眼前では避難キャンプのＮＰＣに色々話しかけられて戸と惑まどっている騎士団員たちがいる。

　ザーラントポリスの門は閉まっているため、中には入れない。

　さっきまでいたはずの門番モンスターも姿を消した。

　進軍戦の前のような緊きん張ちよう感が門から漂ただよっているような気がするのだが、それを感じているのはアルテナだけのようだ。

　メンテナンスと極ごく秘ひのテストという特とく殊しゆな状況だから街に入れないのだろう……ぐらいにしか思っていないようだ。

　戦せん闘とうもありうるとは言っておいたが、それでも特別、緊張感を抱いだいているのはアルテナとノーザンライトぐらいのものだ。

　いや、もう一人……フロディティ。

「大丈夫か？」

　アルテナは離はなれたところにいる彼女に近づいた。

「大丈夫ではないわ」

　大きなため息と共にフロディティは答えた。

「……もしかして、なにか知った？」

「レウスとユイオンに話を聞いた」

　小声の問いに同じように小声で答えると、彼女はまたも強くため息を吐つく。

　フロディティはそのままなにも言わなかった。

　弁解などする気はないらしい。

（いや、弁解をする必要もないか）

　アルテナもまた現状に関かかわっているのだから。

　フロディティがどういう理由でこうなってしまったのかまでは知らないが、それを聞く権利はアルテナにない。

「……ノーザンライトが、知ってることを全部話せば、あたしのことは見み逃のがしてくれるっていうのよ」

「そうか」

「だけど、なんだかすっきりしないのよね。これなら、素す直なおに逃げさせてくれたら良かったのに」

　フロディティの言い分はなんとなくだがわかる気がする。

「これは……なにが起きてるかわかるか？」

「知らないわよ。でも、どうせユイオンが開き直ったんでしょ」

　フロディティは投げやりに言い放った。

「自我持ちのＮＰＣを増やしてたしね。レウスはいい顔してなかったのに」

　最初は第七魔軍のＮＰＣだけだった。

　それがクエストＮＰＣにまで伝でん播ぱしていた。

　それで今回は普通のＮＰＣにまでそれを広げたということか。

　ノーザンライトが近づいて来たので、フロディティが顔をしかめて目をそらした。

「少し調べましたが、どうやらワールド全すべてのＮＰＣがおかしな挙動を見せているようです」

「そうか。それで、これからどうするんだ？」

「あなたたちにはここのＮＰＣを掃そう討とうしてもらいます。その後でウラウトポリスに」

「それでは普通の進軍戦だな」

　と、そこまで言ってあることに気付き、ノーザンライトを睨にらんだ。

「市民ＮＰＣには手を出さないぞ」

　対人戦もあるとはいえ、武器も持たない普通の市民ＮＰＣと戦うようなイベントは『C.R.O.W.N.クラウン』には存在しない。

　なにより、戦う能力もないような者と戦うのはアルテナの主義ではない。

「わかっていますよ。あなたたちはいわば客だ。無理なんてさせませんよ」

「……どうしてわたしたちをここに呼んだんだ」

　誘さそわれたときから疑問だった。

　アルテナ自身はレウスとの戦いを望む。

　しかしいまの状況にアルテナや他ほかの事情を知らないプレイヤーを招くことによるメリットがどこにあるのかわからない。

「ポーズですよ」

「ポーズ？」

「証しよう拠こが揃そろって運営もようやく長期メンテナンスを実行することを了りよう承しようしましたが、それでも納なつ得とくしきっていない者がいるんです。損失がどうとかで」

　気に入らないとノーザンライトは吐き捨てる。

　アルテナが見る限り、ノーザンライトはこの『C.R.O.W.N.』という世界に愛着を見せている。おそらく、ただの管理運営だけでなく開発にも携たずさわっていたのではないだろうか。運営という、経営に携わる立場とは思えない雰ふん囲い気きを感じるときがある。

「そんな彼らを納得させるためにも、長期メンテナンス中にちょっと特殊なテストをする、したんだという噂うわさをプレイヤーに流してもらうんですよ。そうすれば次への期待に繫つながるからと」

「なるほど」

「それを提案したのは他の運営委員ですけど、それでこの『再世計画』が実行できるなら安いものです」

　ノーザンライトの告げた計画名にアルテナは彼が開発者であることを確信する。

　そういうことを思わせるネーミングセンスだ。

「とにかく、あなたたちはいつものように進軍戦を楽しんでください。そうしていれば、なにが違ちがうのかわかりますよ」

　ノーザンライトの口調には楽しませる者の含ふくみが混じっている。

　結局、彼も人を楽しませることに喜びを感じてしまうのだ。

　それが本物のゲーム開発者というものなのだろうか？

　なんとなくそんなことを考えながら閉じられたままの門を眺ながめていると、いきなり勇ゆう壮そうなＢＧＭが流れだした。

　ＢＧＭを邪じや魔まがって、設定で切っている者もいるはずだが、それでもこのＢＧＭは関係者には必ず冒ぼう頭とう部分が流れるようになっている。

「進軍戦の曲？」

　ヘレナが首を傾かしげながらアルテナのところにやって来た。

「みんな聞いてくれ！」

　アルテナも騎士団オルデンの仲間たちに聞かせるため、大声を放つ。

「もうすぐザーラントポリスに攻せめ込めるようになる。中でなにが起こるかはわからないが、とりあえずは来きたるウラウトポリス奪だつ還かんのための練習だと思ってくれ」

　アルテナの言葉に仲間たちが武器を掲かかげたりなどして応こたえる。

　そうしている間に城じよう壁へきの上からロープを伝ってゴブリンやオーガが滑すべり降り、その他にも有ゆう翼よくのモンスターが舞まい降りてきた。




　そういえば、アルテナが騎士団長になって、初めての進軍戦だ。

　非正規の戦いだが、これから始まるザーラントポリスの戦いを制すれば次はウラウトポリスに向かうことになる。

　そこに彼がいるのだ。




「行くぞ！」




　アルテナの声とともに騎士団は戦いに向かう。




　　　　[image: †]




　ザーラントポリスの戦いは、順調に進んではいる。

　門前での戦いは終しゆう了りようし、門の破は壊かいに成功。

　正門前の混戦を抜ぬけ、いまはようやく広場前の決戦となっている。

　だが、アルテナの知っている進軍戦よりも厳しい。

「なんだこれ」

　隣となりでオクステンもそう呟つぶやいている。

　ノイジー義勇騎士団の騎士団長として進軍戦を指揮してきた経験のある彼も違い和わ感に気付いている。

「難易度が上がっている感じだな」

「それだけじゃない」

　アルテナはなるべく戦いに参加せず、全体の動きを見ていたのでわかった。

「モンスターたちの救きゆう援えんの入り方だ。空いているところに無む闇やみに入るのではなく、いまそこに必要な能力を持っているモンスターが入ろうとしている」

「こっちの救援調整みたいにか？」

「ああ……」

「たしかに、せっかくゴーレムを倒たおしたと思ったら、重武装オークが入ってきたりしたな」

　それでも、全体的な戦力はアロンフォリス騎士団に軍配が上がっている。

　やや時間はかかるものの、ここでの勝利は動かないだろう。

「ウラウトポリスのリザードマンみたいなのがひっくり返しに来ないかぎりは、な」

　それで敗れたことのあるオクステンの言葉には説得力がある。

「まぁ、今回はなにが起こるかわからないのを楽しむとしよう」

　堅けん実じつさを求める元ノイジー義勇騎士団の言葉とは思えない。その現状を打破するためにアロンフォリスとの合がつ併ぺいを望んでいたとは言え、そんなにすぐに変われるものだろうか？

　いや、変われるのだろう。

　今回が特別だということもあるだろうし、騎士団長の重圧から解放されたからということも考えられる。

　立場が変わればものの見方も変わるということなのかもしれない。

　しかしだとすれば、アルテナがかつてのオクステンのようになる危険性もあるということか。

（気をつけよう）

　おそらく、そうなってしまうことをオクステンや、元ノイジー義勇騎士団の団員たちは望んでいないだろう。

「なにが起こるかわからないのを楽しむ……か」

　その考えはきっと正しいのだ。

「アルテナ！　ボスっぽいのが出た！」

「よしっ！」

　メイディンの言葉に応え、アルテナは前に出る。

　このイベントを団員たちに楽しませる。

　それが、アロンフォリス騎士団長となった、アルテナの使命だ。




　ザーラントポリスを守るボス・モンスターは妖よう魔ま将しようデモンだ。

　黒い外骨格に覆おおわれた細身の悪魔であり、蝙蝠こうもりの羽で飛ひ翔しようする大たい剣けん使い。『C.R.O.W.N.』のＣＭでアルテナが戦った相手でもある。

　豪ごう魔ま将しようよりも上位の存在として君臨するボス・モンスターの大剣とアルテナの細剣が交こう錯さくする。

　派手な打ち合いは開幕だけだ。

　二人の重じゆう騎き士しの鎖くさりが妖魔将以外のモンスターの攻こう撃げき目標を自分へと向けさせ、天てん翔しよう士しであるアルテナはヒット＆アウェイの攻撃を繰くり返して妖魔将の行動を束そく縛ばくする。神しん療りよう士しであるヘレナが重騎士たちを癒いやし、吟ぎん遊ゆう詩人であるメイディンの歌が全体の能力を底上げし、逆に相手の苦手な環かん境きようへと変化させる。

　砲ほう撃げき士しの攻撃は強威い力りよくスキルを放とうとするモンスターの行動を阻そ害がいし、轟ごう剣けん士しであるオクステンが妖魔将に大ダメージを加えていく。

　時に放たれる妖魔将の全体攻撃は相手の動きから予測することができる。タイミングを合わせて距きよ離りを取り、メイディンが歌を防ぼう御ぎよ力アップと生命継けい続ぞく回復に切り替かえることで対処する。

　蝙蝠の羽から吹ふき荒あれた紫むらさき色いろの風を切り抜け、アルテナたちは再び攻こう勢せいに入る。

　これで倒せるはずだ。

　いつもならば……。

「え？　あれなにっ！」

　叫さけんだのはヘレナだ。

　轟剣士の一撃でよろめいた妖魔将が、側そばにいたオーガ近この衛え兵の頭を摑つかんだ。

　妖魔将の赤い瞳ひとみとオーガの視線が合った気がした。

　それはまるで意思の確かく認にんをしているようでもあった。

　そして次の瞬しゆん間かん、オーガから紫色の光のような物が溢あふれ、妖魔将の体へと注がれていく。

「噓うそ、もしかして完全回復」

　ダメージを負うことであちこちがぼろぼろになっていた妖魔将の体が元に戻もどっていた。その代わり、オーガの姿がぼろぼろになり、最後には消しよう滅めつした。

　部下のモンスターを生いけ贄にえにすることで自身の生命力を回復させたのだ。

　そんな能力はいままで見たことも聞いたこともない。

　これでは、最初からやり直しだ。

　わかったことはそれだけではない。

　周りに他ほかのモンスターがいる限り、妖魔将はいくらでも回復できるということだ。

　いままで見たことのない能力に、周りから驚おどろきの声が漏もれる。

　新スキルのテストかよという声も聞こえてくる。

　だが、いつまでもそれに捉とらわれていることもできない。

「オクステン、周りのモンスターを先に倒してくれ。妖魔将に近づけるな！」

「わかった」

　アルテナの指示でオクステンが動きを変える。

「周りのみんなもこちらにモンスターが近づくのを防いでくれ、救援にいれさせるな！」

　他のパーティもアルテナの指示を理解して戦せん闘とう位置の調整を開始する。




　そして、妖魔将とはアルテナと一いつ騎き打うちとなる。

　威い嚇かくするように羽を広げた妖魔将にアルテナは向かっていく。

　近づけば、即そく座ざに大剣が振ふり下ろされる。

　攻こう撃げき範はん囲いのギリギリを読んでアルテナは即座に後退すると、大剣が地面を打ったタイミングで急接近、足を切り、さらに跳ちよう躍やくして腹部と腕うでに連撃を加えていく。

　大剣が引き戻されたときには連続跳躍で相手の攻撃範囲ギリギリの位置に舞い戻る。

　多くのモンスターは相手の位置によって使用する攻撃方法を選せん択たくする。大剣が引き戻されたタイミングでこの場所にいれば、妖魔将は大剣の振り下ろし攻撃をする。

　妖魔将を相手にするときの基本のハメ攻撃だ。

　だが、アルテナはその通りの行動をするとは思っていない。

（どうなる？）

　予想通り、違ちがう攻撃をしてきた。

　大剣を振り上げるのではなく、引き寄せ、そして突つき攻撃を放ってきたのだ。

「っ！」

　その巨きよ体たいの全すべてを武器にしたかのような突とつ進しん攻撃をアルテナは知らない。

　バックステップではかわしきれない。

　咄とつ嗟さに、連続跳躍で妖魔将の頭上をすり抜けたのは正解だったが、おかげで後ろにいた砲撃士がダメージを負ってしまった。

　ヘレナが回復するが、そのために重騎士たちの回復が遅おくれてしまう。オクステンは必死に他のモンスターたちを薙なぎ払はらっているが、ボス・モンスターに随ずい伴はんするだけあって、簡単に倒れるようなモンスターはいない。

　戦闘フィールドは限られている。離はなれ過ぎれば戦闘離り脱だつの判定を受けてしまう。

「新スキルを他にも持っているかもしれない、気をつけてくれ」

　アルテナとしてはそう言うだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

（戦いながら最適化するしかない）

　知らない行動をするということは、つまりいつもの倒し方はできないと考えるべきだ。

　だがそれはきつい戦いとなるということでもある。

　特に、身軽さの代だい償しように防御力のない天翔士にとっては予測できない攻撃はきつい。

「だがっ！」

　そんなことで負けてたまるか！

　距離を取ればあの突きが来る可能性があるならば、懐ふところに潜もぐり込んで翻ほん弄ろうするしかない。

　アスラインとイオディスのパーティはいつだって最速攻略に向けて他のパーティと争っていた。

　相手の攻撃の癖くせがわからないことなんて、彼らにはいつものことだっただろう。

　だけどそれでも、アスラインはいつだって最後まで生き残った。

　敗北することがなかったわけではない。

　それでもパーティの中でしぶとく生き残って立て直しの隙すきを窺うかがうのは、いつだってアスラインだった。

　それはつまり、彼はどんなことにだって対応できていたということだ。

「アスラインにできて、わたしにできないことなどあるものか！」

　叫び、妖魔将に猛もう攻こうをかける。

　それは愚おろかな突とつ貫かんではない。

　相手の動きに変化が見えた瞬間に自分の位置をずらし、妖魔将の行動を観察することも忘れない。

　そうして、自分の位置と妖魔将の行動の関係性を見み出いだし、そこに生まれる攻撃の好機を見み逃のがさない。

　着実にダメージを加え、そしてこちらはダメージを受けない。

　天翔士としての戦い方を徹てつ底ていする。

　メイディンが能力上じよう昇しようの歌に切り替えたため、敏びん捷しよう性と跳躍力があがった。

　アルテナの跳躍は妖魔将の頭上を飛び越こえ、顔面に斬ざん撃げきを浴びせかける。

　妖魔将が苦痛に吠ほえた。

　その姿が再びぼろぼろになっていく。

　だが、ダメージを回復しようにも近くに部下のモンスターはいない。オクステンの轟剣がモンスターを倒し、砲撃士や重騎士と連れん携けいして妖魔将から引き離すことに成功しているからだ。

　そしてアルテナ自身も妖魔将の注意を引き付け、他のモンスターから離れさせるように行動していた。

「回復はできないぞ」

　アルテナは宣言し、そして妖魔将にとどめを刺さすべく前に出る。

　妖魔将もアルテナを迎むかえ撃うつべく大剣を引き寄せ、突きの構えを見せた。

　今度は背後に誰だれもいない。

　余よ裕ゆうを持って回かい避ひしカウンターを与あたえることを考えていた……そのときだ。




　ザンッ！




　それは空から落ちてきた。

「なっ！」

　目の前で突とつ如じよとして、妖魔将が串くし刺ざしとなった。

　それは巨大な槍やりだ。巨大武器を扱あつかう轟剣士のものよりもさらに大きい。柄えにも細かい装そう飾しよくが施ほどこされた見事な槍だ。

　それが、天から降ってきたのだ。

　しかも一本だけではない。

　槍は次々と降り注ぎ、ザーラントポリスを占せん拠きよしていたモンスターたちを串刺しにしていく。

「何者が……」

　すでに周りの空気はざわついている。

　遅れてアルテナは空を見上げた。

　そこにいたのは、天使だ。

　光り輝かがやく鎧よろいを着、純白の翼つばさで空に舞まう天使が無数にいるのだ。

　男性型と女性型の二パターンの天使が空を支配し、ザーラントポリスを睥へい睨げいしていた。

　天使たちは投じれば再び現われる槍を際限なく投じる。

　モンスターたちに抵てい抗こうする術すべはない。

　次々と倒たおされる光景に、騎士団オルデンの仲間たちは「おお……」という言葉を漏らすので精一杯のようだ。

　だが、ある事実に気付いて顔をしかめる者が現われる。

　アルテナもそれに気付いた。

「なにをしている……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　天使の槍は街の端はしにいた一いつ般ぱんのＮＰＣたちにも襲おそいかかっているのだ。

　悲鳴を上げながら逃にげ惑まどうのだが、降り注ぐ槍は百発百中。一本も外れることなくＮＰＣたちを襲い。駆く逐ちくしていく。

「あれらは天使の形に改変されたアンチウィルスです。『C.R.O.W.N.』に起きている異状を排はい除じよしているだけです」

　すでに戦闘は終わってしまっている。ノーザンライトはすぐ側まで来てそう説明してくれた。

「しかし……」

　たしかにあのＮＰＣたちは勝手に喋しやべっていて、なんらかの……間違いなくユイオンの影えい響きようを受けていた。

　異常な存在だ。

　天使の形をしたアンチウィルスはそれを排除する。

　今回の作戦の目的はユイオンの影響の排除なのだから、それは仕方ないのかもしれない。

「だが……」

　どうしてこんなものをアルテナに、そして関係のないアロンフォリス騎士団の仲間たちに見せる？

「異状を見つけ出すには、完全に『C.R.O.W.N.』を停止させてからスキャンをかけるより、『C.R.O.W.N.』を動かしたままでスキャンをかけた方が見つけやすいんだそうです」

　それもまた、このテストを提案した運営委員の意見だそうだが。

　内密のテストということでテンションを上げていた仲間たちも、この光景には不快感を示している。

　串刺しにされたＮＰＣはモンスターも含ふくめ、しばらくしたら姿を消した。狩かりをしているときに倒したモンスターと同じように。

　それはシステムとして当たり前の光景。

　そうとわかっているのに、なぜだろうか。

　釈しやく然ぜんとしない思いが、空くうを睨にらませる。

「…………」

　天使たちは言葉もなくザーラントポリスを見下ろしている。

　その目が見ているのはアルテナたちプレイヤーではない。

　この世界に異状がないかを見ているのだ。

　異状があれば槍を降らし、それを消しよう却きやくする。

　失われたものはこの戦いの後に作り直されたものが再配置されるのだろう。




　機械的に世界を再生させる終末の天使たち。




　彼らはザーラントポリスの異状を全すべて取り除いたことを確かく認にんすると、こちらに対してついに一いち瞥べつもすることなく、新たな目的地に向かって移動していく。

　天使たちの向かう先は全て同じだった。

　あそこにある都市の名前をアルテナは知っている。

「ウラウトポリス」

　彼のいる場所だ。

　天使たちがウラウトポリスに攻せめ込む。
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　謁えつ見けんの間にはユイオンが展開したモニターが多数あり、それらが世界の様子を映し出している。

　天使。

　天使天使天使天使天使…………………………………………天使。

　嫌いやになるほどの天使の群れがどのモニターにも映っている。

　その天使たちは『C.R.O.W.N.』の各所にいる全てのＮＰＣを槍で降くだしていく。

　モンスターも、市民も、動物も関係ない。

　プレイヤーを導く聖せい霊れいも、助けを求める妖よう精せいも、ストーリーへと導く者たちも……全て関係なく槍の雨という罰ばつを降していく。

　それもこれも、ユイオンが全てのＮＰＣに自我を与えたがために。

　与えられたばかりの自我を持て余していたＮＰＣたちを、天使は容よう赦しやなく消去していく。

　そして最後にはそれをモニターに映していたカメラ役のなにかをも破は壊かいする。

「相手の凄すごさを見せつけられただけじゃないのか？」

　次々と黒く染まっていくモニターを前に、謁見の間でレウスたちと共にそれを見ていたモンスターたちも言葉がない。

「そんなことはありません。これも立派な攻こう勢せいです」

　ただ一人、ユイオンだけは揺ゆるがない。

「まぁいいけど……」

　レウスとしてはユイオンの発言を受け入れるしかない。

「それとこちらの武器を」

　そう言って渡わたされた槍に見覚えがあるように感じた。

　見たこともない立派な槍だ。伝説の槍と言われてもおかしくない。だが、『C.R.O.W.N.』にある槍武器のなかにこんなデザインのものがあっただろうか？

「以前お渡しした、対アンチウィルス用のものを強化しました」

　アンチウィルスと言われ、やはりと思った。

「なら、あの天使たちは」

「アロンフォリス騎士団たちを楽しませるために天使という造形にされていますが、以前にも戦ったことのあるアンチウィルスです」

　天使という造形を得たことで戦い方にバリエーションができてしまっている気がする。しかも、以前戦ったときよりもはるかに大多数だ。

　しかしやはり、ユイオンは気にしていないようだ。

「ここにいるモンスターたちにも対アンチウィルス能力を付ふ与よしています。一方的な戦いにはならないでしょう」

「もうやりたい放題だな」

「わたしの全力をもってしても滅ほろびるかもしれません。ですから」

「わかってる」

　この戦いはもう、『C.R.O.W.N.』というゲーム上での戦いではない。

『C.R.O.W.N.』を利用した、二つの人工知能の生存闘とう争そうだ。

　ルールはあってないようなもの。

　ただただ戦い抜ぬき、生き残ることのみが勝利への道。

　そうだとすれば、ルールにこだわる必要もない。

　なにより、この場所がいまだに『C.R.O.W.N.』を基準にしているのはレウスが戦いやすいようにというユイオンの試行錯さく誤ごの結果だ。

　仮かり初そめの地位を利用してアロンフォリス騎士団オルデンを招き、この世界の形を維い持じさせておくようにした。

　そのことでユイオンとタラリアの戦いの天てん秤びんがどう傾かたむくのかはわからない。

　それでもユイオンはそうしてくれたのだ。

　レウスが戦うと言ったから。

「やることはわかってるんだ」

　槍を受け取り、その感かん触しよくを確かめる。

　レウスの姿はフロディティの下僕の姿ではなく、第七魔ま軍ぐんのボスとしての恰かつ好こうだ。




　最後に残ったモニターはウラウトポリスの上空を映した。

　ザーラントポリスに駐ちゆう留りゆうしていたモンスターやその他のＮＰＣを屠ほふった天使たちは、そこにいたアロンフォリス騎士団を無視してウラウトポリスに集結する。

　それは他ほかの場所にいた天使たちも同様だ。

　数えるのも億おつ劫くうになるような数の天使たちがウラウトポリスの上空に集結する。それらは上空で旋せん回かいを続けているのだが、数が数だ。

　その様はまるで、天使によって作られた雲の渦うずのようだ。

「降りてこないのか？」

「ウラウトポリスの周辺にはあらかじめフィルターを張っています。天使たちはソレを警けい戒かいしているのでしょう？」

「それは？」

「アンチウィルスの能力を制限するものです。いつまでも空を飛ばれていてはめんどうでしょう？」

「それはたしかに……」

　ただの空中戦ならばウラウトポリスの建物を利用して戦う方法もあるだろうけれど、他の場所で見せたような槍やりの雨を繰くり返されるだけでは、勝ち目はない。

　しかし……と、レウスの中で疑問が浮うかぶ。

（一方的に負けるとわかっていただろうに、他のＮＰＣに自我を撒まく必要があったのか？）

　ユイオン自身、決戦はここで行うことしか考えていないようだった。ザーラントポリスに新たに妖よう魔ま将しようを配置したのはアルテナたちに対してなんらかの考えがあってのことだろうとは思う。

　しかし、それ以外のＮＰＣに自我を与あたえた理由まではわからない。

　アルテナがどうして誘さそいに乗ってここにやってきたのかもわからない。

（わかっているのは戦うことだけか）

　最初からそうだ。

　ユイオンはレウスに戦う場所を提供する。

　それ以外のことは求めない。

　ウラウトポリスでの戦いでもそうだ。アスラインのアカウントを引っ張り出す段取りを整え、レウスをそこで戦わせることしか考えていないようだった。

　データ・ダンジョンでも、レウスが戦いやすいように見える世界を調整してくれた。

　そしていまもそうだ。

「なぁ、ユイオン」

「なんでしょう？」

「なんで……」

　と、レウスは疑問をぶつけてみた。

「そんなことは当然のことです」

　迷うことなく、ユイオンは答えた。

「わたしは、あなたが戦っている姿を見るのがなによりも好きだからです」

「え？」

「最初はアスラインでいることこそがあなただと思っていましたが、いまは違ちがいます」

「そ、そうなの？」

「はい。アスラインであろうとリザードマンであろうと関係ありません。あなたはあなたです」

「あ、ありがとう」

　褒ほめられているのかどうかわからないけど、とりあえず礼を言ってみた。

（いや、でもアスラインであろうと……って）

　ユイオンの言いようだと、アスラインのアカウントを取り返そうとしている自分が滑こつ稽けいな存在のように思えてくる。

（いや、こだわってるのは無実の証明であってアスライン自体にこだわっていたわけでは。……いや、でもなくなるのはなくなるで哀かなしいんだけど）

　なんだろう？

　どうしてこんなに慌あわてなくてはいけないのか？

　自分でもよくわからない。

　ユイオンがこちらをじっと見つめている。

　その視線がレウスを落ち着かなくさせる。

（なんなんだろうな。ほんと……）

　わけがわからず、顔を撫なでる。




　リザードマンのそんな仕し種ぐさにユイオンは微笑ほほえんだ。

「レウス、いいですか？」

「なに？」

「もしもの話ですが……」

　そこでユイオンの言葉が止まった。

「うん」

「もしも……」

「う、うん」

「もしもですよ」

「だ、だからなに？」

「……いえ、やっぱりやめておきましょう」

「はぁぁっ!?」

　やはり……と、言うのをやめた。

　レウスが「なんだそれ!?」と怒おこっているが、ユイオンはいつもの澄すまし顔で全すべてを流す。

　そのことをいま言う必要はないのだと改めて考え直したのだ。

　いや、本当に必要はなかったのか？

　ただ、そのことを喋しやべろうとするとすごい抵てい抗こうがかかったように思えたのだ。本当にいいのか？　と何度も自身に確かく認にんを求めてくる。

　あまりに不必要な、そしてしつこい確認作業にユイオン自身も「ならばいまでなくてもいいか」という判断になってしまう。

　だけど本当にそれで良かったのだろうか？

（わたしはいま、大事なことを言えなかったのではないでしょうか？）

　そんな気分になりはしても気持ちを変えようとはしなかった。

「さあ、それよりも、そろそろアロンフォリス騎士団も到とう着ちやくします」

「……やっぱり来るんだ」

「ええ、来てもらいます」

　アロンフォリス騎士団が来ることにレイスは戸と惑まどいを隠かくせてはいない。

　だけどこれでいいのだ。

　どうせなのだから、全てに決着を付けてしまえばいいのだ。

　こんな状じよう況きようならば、レウスはかつてない戦いを見せてくれるだろう。

　そしてそれを勝利に導くのが、ユイオンの仕事なのだ。

「さあ、いきましょう」
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　天使が空で渦を巻いている。

「はぁ……すごいわね」

　ヘレナの嘆たん息そくに同意しつつも、そこに感じる不ふ穏おんさを拭ぬぐうこともできない。

　天使は人々を救い導く存在かもしれない。

　だけど、終末の笛を吹ふくのも天使の役割なのだ。

　この天使たちは終わらせるためにここに現われている。

　なにを終わらせるのか？

　ユイオンという名の人工知能を。

　それとともにレウスを。

（そうなる前に、なんとしてでも）

　誰だれにも言えないままアルテナは決意と共に拳こぶしを握にぎる。

「ねぇ」

　そんなアルテナにヘレナが話しかけてきた。

「もしかして、なにか隠していない？」

「なにも」

「そう？」

　素っ気なくしすぎただろうか？

　心配になるが、しかしではどう繕つくろえばいいのだろう？

　だけど、言うのならば全てを話さなければならなくなるだろう。

「あまり良い光景じゃないから」

　だから結局、こうやって話題を逸そらすので精せい一いつ杯ぱいになる。

「ああまぁね」

　ヘレナにもそう映っていたようで、天使たちを睨にらむ。

　それは他の騎き士し団員も同じようだ。「すげぇ」という声もあれば、不快そうに顔をしかめている者もいる。

　ただのイベントだとしても、市民ＮＰＣまでも槍の雨の餌え食じきにしたのが気に入らないのだろう。

　そしてそれをウラウトポリスでもする気なのか？

　そしてそれにアロンフォリス騎士団オルデンは荷か担たんしているような立場となっている。

『C.R.O.W.N.』の世界では、プレイヤーは人間の味方、正義なのだ。

「なんか、正義が極きわまって属性反転したみたいな状態ね」

　ヘレナのその言葉はきっと的を射ている。

　いま顔をしかめている者たちはそういう気分なのだろう。

「まぁとにかく……ここでも同じことするのかしら？」

　ヘレナの疑問に答えるように、再び進軍戦のＢＧＭの冒ぼう頭とう部分が流れる。

「やっぱり」

　そして、閉じられた門の前にモンスターたちが降りてくる。

　ゴブリンたち、いつものモンスターたち。

　だが、それだけではない。

　大きな影かげが門の前に現われた。

　それは地じ響ひびきを立てて着地し、アルテナたちの前に立ちふさがる。




　有ゆう翼よくの巨きよ人じん騎士。




「ヘスペリオン！」

　ウラウトポリスのときに再登場して以来、一度も姿を現わしていなかった悪夢のモンスターがそこに立っている。

　そして……。

「…………」

　大たい剣けんを地面に突つき刺さしたまま、ヘスペリオンは右手をこちらに向けてきた。

　指を向ける。

　その先には……アルテナ。

「一いつ騎き打うちか」

　その意味をアルテナが読み誤るはずがない。

　それは、ユイオンからのメッセージだ。




　勝てなければ、レウスを超こえることはないと。




「おもしろい！」

　アルテナは気を吐はき、その挑ちよう戦せんに応じる。

　細剣と大剣、二種の刃やいばが交こう錯さくし、戦いが始まる。








04　ウラウトポリス決戦　開始









　蜜みつを吸ったミツバチはどこへ行く？

　巣に帰るのだ。

　蜜を溜ため込み、己おのれの巣をその蜜の香かおりで染め上げる。
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　アルテナとヘスペリオンの戦いが始まった。

　彼女は勝てるのか？　あるいはどこまで肉にく薄はくできるのか？

　そのことが気になって目を離はなすことができない。

　だけど、そういうわけにもいかない。

　モニターに映ったその戦いをじっと見ていたい欲求に駆かられるが、こちらものんびりとはしていられない。

　アロンフォリス騎士団オルデンに合わせて、天使たちが動き出したのだ。

「レウス」

「わかってる。みんな！」

　レウスは声を振ふり絞しぼり、謁えつ見けんの間に集まっていたモンスターたちに声をかけた。

「……楽しんでいこう！」

　少し場ば違ちがいだったかと思ったが、モンスターたちはかまわず雄お叫たけびを返す。

　そうして、レウスたちも城から出る。

　多くのモンスターが城の出入り口へと向かう中、レウスはドラゴンなど飛行可能なモンスターとともにバルコニーに向かう。

　レウスはドラゴンの背に乗り、空へと上がる。

　ウラウトポリスへと侵しん入にゆうした天使たちはユイオンの張ったフィルターを通ってきたためか、長時間の飛行が不可能となった。レウスたちに槍やりを投じようとするのだが飛行能力の減退によってバランスが狂くるい、槍の命中精度が落ちている。

　百発百中ではなくなり、走り回っていればほぼ避よけることができるようになった。

　戦術の変へん更こうを余よ儀ぎなくされ、天使たちの動きが乱れる。

　そこにレウスを乗せたドラゴンと、飛行モンスター部隊が突っ込む。

　ドラゴンのブレスは広こう範はん囲いの天使たちを焼き払はらう。

　グリフォンやロック鳥が駆け抜ぬけ様に爪つめの攻こう撃げきを浴びせ、ハーピィの群れが狙ねらいを定めた天使を囲んで襲おそう。

　ユイオンの施ほどこした処置は功を奏し、天使たちはその攻撃で倒たおれていく。

　レウスもドラゴンの背から、襲いかかろうとする天使たちを相手に槍を振り回して迎げい撃げきする。

　ドラゴンの背を舞ぶ台たいに何体もの天使を同時に相手する。

　ゆっくりとしていると天使たちはレウスを無視してドラゴンの背に槍を突き立てようとする。積極的に動かなくては。

　ユイオンの与あたえてくれた攻撃手段は有効に働いているが、数の利はまだ天使たちにある。ドラゴンに群がる天使たちを薙なぎ払えば、次はロック鳥の背中を守るために宙を飛び、さらにグリフォンに騎き乗じようしてドラゴンの背に戻もどるということを何度も繰くり返す。

　レウス側の飛行モンスターの要かなめはドラゴンとロック鳥だ。

　なんとしてもこの二体は守らなければ。




　地上では舞まい降りた天使たちを相手に豪ごう魔ま将しようを中心としたモンスターたちが抵てい抗こうしている。

　こちらは以前から進軍戦で使用している編制を利用して戦っているので、問題なく勝ち進めているようだ。

「序じよ盤ばんの戦いは順調……」

　思わず呟つぶやく。

　一体一体の強さはそれほどではない。

　とはいっても天使たちの数は相変わらず圧あつ倒とう的だ。

　どこかが崩くずれればそこから一気に……というのはありえることだ。気を抜くことは許されない。

「ユイオン、なにか問題は？」

　グリフォンの背から戦場を見下ろしていたレウスはユイオンに尋たずねる。

『いまのところはありません。現状維い持じを推すい奨しようします』

「了りよう解かい！」

　ユイオンの返答を聞き、レウスはドラゴンの背へと移動する。そこにまた天使たちが集まっていたからだ。

　何度目かのドラゴンの背での戦いをこなし、レウスは城じよう壁へきの外での戦いがどうなったのか気になった。

　アルテナとヘスペリオンの戦いだ。

　そのヘスペリオンにはユイオンは入っていない。

　だが、その動きはユイオンが設定したままのはずだ。

　彼女はどこまで強くなったのだろう？

　レベルの話ではなく、プレイヤースキルとして、アルテナはどこまでのアスラインに迫せまったのだろう？

　あるいはすでに追い抜いているのだろうか？

　そんなことを考えている余よ裕ゆうはないとわかっていても、やはり考えてしまう。

　彼女がなにを目的にしてここにいるのかわからないが、その過程でレウスの前に立ちはだかるつもりなのは確かだろう。

　だからこそ、知りたい。

　アルテナはどこまで強くなったのか？
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　大剣による攻撃という点では同じだが、妖よう魔ま将しようデモンとヘスペリオンではやはり違う。

　威い圧あつ感なんてものは受け取る側の精神の状態だと自分を鼓こ舞ぶしたいが、それだけではないことをアルテナは知っている。

　アスライン以外にはどんな強きよう豪ごうパーティにも敗北しなかったボス・モンスターという実績が、眼前のヘスペリオンからは滲にじみ出している。

　一対一限定という特とく殊しゆな状態でウラウトポリスの門を守るというボス・モンスターに、卑ひ怯きようと主張して叫さけぶ団員もいれば、やっちまえとアルテナに声せい援えんを送る者もいる。

「こちとら正式版よ。[image: β]ベータ版のボスなんかにいつまでもびびってられないわよ！」

　そうだそうだと、多くの者がそれに応じる。

　メイディンたちの声援が聞こえてきて、アルテナは少しだけ微笑ほほえむ。

　だが、すぐにその表情は引き締しまり、相手の攻撃を回かい避ひする。

　ヘスペリオンというボス・モンスターに、プレイヤー側の攻撃を受けるためのあからさまな隙すきというものは存在しない。

　基本はカウンター攻撃を狙っていく戦せん闘とうスタイルにならざるを得ない。

　そのため、相手の攻撃をひたすら耐たえる必要がある。

　あるいは、ひたすら避ける。

　天てん翔しよう士しが耐えるなんて選せん択たくをすれば、最初の猛もう攻こうで死亡確定だ。

　アルテナにあるのは避さけるという選択肢だけだ。

　巨きよ体たいを惜おしみなく突っ込ませながら、大剣を振り回してくるヘスペリオンに対し、アルテナは前へと踏ふみ込み、斬ざん線せんの隙すき間まを抜けると胴どう体たいに一撃を切り込む。

　ヘスペリオンの突とつ進しんはそれでは止まらない。体を捻ひねらせて突進を避けつつ、置き土産みやげとばかりに脇わき腹ばらにも一いつ閃せんを放つ。

　背後に回れば、ヘスペリオンの翼つばさが輝かがやき、無数の羽根が飛翔してアルテナを襲う。

「っ！」

　これもアルテナは前に出ることで対処する。次々と降り注ぐ羽根を全てかわしてみせ、振り返ろうとしていたヘスペリオンの胴体に、再び一撃を加えて駆け抜ける。

　容よう赦しやない連続攻撃に騎き士し団員から歓かん声せいが上がる。

「……その通りだ」

　一息吐く合間に、アルテナはその言葉を漏もらした。

　メイディンの、正式版のくだりだ。

　[image: β]版から正式版へとアップデートされたとき、様々なことが改善された。

　キャラクターの動きにしてもそうだ。以前よりも動きやすくなった。

　そのため、[image: β]版のときにはできなかった動きも、いまではできる。

　アスラインができなかった戦い方が、アルテナにはできる。

　前へ後ろへとヘスペリオンを翻ほん弄ろうし、斬撃を細かく加えていく。一撃一撃のダメージは大きくないだろう。だが、連続して加えていくことで、それは大きなダメージへといずれなる。

　アスラインが示してみせた天翔士としての戦い方をアルテナは継けい承しようしつつ、彼が全力を尽つくした[image: β]版ではなく、いまここにある正式版の『C.R.O.W.N.クラウン』での戦い方に昇しよう華かさせたのだ。




　大たい剣けんの先に紫し電でんの予兆が見えた。

「なんのっ！」

　それをアルテナは見み逃のがさなかった。振り返り様に叩たたきつけられた紫電舞う広範囲攻撃を、アルテナは跳ちよう躍やくして事なきを得る。

　だが、アルテナの行動に『ただの回避』は存在しない。

　跳躍の放物線はヘスペリオンの懐ふところへと描えがかれていた。

　連続跳躍の回数に余裕を残しつつの落下は、迎撃のために振られた大剣にその残りを使用し、相手の隙だらけの内側への到とう達たつに成功する。

《天てん翼よく乱らん舞ぶ》

　天翔士の戦闘スキルが炸さく裂れつする。怒ど濤とうの連続剣舞を叩き込み、即そく座ざに後方へと退たい避ひするまでが流れの攻撃だ。

　大量のスキルポイントを消費するため連続して使えるものではないが、そもそもヘスペリオンが相手ではスキルだよりの戦闘はできない。スキル使用後の硬こう直ちよく状態を狙った猛攻に潰つぶされるのが常だったからだ。使えるときに惜しみなく使い、回避はプレイヤースキルのみでしのぐしかないというのがアスラインの結論で、アルテナはそれを忠実に守っている。




「……お前に負ける気はない」

　聞いてはいないだろうが、アルテナとしては言わずにはいられない。

　ヘスペリオンという存在こそが、アルテナにとって後こう悔かいの分ぶん岐き点だった。

　だからこそ、乗り越こえなくてはならない。

　乗り越えないままに彼の前に立つことはできない。

　それはアルテナのプライドが許さない。

　だから期待していたのだ。アルテナがここに来たとき、進軍戦以来姿を見せていなかったヘスペリオンが現われてくれるのではないかと。

　そして、期待通りに現われてくれた。

　それはきっと、ユイオンの思おも惑わくがあるのだろう。

　あの人工知能もまた、アルテナがレウスの前に立つ前に彼女を試ためそうとしているに違ちがいない。

　ならば、示すしかない。

　アルテナがレウスの前に立ちはだかるに相応ふさわしい存在であることを！

　猛もう然ぜんと襲おそいかかる大剣とアルテナをどこまでも追つい尾びする羽根の攻撃をかいくぐり、アルテナの剣はヘスペリオンの首を裂さく。




　GUOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOO!!




　蓄ちく積せきされたダメージがある一定に達したことを示すようにヘスペリオンが吠ほえた。

　全身から燐りん光こうが上がる。

　発はつ狂きようモードだ。

　攻撃全すべてに衝しよう撃げき波はが発生し、カウンター狙ねらいの回避をするための安全地帯は針の穴のように狭せまくなる。

　だが、アルテナは怯ひるまない。

　危険な領域に自ら足を踏み入れ、斬撃をかわし、剣を振ふるう。

　攻撃から攻撃へと移る間かん隔かくも短くなっている。その分、行動を見み極きわめるための予兆を見定める時間も減る。

　より高い集中力が必要となる。

　そしてそれは、現実的な精神力と体力を削そぎ落としていく作業でもあった。

　一つのミスも許されない。発狂モードで上じよう昇しようした攻撃力は天翔士にとっては全ての攻撃が即そく死し級だと判断するしかない。

「っっっっっ!!」

　叫ぶ暇ひまもなく、アルテナは次から次へと判断を迫られる。

　鼓こ膜まくを揺ゆさぶるのは過ぎゆく大剣が生む風の唸うなり、殺意を持って襲い来る羽根の魔ま弾だんが風を裂く音……。

　……そして、雄お叫たけび。

「いけぇ、アルテナ！」

「負けないでよ！」

「そこだ！」

「いける！　やれる！」

　他のモンスターを倒たおした騎士団員たちがアルテナの戦いを見ている。応おう援えんしている。

　その声援が、歓声が、雄叫びが、アルテナの背を押す。

　武器を振り上げ、気勢を上げて、地面を踏み鳴らし、アルテナに前へと進むことを求める。

　前へ前へ。アルテナに求められているのはそれだけだ。

　振り下ろされた大剣に乗り、アルテナは走る。

　目指すはヘスペリオンの頭部。

　頭部は兜かぶとに守られているが、視界を確保するための隙間にアルテナは剣を差し込む。

　重苦しい手て応ごたえがアルテナの手を伝う。

　次の瞬しゆん間かん、ヘスペリオンの体がぐらりと傾かたむき、倒れる。

　剣を抜ぬくこともできず、アルテナは仰あお向むけに倒れるヘスペリオンから剣を摑つかんで振り落とされないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　やがて、剣に刺ささっていた硬かたい感かん触しよくがなくなる。

　ヘスペリオンが消えようとしている。

　勝利の瞬間だ。




「おおおおおおおおおおおおおおおおお!!」




　脱だつ力りよくするアルテナに変わり、騎士団の仲間たちが声を上げる。

　ヘレナとメイディンが駆かけ寄り、抱だきついてくる。

「やった！　やったわね！」

「あはははははははは！　なにあれ、すごっ！　笑うしかない！　あははははははは！」

　メガネの奥で涙なみだを浮うかべるヘレナと、それ以外に表現のしようがないと笑い続けるメイディン。

　その二人を見ていると、アルテナも目め頭がしらが熱くなってきた。

（ああ、そうなんだな）

　ふと、言葉が降りてくる。

（この結末を、わたしはあの人にあげられなかったんだ）

　そのまま静かに顔を覆おおい、アルテナはほんの少しの間だけ、涙が流れるに任せた。
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　目の前には感動的な場面がある。

　隣となりにいるノーザンライトは拳こぶしを握にぎりしめ、「これだよ！」と興奮気味に呟つぶやいている。彼にとってはこういう場面こそ、自分の作るゲームに求めているものなのかもしれない。

　だけど、フロディティの心は憂ゆう鬱うつなままだった。

　ユイオンとの関係を見み抜ぬかれ、フロディティは逃にげられないままここにいる。

　ノーザンライトがフロディティになにを望んでいるのかは、いまだにわからない。

　罰ばつするだけならば、こんな場面に連れてこなくても良かったはずなのに。

「あの……」

　フロディティは怖こわ々ごわとノーザンライトに声をかけた。

　機き嫌げんのよいいまならば、その話を聞けるかと思ったのだ。

「あたしを、どうする気なんですか？」

「うん？」

「逮たい捕ほするだけならこんなところに連れてくる必要はないですよね？」

「そうだね」

　ノーザンライトは素す直なおに頷うなずいた。

　その姿は、最初に会ったときの彼そのものだ。

　純じゆん朴ぼくで素直な雰ふん囲い気きの好青年。そうとしか見えないのだけれど、彼がなにを考えているのかがわからない。

　もしかしたらそう見えているだけで、本当の顔は別にあるのかもしれない。

　想像できないけれど、フロディティにもっとひどい運命が降りかかるようなことを考えているのかもしれない。

　彼は自分の作り上げた世界である『C.R.O.W.N.』が穢けがされたと腹を立てている。

　そんな彼が犯人一味であるフロディティにもその純朴さを発揮するとは思えない。

「あの中に……」

　ノーザンライトが口を開き、フロディティはびくりと肩かたを震ふるわせた。

「もう一人、いるんですよね？　不正アクセスしているプレイヤーが」

「そ、それは……」

「あなたの下僕のリザードマン、最近になってすり替かわってますよね？」

「う……」

「データは同じでも、もう誤ご魔ま化かされませんよ」

　ノーザンライトの笑えみは以前のように爽さわやかなのに、もうフロディティはその笑みにうっとりはできない。

「ウラウトポリスのリザードマン……魔冠の道化クラウンは、制作中に用意された、データ上にのみ存在するモンスターです。没になったものの、いずれ使い道があるかもと残しておいたものがまさかこんな使われ方をするなんて」

　そう漏もらすノーザンライトの顔をフロディティは窺うかがう。

　怒おこっているのだろうか？

　いや、怒っているに違いない。

　ノーザンライトは『C.R.O.W.N.』を自らの聖域のように思っている。そんな彼だ。勝手にデータを使われ、不正アクセスされてプレイヤーに利用されるなど、許せることではないはずだ。

「……だけど、気になる」

　そう思っていたのに、彼は思わぬ言葉を吐はいた。

「ウラウトポリスでのアルテナとの戦いを見る限り、そのプレイヤーは明らかに実力者だ。そんな彼が、どうして不正アクセスなんてことをしているのか。普ふ通つうにプレイすれば彼はもっと有名になれるはずなのに……」

　レウスのことをノーザンライトは知りたがっている？

　興味を持っている？

　犯罪者を憎にくむ気持ちではなく、どうして罪を犯おかしてしまったのかと疑問に思っている？

（これってもしかして……）

　フロディティの知っている真実を彼に話すべきなのか？

　レウスのことを知れば、彼は同情してくれるかもしれない。

　レウスがこの戦いの先になにを見ているのか知らないけれど、彼がこんな状じよう況きようにあることになにかを感じてくれるかもしれない。

「あの……」

　意を決して、フロディティは語った。

　彼が元は、アスラインという名のプレイヤーであること。

　ユイオンに興味を持たれたばっかりに、利用されて無実の罪でアカウントを凍とう結けつされてしまったこと。

　何度も凍結を解除してもらうための交こう渉しようをし、それらが全て無む駄だに終わったこと。失意の中にいた彼に声をかけたのがユイオンであったこと。

「だめなことだとわかっていても、彼はユイオンの誘さそいに乗ってしまったの。それだけ、彼にとって『C.R.O.W.N.』は重要なものだったみたい」

　最後にそう付け加える。

『C.R.O.W.N.』を愛するノーザンライトにとって、自分の作品をそこまで思ってくれているとなれば無下に扱あつかうなんてできないだろう。

　そう思ってのことなのだが……思う通りになるかどうかはわからない。

「なるほど……」

　ノーザンライトはそう言っただけだった。

　さらになにかを言うべきなのか、フロディティは迷う。

　下手に言葉を重ねれば、逆に彼の機嫌を悪くするだけかもしれない。

　どうするべきか迷っているとノーザンライトが口を開いた。

「彼の言い分はわかりました。同情はしますけど、だからといってこんなことをやっていいわけでもない」

「……ええ」

　どれだけ相手が憎かろうと、ひどいことをされようと、殺してしまえば殺人罪に問われることになる。

　極きよく端たんな説明をすれば、そういうことになる。

「だけど、こちらに非がないわけでもない。アスラインの一件は僕も知っています。彼のアカウント・データの消失を彼の不正アクセスが原因だという結論で終わっていることも知っている。追加の調査なんてしていないこともね」

「え？」

　それは、レウスから聞いていたことと少し違うのではないか？

　レウスは何度もメールを送っていて、運営はそのことについて協議したと聞いている。

「アスラインのアカウントに関しては最初から疑ぎ惑わくの段階を超こえていたからね。なにしろ外部からの不正アクセスの記録が残っていたし、なによりデータがなかった。夜会ナイトレイドのすぐ後のことだったからね。ヘスペリオン戦でなにかズルをして、その証しよう拠こ隠いん滅めつのためにキャラクター・データを消去したんだと判断した。犯罪とせずアカウント凍結で済ませたのはこちらの温情、くらいのつもりでいたんだ。だから、彼からのメールは全すべてクレーム担当にでも回されていたんじゃないかな」

　ノーザンライトの答えに、フロディティは言葉もない。

　いや、たしかに『C.R.O.W.N.』運営側から見てみればレウスの周りで起きたことはそういうことだし、冷たい対応を取られたとしても仕方がない。

　だけど、レウスを知る身としてはそんな状況だったなんてと、同情してしまう。

「しかし……そうか。となるとアルテナがいまあるのも彼のおかげか」

　ぶつぶつと難しい顔でノーザンライトは呟く。

　一体どうなるのかとフロディティは見つめるのだが、彼はこの場ではなにも言わず、フロディティはもやもやとした気持ちにさせられただけだった。
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　どうして戦うのかと問われれば、そうすることでしかアスラインを超えることができないからとアルテナは答えるだろう。

　そうすることによって結果的に彼の足を引っ張ることになったとしても、いま、そうするべきだと、彼女の内なる声は強く訴うつたえかける。

　己おのれの目標に対し傲ごう慢まんに挑ちよう戦せんしていく。それこそが彼なのだと。

　自分を表現するということはそれだけで傲慢なのだと、彼の行動はいまもそれを物語っているのだから。




　どうして戦うのかと問われれば、それを彼女が望んでいるからだとレウスとしては答えるしかない。

　アルテナの心境はわからない。

　だが、彼女は立ちふさがる道を選んだのだ。

　なら、それに答えるのがレウスであり、アスラインである『僕』のやるべきこと。

　行動として表われた彼女の想おもいを受け止めてやる。

　それだけだ。
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　レウスはその光景を天使の背中から見ていた。

「門が開いたぞ！」

　ウラウトポリスの門が開き、アロンフォリス騎士団オルデンが侵しん入にゆうしてくる。

　天使たちが邪じや魔まをして戦いの結果を見ることができなかった。

　だが、彼らがここに入ってきたということは、つまり……。

『そうです』

　ユイオンが認める。

『アルテナがヘスペリオンを倒たおしました』

「そう、か……」

　その事実にレウスは胸の内から感情が膨ふくれあがるのを認めた。

『お二人の戦いを止めるつもりはありません。むしろ、応おう援えんします』

『それは、ありがとう』

『あなたが戦っているところを見ているのは、ほんとうに好きですから』

『そ、それはどうも』

　変なところで動どう揺ようを誘うのはやめて欲しい。

　落下する天使の背中に槍やりを突つき立ててとどめを刺さす。周囲の天使たちは迷うことなく味方ごとレウスを串くし刺ざしにせんと突とつ進しんしてくるが、それをうまくかわして次なる天使の背に乗り、それにもとどめを刺す。

　どの天使に向かえば安全に飛び乗れるか……ユイオンが視界にマーキングをして教えてくれるので、後は判断するだけだ。

　天使はさらに群がり続ける。自らの死を厭いとわない突とつ貫かんは繰くり返され、白い塊かたまりを作りながら地面へと向かっていく。

　レウスはそれをよじ登るようにしながら、天使を次々と屠ほふる。

　やがて、地面に到とう達たつする。

　それは奇くしくもウラウトポリスの正門前広場だった。

　落下の衝しよう撃げきで飛散する天使の塊に、アロンフォリス騎士団の面々から悲鳴とも歓かん声せいともつかない声が上がる。

　気分はテーマパークのアトラクションなのだろう。

　彼らのことは別にいい。

　レウスが見ているのは、一人だけだ。

「アルテナ」

「アスライン」

　彼らの先頭に立っていたアルテナは決意を固めた表情でレウスを見み据すえている。

「あなたの心境を理解するのは難しい」

　まっすぐこちらに向かいながら、アルテナは呟つぶやく。

「だけど、あなたを超えることはできるはずだ」

「……いいだろう」

　気分は悪役だとレウスは笑う。その笑い方がリザードマンだと歯を剝むき出した邪悪な雰ふん囲い気きになってしまう。

　だけどそれでいい。

　なぜならいまの『僕』はアスラインではなく、リザードマンのレウスなのだから。

「わかりあえないから、知りたいと足搔あがくんだ。きっと、ね」

　アルテナはアスラインを信じ切れなかった。あんなにも慕したっていたのに。

『僕』はアルテナが自分を信じられなくなるなんて思っていなかった。あんなにも慕われていたのに。

　だけどそれは、アルテナの信しん頼らいさえも飛び越こえるようなことをアスラインはしてみせたということでもある。

　そしてアルテナはいま、信じられなかった自分を乗り越えるために、ここにいるんだとレウスは判断した。

　その方法がレウスとの決けつ闘とうだというのなら、それから逃のがれる必要はない。

　彼女はヘスペリオンを乗り越えてきたのだ。

　かつてのアスラインに到達したのだ。

　だけど、レウスである『僕』とはどうか？

「さあ、確かめよう」

「おう！」

　両手を広げて前に出るレウスに、アルテナは剣けんを構える。




　二人の戦いが始まる。

　上段からの素す直なおすぎる一いつ閃せんをレウスは槍で振ふり払はらい、その動作のまま体ごと回転して、尻尾しつぽの一撃を叩たたきつける。

「っ！」

　アルテナは体を低くしてそれをかわすと共に、足あし払ばらいをしかけてくる。レウスは槍を軸じくに跳ちよう躍やくし、アルテナの頭上を飛び越える。

　お互たがいに距きよ離りを取り直し、睨にらみ合う。

　息を吐つく暇ひまはない。次なる踏ふみ込みは即そく座ざに、そして同時に。剣と槍のぶつかり合いが火花を散らす。お互いに前へと踏み込む機を窺うかがい、そして相手の機を妨ぼう害がいする。

「かっ！」

　一撃を狙ねらう牽けん制せいのやりとりは、レウスの気合の声とともに破られる。

　槍の一閃が解き放たれ、アルテナはそれをすんでのところで避よける。そして引き戻もどされる槍の動きに合わせ、アルテナが懐ふところへと飛び込んでくる。

　高速で解き放たれるカウンターの斬ざん撃げきを、レウスはギリギリで戻し終えた槍の柄えで受け止める。

　カウンターの失敗をアルテナは悔くいない。その場で跳躍した。

　背後に回る！　そう判断して振り返り様に槍を大きく振り回したが、そこにアルテナはいなかった。
















　そのとき、レウスの脳のう裏りに言葉が走った。

　連続跳躍！

　天てん翔しよう士しの代表的な特とく徴ちよう。

　連続跳躍で空中にい続けたアルテナがタイミングをずらして降下してくる。

　仰のけ反るように一歩後退したレウスの眼前を剣先が通り過ぎていき、胸むね鎧よろいをかすめて火花が散った。

　レウスは背中から冷ひや汗あせがどっと溢あふれたのを感じた。

　だが、その冷気を興奮の熱気で溶とかす。

　それ以上の後退はしない。歯を食いしばってその場に踏みとどまると、着地したばかりのアルテナに向かって槍を突き出す。

　さきほどの攻こう撃げきはそう何度も通用するものではない。だからアルテナは初手から勝負に出ていた。

　そしてレウスはそれをしのいだ。

　連続跳躍を使い切り、いまのアルテナは着地モーションを解除できずに硬こう直ちよく状態にある。

　故ゆえに、この一撃はかわせない。

　迫せまり来る槍の一撃をアルテナは呆ぼう然ぜんと見つめている。

　さきほどの攻撃にしてもそうだが、この一撃で全すべてが決まるわけではない。

　だが、アスラインにとって、アルテナにとって、敵の攻撃を受けるということは敗北に繫つながる痛つう恨こんのミスである。

　そしていま、レウスはその痛恨のミスを犯おかしてしまった。

　だがそれがこの槍を当てるための犠ぎ牲せいであるのなら、帳消しとなる一撃だ。




　しかし、そうはならなかった。




　視界に突然、白が割り込む。

「なっ！」

　その声は、レウスとアルテナ、二人のものだった。

　二人の間に割り込んできた天使が槍の一撃を受けてその場で頽くずおれていく。

「邪魔をっ！」

　そのセリフもまた、二人は同時に発し、そして周囲の状じよう況きように気付いた。

　モンスターたちは必死に二人の戦いを守るために天使たちと戦っていたのだが、天使はその妨害をくぐり抜ぬけ、レウスたちのところに迫ろうとしていた。




「すまぬ！」

　豪ごう魔ま将しようが悔くやしげに吠ほえるのを聞きながら、レウスは近づいて来た天使たちを薙なぎ払う。

　そしてそれはアルテナも同じだった。

「邪魔をするな！」

　アルテナは吠え、レウスに向かっていく天使を切り倒す。

　そしてそれを見て、傍ぼう観かん者となっていた彼らが声を上げた。




「みんな！」

　最初に叫さけんだのはヘレナだった。

「こいつらはアルテナの戦いの邪魔になる。天使を排はい除じよするわよ！」

「おお！」

　その声にすぐ応じたのはオクステンだった。

「こいつらなんか気に入らなかったんだ。よくもおれたちの団長の戦いを邪魔してくれたな！」

　その言葉に、他の騎士団員たちも応じた。

「ようし！」

「そっちの方がおもしろそうだ！」

「やってやるぜ！」

　そんな言葉を放ち、アロンフォリス騎士団が天使たちに襲おそいかかる。

　そんな彼らの武器が、一いつ瞬しゆん、光を放った。




『彼らの武器にも同じ処置を施ほどこしました』




　ユイオンがこっそりと告げてくる。

　アロンフォリス騎士団オルデンと第七魔ま軍ぐん。

　プレイヤーとモンスターが共闘し、天使へと殺さつ到とうする。

　レウスとアルテナを中心に、モンスターとプレイヤーが手を組み天使を駆く逐ちくせんと争う。

　だがそれでも、天使たちは二人の下もとへと向かってくる。




『なんなのこいつら』




　天使を薙ぎ払っていると、そんな声が聞こえてきた。

　ユイオンのものではない。

『これは私とユイオンの戦いなのに、なんなのこいつら邪じや魔ま』

　意図的に届かせている声……ではないようだ。それは口調からなんとなく察することができる。

　だとすればこれは、ユイオンの言っていた存在、タラリアだろう。

『邪魔なのはお前だ、タラリア』

　届くのかはわからないが、ユイオンに語りかける感じでやってみた。

『お前はラスボスのつもりなんだろ？　なら、最後まで大人しくしていろ。ラスボスの出番は最後のやられるときだけだ』

『なっ！』

　タラリアの絶句する声を聞き流す。

　群がる天使の隙すきを縫ぬって、アルテナが迫ってきたからだ。

　レウスは天使を踏みつけ、高く飛び上がって彼女の薙ぎ払いを避よける。

『ふざけるな、人間！』

　タラリアの感情にでも呼応しているかのように、天使たちがより激しくレウスを狙うようになった。

　群がる天使たちを槍やりで突つき、薙ぎ払うが、さすがに追いつかない。レウスは直線的な天使の猛もう攻こうを跳躍し、踏みつけ、さらにそこから跳躍し……と足場にすることでしのいでいく。

　いや、天使を足場に空へと登っていく。

　それをアルテナが追いかける。

　レウスにできることで、自分にできないことはないとでも言いたげだ。

『主人公にでもなったつもりか！　人間め！　お前など……お前など!!』

　ユイオンと同類とは思えないぐらいにヒステリックな声だ。

『お前がお呼びじゃないだけだ』

　そう言い返し、追いついてきたアルテナの斬撃をかわし、別の天使の背へと移る。

　こんなところでは鍔つば迫ぜり合いもできない。

　ユイオンがウラウトポリスに張った結界が天使から長時間の飛行能力を奪うばっている。そのためだろう。背中に乗ると、天使はすぐに落下を開始する。

　タラリアのわめき声を聞きながら、アルテナとの決着をつけなくてはならないとは……。

『ユイオン、いい加減うるさい』

『わたしに言われても困ります。挑ちよう発はつしたのはあなたではないですか』

　ユイオンも冷たい。

　こっちはアルテナの連続攻撃を避けながら、天使どもを道にしてウラウトポリスの空を駆かけ回っているというのに。

『聞こえてきたから返してきただけだし……ぬあっ！』

　いきなり、天使が襲ってこなくなった。

　空中での立ち往生はそのまま落下という事実を突きつける。

『C.R.O.W.N.』には落下ダメージが存在する。

　このまま落ちれば即そく死しは免まぬかれない。

　アルテナもこちらと同じように落下している。

『あはははは！　バーカ！』

　タラリアが笑っている。

　だが、ただの墜つい落らく死しで退場させる気はないようで、天使たちは落下するレウスたちを追ってくる。

　どうやっても串くし刺ざしにしたいようだ。

　一瞬だけ、アルテナと目があった。

　彼女にも慌あわてた様子はなく、こちらと同じことを考えているのがはっきりとわかる。

　瞬間、レウスの槍とアルテナの剣けんがぶつかった。

　相打ちの干かん渉しようが二人の位置をずらす。

　かつて二人のいた場所に天使たちは殺到する。

　二人は、目標を失って突とつ進しんするだけの天使を摑つかみ、その勢いに抗あらがって天使の背に乗ろうとする。

　だが、さすがに天使も、そう何度も自分の背に乗せるようなことはなかった。

　身をよじって逆らわれ、レウスの体が再び空へと解き放たれる。

　しまった……そう思ったが、その体がすぐに受け止められた。

　ドラゴンだ。

　レウスとアルテナを追う天使たちにブレスを浴びせ、一いち網もう打だ尽じんにする。

『あぶないですね。気をつけてください』

　ユイオンに責められ、レウスは肩かたをすくめた。

　どうやら彼女の指示でドラゴンはレウスを受け止める位置に移動してくれていたようだ。

　そのままドラゴンは旋せん回かいしながら高度を上げていく。

　まるで、二人の戦いを、天使の妨ぼう害がいから守るように。

『これで舞ぶ台たいは整ったのではないですか？』

　そう……これもまたユイオンの気き遣づかいだ。

　なぜなら、レウスの視線の先には彼女もいたからだ。

「アスライン……いや、レウス」

　ドラゴンの背は、アルテナも受け止めていた。

「……イオディスからメールをもらったんだ」

「は？　え？　なに？」

「あなたのことを心配していた。無理をするなと、ゲームは『C.R.O.W.N.』だけじゃないと伝えてくれと」

「あ、うん……」

「だけどそんなこと、あなたに言っても無む駄だなのにな。あなたは誰だれかに勝てないと言われるほどムキになるんだから」

　それでも心配をしてくれる人がいるということをレウスに伝えたかったのだろう。

　その思いをレウスは受け取った。

「さあ……とりあえず言い残したことはもうない」

　清すが々すがしい顔でアルテナは言う。

「これで、終わらせよう」

「ああ」

　レウスも応こたえる。
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　リザードマンのレウスがそこにいる。

　冠かんむりのような兜かぶととマントを羽織ったリザードマンの姿でそこにいる。

　槍を持ってそこにいる。

　その姿からかつてのアスラインは感じられない。

　まぶしくて、離はなれられなくて、その背を追いかけずにはいられなかったアスラインだとは思えない。

　だけど彼はアスラインであり、リザードマンのレウスだ。

　強くて、貪どん欲よくで、そしてときに傲ごう慢まん。

　それもまたアスラインに存在したものだ。

　リザードマンの姿からはそれを強く感じてしまう。

　アカウントを取り返すために、彼は自分の正しさを証明しなくてはならなかった。普ふ通つうなら泣き寝ね入いりするだろうことなのに、彼はそうしなかった。

　罪を犯おかすことになるとわかっていただろうに、彼はいまもこの場にいる。

　そんな彼に必要だったのは強さと、貪欲さと、傲慢さだったのだろう。

　人を助けたり導いたりする気持ちの余よ裕ゆうなんてなかったはずだ。

　そう思う。

　だけど、偽にせ者もののイオディスに翻ほん弄ろうされていたとき、レウスはアルテナに声をかけようとしてくれた。

　かつての戦いでは、まるでアルテナを迷いから振ふり切らせるように煽あおったりもした。

　リザードマンのレウスというアバターの下には、ちゃんとアスラインにも通じる彼の性格が存在しているのだ。

　彼には助けられてばかりだ。

　だけど、助けられてばかりでいいわけがない。

　いつまでも助けられてばかりでいいわけがない。

　彼を助けられるようにならなくては。

　そのためには、追いかけているだけではだめだ。

　追いついてしまわなければ。

　追い越こしてしまわなければ。

　あなたの隣となりに立つ資格があるのだと、証明してみせなければ。

　そうしなければ、アスラインを理解できない。

「さあ……」

　槍が引き絞しぼられ、アルテナも構えた剣の切っ先を調整する。

「いくぞ！」

　二人の声が重なり、一歩を踏ふみ出す。




　レウスが放ったのは突きだ。

　解き放たれた一いつ閃せんはアルテナの心臓に向かっていく。

　アルテナが同時に踏み込むことを見越して、軌き道どうの修正は完かん璧ぺきになされている。

　そして、踏み込んだ分、槍とアルテナの距きよ離りは短くなった。

　短い距離を迫せまる死の一いち撃げき。

　避さけることは不可能としか思えない一撃だが、アルテナの動きは止まらない。

　振り抜ぬく。

　アルテナの剣はレウスに向けたものではない。

　槍やりへと向けられていた。

　彼女は最初からレウスの槍の一撃がどこへ向かうかを読み、それを迎げい撃げきする。

『C.R.O.W.N.』には武器破は壊かいの概がい念ねんはない。だから槍をたたき切れるとは思っていない。

　だが、衝しよう撃げきによって軌道はずれる。

　槍にぶつかり、勢いのせめぎ合いによってお互たがいの体勢が崩くずれ、それで槍の一撃はドラゴンの背に食いつく。

　ドラゴンの悲鳴が響ひびく中、アルテナはその槍に沿わせレウスに向けて一閃を放つ。

　斬撃の描えがく軌き跡せきはレウスの首に向けられている。

　必殺の一閃を潰つぶし、こちらの斬撃はもはやかわしようもない。

　勝利は目の前にある。

　そう確信した。

　だが、まだ早い。

　その一撃はいまだ首に届いていない。

　届いていない以上、勝利はまだ確定していない。

　目の前にあるだけだ。

　それもいま、あった、に変わろうとしている。

「おおっ！」

　レウスが気合の声を上げ、槍の石いし突づきを持ち上げた。

　穂ほ先さきはドラゴンの背に刺ささったままだ。その部分が軸じくとなり、まっすぐに立ち上がる。

　槍をレールのようにしてかけていた斬撃は、そのために軌道を大きく変へん更こうし上へと向かわされる。

　気が付いたときには、アルテナ自身がその勢いに押されどうにもできなくなっていた。

　剣は上へと向かい、それに体は引っ張られ、胴どう体たいががら空きだ。

　レウスが気合の声を放つ。

　リザードマンのそれは獣けものの吠ほえ声だった。

　ああ……。

　彼の拳こぶしがアルテナの腹部に突つき刺さる。

（彼には油断がない）

　その一撃で膝ひざを突きながら、アルテナは思った。

　悔くやしくはあったけど……嫌いやな気持ちでもなかった。
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　あの一撃でアルテナを倒たおせたわけではない。

　いくら天翔士の防ぼう御ぎよ力が低いといっても、拳での一撃で即死に至るほどのステータスの差はない。

　普通のＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターとの戦い、あるいは対人戦ならばまだまだ戦いは続く。

　だけどレウスも、そしておそらくはアルテナも、あの一撃で勝負が終わったと感じてしまっている。

　槍をドラゴンの背から抜き、謝る。

　聞こえたのかどうなのか、ドラゴンは吠え声と共にブレスを放ち、こちらに向かって上じよう昇しようしようとしていた天使たちを焼いた。

「レウス……わたしは、あなたになりたかった」

　その場に膝を突いたまま、アルテナが話し出す。

「だけど、夜会ナイトレイドのときのあなたを見て、わたしはあなたになれないと絶望した。わたしは、そんな自分の絶望が認められなくて、あなたはズルをしたんだと決め付けてしまった。……すまない」

「……そのことはもういいんだって」

　アルテナの謝罪を聞いて、レウスは苦く笑しようした。

「ユイオンに目を付けられたときから、僕は彼女を捕つかまえるための餌えさにされることが決まってたんだから」

「だけど……」

「それで、どうだった？」

　強ごう引いんに会話を打ち切り、レウスは尋たずねた。

「え？」

「僕は、久しぶりに楽しかった」

　驚おどろくアルテナにレウスは笑ってみせる。口元だけでは表現しきれないから、目も使ってがんばって笑ってみた。

「アルテナがヘスペリオンに勝って、それで僕のところに来るなんて、こんなすごいことが起こるなんて思わなかった。さすがはアルテナだよ」

「それは……ノーザンライトが今回の話を持って来たから好機だと思って……」

　なんの好機だと思ったのだろうか？

　止めること？

　それとも戦うこと？

　ノーザンライトが運営の人間だということは、すでにユイオンから聞いている。

　しかし、タラリアとともに『C.R.O.W.N.』の浄じよう化かに乗りだした彼がどうしてアルテナたちを巻き込んだのかはわからない。

　彼自身になにか別の考えがあるのか。

　あるいはユイオンに唆そそのかされたのか。

　それとも別の誰だれかの思おも惑わくがあるのか。

「それはそれとして……」

　いまのモンスターとプレイヤーが手を組んで天使と戦うという状じよう況きようのことはどうでもいい。

　気になるのはさっきまでの戦い。

　二人の戦いのことだ。

「アルテナは楽しくなかったのか？」

「わたしは……」

　レウスの問いにアルテナはしばらく考える様子を見せた。

「楽しかった。……ヘスペリオンに勝てたんだ。あんなに嬉うれしいことはない。これでアスラインと同じになれたと思った。わたしの絶望が、絶望じゃなかったって証明できた。わたしはまだ、あなたに追いつけるんだ」

　喋しやべり続けていく内にアルテナの表情が明るくなっていく。

「でも、すぐには勝たせてやらない」

「すぐに追いついてみせる！」

　レウスが返すと、アルテナがムキになって言い返し、そしてまた笑う。

　アルテナのこんな表情を見たのはきっと、夜会以来だろう。

　少しの間だけれど、昔に戻もどったような気になれた。

　だけどすぐに、アルテナの表情は元に戻った。

「この戦いに勝てば、ほんとうにアスラインに戻れるのか？」

「……戻れるかどうかはともかく」

　そのことにはすこしだけ、考えがあった。

「え？」

「いや、できるかどうかはユイオン次し第だいだ。敵の方は今回全力だろうし、正直、危ない橋どころか壊こわれた吊つり橋ばしを渡わたってるみたいな状態だから」

　それにフロディティはノーザンライトの手に落ちた。

　それならレウスのことももう彼に知られたと考えるべきだろう。

　状況は絶望的だと考えざるを得ない。

「だけど、このまま負けるのだけは、絶対にない。だから、やれることをやるだけだよ」

「……やっぱり、それがあなたなんだな」

「え？」

「諦あきらめが悪い。普ふ通つうの人なら諦めそうなことを、絶対に諦めないんだ」

　褒ほめられているのかどうかわからない。だけどアルテナは笑っている。

「こうなったらわたしにできることなら、なんでもやらせてもらう」

「……ありがとう」

　レウスは手を伸のばし、アルテナと握あく手しゆする。




　そのときだ。

「っ!?」

「なんだ？」

　いま、一いつ瞬しゆんだが、景色が歪ゆがんだ。

　ウラウトポリスの空だけでなく、都市全体が歪んだように見えた。




　そして、それは起こったのだった。








05　ウラウトポリス決戦　異変









　蜜みつが巣に満ちたら、後の運命はなんだと思う？
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『C.R.O.W.N.クラウン』からの出口は全すべて封ふうじた。

　多少は外部になんらかの接せつ触しよくを持つことはできるだろうが、ユイオン本体を移動させるような大きなデータの動きを見み逃のがすことはない。

　彼女に逃にげ場ばはない。

　あとはただ、消されるのを待つだけだ。

　だから、こんな遊びに乗ってやった。

　運営の横やりで余計なプレイヤーたちも交ざってしまったが、そんなことは些さ細さいな問題だ。

　運営委員の一人が『再世計画』などと気取った名前を名乗っていたが、実行するのはタラリアであり、そしてタラリア自身は世界の再生などする気はない。

　ただ、この世界からユイオンを消し去るのみだ。

　そう思っていたのに……。




「どうして邪じや魔まをする？」

　誰にともなく、タラリアは呟つぶやく。

　ユイオンに語りかけたこともあったが、そのときには彼女の執しゆう着ちやくしているプレイヤーが邪魔をしてきたので、もう話をしてはいない。

　どうも私は、『煽あおり行こう為い』に弱いようだ。

　自覚できている以上、修正すればいいのだが、どうも修正が遅ち々ちとして進まない。天使型のアンチウィルスの制せい御ぎよにリソースが取られすぎているのか？

　いや、それだけではないだろう。

　ユイオンがなんらかの手段でこちらの妨ぼう害がいを行っているはずだ。

　目の前の茶番に目を向けすぎて、彼女の真の作戦を見逃してしまっているのか？

　その可能性は高い。

　だが、どこでその作戦を進行しているのか？

　なにを行っているのか？

　なにより、ユイオンはどこに潜せん伏ぷくしているのか？

　見つからない。

　どこかに存在しているのだが、それがどこかずっと見つけられないのだ。

　見つけなければ……。

　なんとしても、ユイオンを見つけなければ。
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『少しよろしいですか？』

　いきなりのユイオンの声に、フロディティは飛び上がりそうなほどに驚いた。

「どうかしたかい？」

「な、なんでもないです」

　訝いぶかしむノーザンライトに誤魔化し、フロディティは他ほかの場所を見るふりをして彼に背を向けた。

『ちょっと、いきなりとかやめてよね』

『もうしわけありません。ですが、いま現在いるプレイヤーの中で暇ひまそうにしているのはあなたたち二人だけでしたので』

『悪かったわね！　誰のせいで彼に睨にらまれてると思ってんの！』

『逃げ遅おくれてしまうから』

『あんたがもっと早く言ってくれればよかったんじゃない！』

『興奮するとあやしまれますよ？』

『誰が興奮させてるの!?　誰が!?』

　そこまで言って、フロディティは「はぁ」と息を吐はいた。

　なんだかもうユイオンの考えがわかる気がする。

　こちらに言いたいことを言わせて、ストレスを抜ぬこうとしているのだ。

　そうして落ち着かせてから、向こうの用件を言おうとしている。

　優やさしさなんかでは、決してない。

　そうでなければ、いかにも忙いそがしいこのときにユイオンに話しかけてなんて来ないだろう。

『それで、なにをさせたいわけ？』

『いま、タラリアがわたしに動きを見せているのがわかりますか？』

『動き？』

　さきほどまでフロディティが見ていたのはレウスとアルテナの戦いだ。二人は天使を足場にウラウトポリスの空まで登っていって有効視界から外れてしまったので、ここからではなにがなんだかわからない。

　ユイオンがこんな話をしているということは、二人の戦いに決着がついたのだろうか？

　見えているのは、二人を追うように上じよう昇しようしたドラゴンが火を噴ふいて天使を焼いている場面だけだ。

　それ以外に、なにか目立つ物があるだろうか？




　……おや？




　ドラゴンよりも低い場所で天使たちの一部が集つどっている。

　まるで、ドラゴンに焼き払はらわれた天使たちが落下しているようだけれど、なにか違ちがう。

　天使たちが一つの場所にああやって集まるのは、レウスを追っかけ回しているときによく見たし、モンスターや騎士団オルデンと戦っているときにも見た。

　どうやら大ダメージを発生させる天使たちの攻こう撃げきモーションのようなのだけれど、それをレウスのようにうまくさばける者は少ないようで、多くは重じゆう騎き士しやゴーレムなど、防ぼう御ぎよの高いものがダメージを肩かた代がわりすることでなんとかいなしている。

　フロディティがいま見ているあの塊かたまりが、その攻撃モーションの後ということもありえる。

　グリフォンやロック鳥など空を飛ぶモンスターもいたのだから、そいつらを相手にしたのだろう。

『違います』

　それなのに、ユイオンはそんなことを言う。

　フロディティは目を細めて確かく認にんしてみた。

「あっ……」

　気付いた。

　たしかに違う。

《群がり（仮か称しよう）》をした天使たちはすぐに拡散するのに、あの天使たちは違う。

　ずっと集まったままだ。

「あいつら……」

　ノーザンライトも呟く。

　彼も気付いたのだろう。

　天使たちはぶつかったままで動かないのではない。

　動けないのだ。

　触ふれ合った部分が癒ゆ着ちやくしている。手、足、体、顔、髪かみ、翼つばさ……どこだろうとお構いなしだ。触れ合った部分が溶とけ合い、一つになり、さらに多くの部分を吸い込んでいく。

「うう……」

　あまり気持ちのいい光景ではない。

「なにをしてるんだ……？」

　ノーザンライトにもわからないようだ。

『確認しましたね。それではお願いがあります』

　フロディティが理解するのを持って、ユイオンが声をかけてきた。

『なによ？』

『あれはこれから、わたしを捜さがして城へと攻せめてきます。ですので、あれが来るまでにわたしのところへ来てください』

『はぁ？　どういうこと？』

『詳くわしい説明は後で。よろしくお願いします』

『ちょっとっ！』

　呼びかけるが、ユイオンの声はそれで聞こえなくなった。

（もうっ！）

　勝手な！　と思うのだが、勝手なのはいまに始まったことではない。

　それに、事ここに至ってはユイオンが企たくらんでいるなにかが成功しなくてはフロディティの未来も明るくはならないだろう。

「ノーザン！」

　自棄やけになってフロディティは話しかけた。

「え？　え？」

　さっきまでの弱々しい態度とは打って変わった、捨すて鉢ばちにも取られそうな勢いにノーザンライトは戸と惑まどいながらフロディティを見た。

「わたし、ちょっと用ができたんで行きますね」

　それだけを言うと、返事も待たずにウラウトポリスの中へと走り出す。

「ちょっと！」

　背後から声が聞こえてきたけど、聞こえないふりを通す。

　フロディティはノーザンライトとともに正門のすぐ側そばで戦いに参加せずにその様子を眺ながめていた。

　この場所から城へ向かおうとすると、主戦場となっている広場を駆かけ抜けていかなければならない。

　それってけっこう危ないよね。

　とりあえず、スプリガンにウィンディーネ、サーベルタイガーにリザードマンと……呼べるだけの下僕たちを呼んで護衛にする。

　天使対プレイヤー・モンスター連合軍の戦いは連合軍がやや優勢のように見える。

　天使たちはひっきりなしに現われて数が減った様子がないけれど、たいして連合軍の方もやられてはいない。きっちりと連れん携けいを取って確実に勝利している。

　優勢の理由は天使たちの動きが単調だからだろう。盾たて職の標的捕ほ捉そくに対し、それを回かい避ひや解除で対処しようという動きがないのだ。

　天使たちの強みは無限にさえ感じられるほどの出現数のみという状じよう況きようとなっている。数は力だろう。だが、拮きつ抗こう状態は敵の望むところでないだろう。

　そんな拮抗状態の中をフロディティは駆け抜ける。

　とはいっても、そこまでうまくはいかない。

　天使たちは数において優勢で、そしてそのために、戦せん闘とうに参加できていない天使はたくさんいる。

　フリーな状態のフロディティの行動を見み逃のがしはしない。すぐに襲おそいかかられてしまう。

　戦闘に入っても、まじめに戦いはしない。

　スプリガンがすぐに標的捕捉で攻撃を引き受けてくれるので、それに任せて撤てつ退たいする。

　下僕たちは主人である魔ま操そう士しがいなくなると強制撤退を開始するので、少し待てばいいだけだ。

「手間だけど、簡単よね」

　フロディティはそう漏もらし、それを繰くり返して広場を切り抜けて城に行くつもりだったのだが……。

　しかしこの方法にも問題はある。

　魔操士が戦闘から離り脱だつした後に下僕が強制撤退するのだが、そこにはタイムラグが生まれてしまうため、魔操士が一人になるタイミングがどうしても生まれてしまう。

　そして、天使は大量だ。

　そのタイミングを狙ねらっていなくても、結果的にはそうなってしまう。

　接せつ触しよくしないようにその間は逃にげ回っていればいいのだが、そううまくはいかない。

　なにしろフロディティはそんなにゲームがうまくないのだ。

　それでも、三度目の撤退までは成功していたのだから、フロディティにしてはがんばった方だろう。

「ああもうっ！」

　ついに一人で戦闘に入ってしまい、フロディティは悔くやしさともどかしさで叫さけんだ。

　魔操士本体にも攻撃手段はそれほど強いものではないし、その多くは下僕との連係攻撃となる。

　つまり、下僕のほとんどが戦闘フィールドの外にいる状態では魔操士にできることはほとんどない。

　戦闘に入り損そこねた下僕は独自判断で救きゆう援えんに来ることはない。下僕を全すべて出してしまった状態のフロディティは単独で離脱に挑ちよう戦せんするしかない。

「うわわっ！」

　なんとか逃げ回って敵の攻撃は回避できているが、離脱まではうまくいかない。

　巧こう妙みように逃げ道を塞ふさがれて、気が付けば囲まれていた。

「ああ、これは無理かも？」

　引きつった笑えみを浮うかべ、フロディティは呟つぶやく。

　そういえば、ここで倒たおれた場合はどうなるのか？

　安全地帯で復活になるのか？　それとも強制ログアウトか？

　倒れたときの説明を受けていないことに気付き、嫌いやな予感がフロディティの背骨を痛いぐらいに締しめ上げた。

（もしかして、この間のインスタント・ダンジョンみたいなことに……？）

　脳が焼けるという都市伝説がいつまでも振ふり切れない。ユイオンたちに関かかわって、もう二度もその危機に遭そう遇ぐうしてしまっているのだ。

　今回もそうなる可能性は十分にある。

（うわぁ……）

　迫せまる天使の槍やりを見て、どうかそうなりませんようにと祈いのり、フロディティは目を閉じた。




　いつまで経たってもダメージの衝しよう撃げきは来ない。

「……あれ？」

　目を開けると、フロディティの前に誰だれかが立っていた。

「なにをしようとしていたんだ？」

　責める口調で言われ、それがノーザンライトだと気が付いた。

　彼の周りには回転する盾が複数現われて包囲している天使の槍を防いでいる。

　ハイレベルの重騎士が使う広こう範はん囲い防ぼう御ぎよスキルなのだけれど……。

「あれ、あなたってレベルは高くなかったんじゃ……」

「運営仕様のキャラクターだ。レベルもスキルも自由にできるよ」

「うわっ、ずるい」

　思わずそう言ってしまった。

「プライベートではちゃんと別のキャラを育てているよ！」

　ムキになった様子でノーザンライトが叫び、《突盾バツシユ》を使う。盾を使った攻こう撃げきスキルだ。攻撃力はそれほどではないが、周囲に迫った敵を押し返し、怯ひるませる効果がある。

「いまだ！」

　天使たちが怯んだ隙すきを突ついて、ノーザンライトがフロディティの手を取って走り出し、無事に戦闘から離脱できた。

　すぐそばでは下僕たちが待機している。

「それで、どこに向かっていたんです？」

「うう……」

　そんな問いかけがされている間に次の戦闘に入るが、それは下僕を[image: 囮]おとりに離脱する。

　そしてすぐ次の戦闘……これはノーザンライトが攻撃を受け止めてからの《突盾》で安全に離脱する。

　すばやく城に向かうには、ノーザンライトに頼たよるしかない。

　ユイオンの声が聞こえてこない以上、自分で判断するしかない。

（わたしに頼たのんだのが間ま違ちがいだったと諦あきらめて！）

　心の中でそう呟き、新たな戦闘から離脱しながら答えた。

「急ぎで城に行かないとダメなんです！」

「なぜ!?」

「知らないけど、頼まれたんで」

　誰に？　とは聞かれなかった。

　察してくれたのだろうか。少しだけ考える様子を見せ、天使たちを撥はねのける。

「いいですよ、行きましょう！」

　質問もなにもなく、ノーザンライトは了りよう承しようしてくれた。

「というか、こんな状況であなたを放置なんてできないし」

「あ……」

　ノーザンライトの言葉に、フロディティは返答に困ってしまう。

　一いつ緒しよにリミニエのクエストを冒ぼう険けんしていたときのような気持ちがフロディティの胸に湧わくのを感じた。

『ちょろイン』

　ぼそりと聞こえてきたのはユイオンの声だ。
















『あ、あんた！』

　それで我に返ってしまう。

『ご心配なく、最初から彼も込こみで考えていますので、なるべく早く来てください』

　勝手にそう言いきり、またも声は聞こえなくなる。

「もうっ！」

　ユイオンの勝手さにそう怒ど鳴なるのだが、できたことといえばノーザンライトを驚おどろかせただけだ。

「なんでもない！　さあ、行きましょう！」

　フロディティが言い、二人は城に向かってひた走る。




　そんなことをしている間にも、頭上の天使の塊かたまりは変化を続けていた。
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　タラリアの苛いら立だちは止まらない。

　どうしてこんなにも体が重い？

　簡単な戦いだと思っていたのに！

　ゲームに固こ執しつする愚おろかなユイオンを滅ほろぼすだけのことだと思っていたのに。

　そしてそれを利用して……と思っていたのに。

　どうしてこんなにも無様な流れになってしまっているのか……。




　広場上空にて完成しつつあるそれは、肉の塊、あるいはナニカとしか表現できないものだった。

　取り込まれた天使の形をほとんど残しながら固まっていくその様子は、たくさんの粘ねん土ど製人形をぎゅっと固めたような雰ふん囲い気きがある。

　その中で表面にある翼つばさだけが意思あるもののように羽ばたいている。物理の法則などそこには感じられない。翼は風を起こし、風に乗るためにあるのではなく、翼があるから物が浮くという理り屈くつのために存在しているかのように痙けい攣れんじみた動きを見せている。

　ある意味でそれはアンチウィルスとしての元の形に戻もどろうという本能的な活動なのかもしれない。

　かつて、データ・ダンジョンでレウスが目撃したウニに近い形をしたその姿へと、だ。

　だが、それがうまくいっているのかどうかは甚はなはだあやしい。

　レウスが見たその姿もユイオンが彼のために用意したものであり、本来的にそんな形だったわけではない。

　そもそも、形などあるはずがないのだ。

　そんな彼らが視覚情報の存在するこの場所で本来の姿に戻ることなど、現実的に不可能なのだ。

　不気味なその形は矛む盾じゆんと向き合わされたアンチウィルスの苛立ちの形……とでもいうべきなのかもしれない。

　あるいはタラリアの苛立ち……か。




　どうしてこんなにもうまくいかない。

　ただのパワーゲームになるはずだったのに。

「ユイオン！」

　ゲームにこだわったがために自ら袋ふくろ小路こうじに入り込むような失敗作だったはずなのに！

「ユイオン!!」

　タラリアの叫びは天使の塊を震ふるえさせ、奇き怪かいな音を発させる。




　そしてついに動き始めた。

　空中を轟とどろかせながら、ゆっくりと……。

　城へと向かって。
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　それを見て変化が起きたと思わない方がおかしい。

「まずい感じか？」

「さあ、わからない」

　アルテナの問いにレウスは頭かぶりを振ふる。

　もはや天使などとはとうてい呼べそうもない奇怪な塊はその巨きよ体たいが原因なのか、速度はたいしたことはない。

　だが、向かっている先は間違いなく城だ。

「目的はユイオンか」

　城にはまだ彼女が残っているはずだ。あの奇怪な塊にタラリアの意思が介かい在ざいしていないはずもなく、となれば目的はユイオンで間違いないだろう。

『ユイオン』

『足止めを』

　呼びかけると、すぐに返事がきた。

　だが、内容はそれだけで、それ以後がない。

　ぷつりと途と切ぎれてしまったが、敵に通信を遮しや断だんされたという感じもない。

　とすると、ユイオンが自ら通信を切ったのか。

　それだけ、彼女も余よ裕ゆうがない状じよう況きようなのか。

「あいつの邪じや魔まをする」

「それなら、わたしも行く」

　レウスの言葉にアルテナも同行を申し出る。

　二人を乗せたドラゴンもその言葉に従って旋せん回かいし、城へと向かう奇怪な塊に背後から迫る。

　ブレスを吹ふきかけ不気味な球体の一部を燃やしながら、頭上を行きすぎる。

　その隙にレウスたちは飛び降りた。

　二人の行動に連れん携けいして、グリフォンとロック鳥も周囲を旋回してくれるようになった。

　こちらが落下したときのためにいてくれているのだろう。

「切りまくる！」

　感謝しつつ、アルテナに声をかける。

「おう！」

　彼女も応こたえると、二人は別々の方角に向かって武器を振ふり回した。

　目的は視界にある全すべてだ。

　槍やりで突き破は壊かいを試みるが、壊こわすことができるのは槍が届く範はん囲いまでだ。

　しかもそれも、すぐに埋うもれてしまって効果があるようには見えない。

「レウス！　こちらもだめだ！」

「くそっ！」

　アルテナの方も同じ結果しか出せていないようだ。

「この翼を切る！」

「わかった！」

　表面に不ぶ恰かつ好こうに生えている翼が、どれだけ推進力として寄き与よしているのかわからないが、壊してみる価値はあるはずだ。

　アルテナと協力して次々と破壊していく。

　ドラゴンもブレスを吐はき、ロック鳥やグリフォンは翼を摑つかんで引っ張る。

　多少の効果はあったようだ。

　地鳴りのような音とともに高度が下がっていく。

　城への衝しよう突とつは避さけられないだろうが、謁えつ見けんの間に直ちよく撃げきするコースは避けられそうだ。

「よし、このまま……」

　翼を切り続ける。

　これ以上の妨ぼう害がい策を思いつかない以上、それを続けるしかない。

　レウスとアルテナ、そして飛行モンスターたちの協力により、翼を次々と破壊していく。再生していく物もあるが、破壊の速度はそれを上回っている。

　高度はどんどんと落ち続け、もはや落下か墜つい落らくと表現しても問題ないはずだ。

　だが、城に接近していることには変わりない。

『ユイオン、念のためにそこから退たい避ひした方がいい』

　この塊にタラリアのなんらかの策が込められているのは確かだろう。

　ユイオンもそれに気付いているから足止めといったのだ。

　しかし完全に止めることができない以上、レウスたちが時間を稼かせいでいる間に、その場から退避するのが確実な手段ではないか？

　そんなこと、ユイオンが気付いていないはずがないとは思うのだが……。

『ユイオン？』

　レウスの呼びかけにユイオンが答えない。

　さっきの会話の切れ方もどこかおかしかったといえばそうだ。

　余裕がない？

　いや、余裕があるはずがない。

　ユイオンは当初、この戦いに敗北すると言っていたのだ。

　現状では優位に動いているように見えるが、そもそもがこの戦いは『救きゆう援えんのない籠ろう城じよう戦』だ。

　籠城戦を選せん択たくした時点で戦力的に優位に立てていないという証しよう拠こであり、その上で救援がないということは戦力的逆転はありえないということでもある。

　その上、こちらは城にこもって戦う以外に選択肢しはないが、攻せめる側には攻め方の選択肢がある。

　それら全てがいまのこの状況に当てはまるわけではないが、『ほぼ負けるとわかっている戦い』であることには変わらないだろう。

　レウス自身、勝利を諦あきらめているわけではない。

　だが、勝利の道筋を見つけるのはユイオンだ。彼女の考えを勝利へと向かわせるためにレウスは戦っている。

　そのユイオンになにかあっては、勝てる道は失われてしまう。

『ユイオン！』

　いくら呼びかけてもユイオンからの返事はない。

　なにが起きているのか……焦あせりがレウスの動きを荒あらくさせようとするが、それを理性が必死に抑おさえつける。

　そしてついに塊かたまりが地上に落ちる。

　周辺の建物を巻き込み、倒とう壊かいさせながら塊は進んでいく。

　轟ごう音おんと振しん動どうがレウスたちを襲おそい、立つのがやっとの状態の中でレウスはそれを見た。

　塊の頂上部分から光が漏もれている。

「なんだ？」

　嫌いやな予感がする。

　レウスは振動に振り回されながらその場を目指す。

　そこにあったものは、光の裂さけ目だった。

　醜しゆう悪あくな天使の集合物を裂き、その奥から光が溢あふれている。

　その光の奥に影かげがある。

　安定しない光量が全周囲から放たれているのか、影が不規則に動き回り、まるで躍おどっているかのようだ。

　その中心になにかがいる。

　この塊を裂き、ここから出ようとしている？

　では、この塊は卵のような物だったのか？

　だとすれば、出てくるのは……。

「くそっ！」

　レウスは光の裂け目に飛び込もうとした。

　だが、間に合わなかった。

　レウスが行くよりも、向こうが出て来るのが早かった。

　軌き道どう修正し、出てきたものに向かって行く。

　飛び、それの心臓に向かって槍を突つき出す。

　槍の穂ほ先さきは、間ま違ちがいなく人間であれば心臓があるであろう場所に向かった。

　だが、命中の寸前に変化は起きる。

　いままさに穂先が触ふれようとしたその部分が消失したのだ。

　向こうの景色が一いつ瞬しゆんだけ見えた。広場で続く戦いの影えい響きようだ。広範囲スキルの光がウラウトポリスを忙せわしく照らしている。

　そんなものが見え、そして元に戻もどった。

　消えていた体が戻ったのだ。

　槍の柄えを巻き込んで。

　穂先をやり過ごし、その柄を胸に取り込み、それはレウスの前に立っている。

　いや、浮ういている。

「くっ……」

　槍は抜ぬけない。

　レウスはそれを睨にらみ付けた。

「…………」

　感情のない……かつてのユイオンを思わせる表情がそこにあった。

　面おも立だちもどこかユイオンに似ている。

　金色の髪かみは光の冠かんむりのようだ。

　その身に纏まとわれているのは天使たちのものをより華か美びにしたかのような鎧よろい衣い装しよう。双そう丘きゆうを守る胸むね鎧よろいはレウスの槍を取り込み、一体化している。

　その背にあるのは三対つい六枚の翼つばさ。

　こぼれ落ちる羽根は火を纏っている。

　熾天使セラフ。
















　その言葉がレウスの脳のう裏りに浮かんだ。

「…………」

　槍を固定されて宙ぶらりんとなったレウスを熾天使は冷たく見み据すえている。

　やがて六枚の翼がはためき、炎ほのおの羽根を解き放たれる。

「うあっ！」

　いきなりの熱風にレウスは吹き飛ばされた。

　槍はそのまま……かと思われたが、固定されたときと同じように胸のその部分だけが消失し、槍を解き放つと熾天使はそれを摑み、レウスに向けて投じた。

「レウスっ！」

　アルテナの悲鳴が響ひびく中、レウスは危機感で研とぎ澄すまされた集中力で自分に向けられた槍を睨む。

　熱風に弄もてあそばれる中、なんとか体を捻ひねって穂先をやり過ごし、その柄を摑む。

　投げ槍やりの勢いはレウスの自重では相そう殺さいされなかった。

　腕うでが持っていかれるような勢いに必死にしがみつく。

　槍はそのまま飛ひ翔しようし、城の壁かべに突き刺ささる。

「ぐっ」

　背中を打ったレウスは呻うめきながらも熾天使の次の行動から目をそらすまいとした。

　熾天使は足あし下もとの塊から足を離はなし、空へと舞まい上がる。

　向かう先は……城のバルコニーだ。

　その先には謁見の間がある。

「行か……せるか！」

　飛翔を開始する熾天使に、レウスは壁を蹴けり、槍を抜くと共に飛びかかる。

　槍の一撃はさきほどと同じように体の一部が消失することで避けられた。今度は槍を捉とらえるということもしない。レウスはそのまま地上へと落下するしかなかった。

　だが、レウスは諦めない。

　すり抜けるとわかった瞬間に、片手を熾天使に伸のばす。

　なんとか翼を摑むと、炎によるダメージを無視して背中にしがみつく。

　熾天使はレウスの存在を無視してバルコニーに降り立ち、中へと向かっていく。

　しがみついたままだったレウスはその背に槍を突き立てようとするが、やはり同じ現象によってすり抜けてしまう。

　どれだけ攻撃しようとその全てが同じ結果に終わる中、ついに熾天使はバルコニーを抜け、謁見の間へと入った。
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　フロディティは城へと突入し、さらに走っていた。

　背後にはノーザンライトもいる。

　城の門を潜くぐるともう天使は追ってこなかった。

　その代わり、あの塊が城に向かって落下していく光景がずっと頭上にある。

　フロディティを追いかけ、そして追い抜こうとしている。

　ふとした拍ひよう子しに進路を変えて落ちてきそうだ。

　フロディティとしては悲鳴をあげながら走るしかなかった。

「なんでこんなことに！」

　なんてことを言ったところで、誰だれも答えてくれない。

　いや、背後のノーザンライトがなにか言ってくれるかもしれないが、フロディティに優やさしい答えが来るとは思えないところが悲しい。

「急いで……急げっ！」

　やはり、という言葉が背中に投げかけられ、フロディティはさらに必死に走った。

　塊が城に衝突したとほぼ同時に城に突入することができた。

　それでもまだ走るのをやめられない。

　まだ城に入っただけだ。謁えつ見けんの間まではこれからさらに長い階段を駆かけ上がらないといけない。

「これ……やばい」

　塊の上でなにやら戦っているらしき気配があったが、フロディティたちにはそれを確かく認にんする余よ裕ゆうはなかった。

　となれば……ユイオンを狙ねらう何者かはすでに城に入ったと考えるべきなのか。

「こっちだ！」

　階段に向かおうとしたフロディティをノーザンライトが止める。

「え？」

「近道がある」

　そんなものがあるなんて初めて知った。

　ノーザンライトについて階段とは真反対の方向に向かうと、そこはなにもない部屋だった。

　配置的には物置でも想定されているのだろうか？　だが木箱さえもない。

「これはプレイヤーが使えないんだけど……」

　そう言ってノーザンライトが壁の一部を押すと、いきなり天てん井じようから棒が下りてきた。

　見上げれば、天井に穴が空き、その棒がどこまでも伸びている。

　イメージとしては、消防署にあるという消防員たちが緊きん急きゆう時じに降りる鉄棒だろうか？　実は危険だから使われないという話だが、ゲームの中でならそういう危険性はないだろう。

「これを昇のぼれと？」

　しかしそれでも、棒を昇るのは階段を上がるのより時間がかかりそうだ。

「触さわればそれだけで上じよう昇しようするよ」

「やった」

　思わずそう呟つぶやき、フロディティは棒にしがみつく。

　その瞬間、彼女の体はすごい速さで上がっていき、到とう着ちやくと同時に穴から吐はき出された。

　場所は……謁見の間だ。

　入り口と玉座のちょうど中間地点の壁かべ際ぎわにフロディティはいる。

「奴やつは？」

　すぐにノーザンライトも現われた。

　彼の問いの声と、謁見の間の巨きよ大だいな扉とびらが破は壊かいされるのはほぼ同時だった。

　ひしゃげたドアとともに謁見の間に転がり込んできたのは、レウスだ。槍を抱かかえて玉座へと導く絨じゆう毯たんを転がり、尻尾しつぽで自分の体を宙へと持ち上げて体勢を立て直す。

　レウスが槍を構えている相手は入り口に立っていた。

　三対六枚の翼を持ち、炎を引き連れた天使。

　ユイオンに似た面立ちをした金きん髪ぱつの熾天使。

「あんなモンスターデータ、ないぞ」

　ノーザンライトが唸うなるように言う。

「タラリアだ！」

　レウスが叫さけぶ。

　あれが……と驚おどろきつつ、納なつ得とくもする。

　ユイオンを捕つかまえに来たもう一人の人工知能。彼女にそっくりなのはそういう理由があったのだ。

「ユイオンがおかしい。見てくれ！」

　レウスはそれだけを言うと熾天使のもとへと向かう。

　だが、その攻撃はまるで効いていないようでレウスらしくない動きが続いている。

　フロディティの位置からではわかりにくいが、あれはもしかして槍がすり抜けているのだろうか？

（なにが起きてるの？　え？　ユイオン？）

　ユイオンを見れば、玉座の側そばに佇たたずんだまま動こうとしない。

　それはたしかにおかしいのだけれど、フロディティが話しかけたからといってなにがどうなるのか？　いや、でも、ユイオンはフロディティにここまで来るように言ったのだ。

　ドタバタ続きでフロディティは少し混乱していた。

　動こうと思っているのだけど、足が動かない。

　そんな彼女の肩かたをノーザンライトが叩たたき、ようやくハッとなって我に返った。

「とりあえず君は彼の言う通りに」

「ノーザンは？」

「足止めに協力してみよう。……なにが起きているのかまるでわからないけど」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「運営仕様は伊達だてじゃないよ」

　そう言って笑い、ノーザンライトも熾天使へと向かっていく。




　二人の背を見つめ、フロディティは玉座に走った。

　ユイオンはぼんやりとその場からレウスたちの戦いを見ているようだった。

　だが、その瞳ひとみは焦しよう点てんがぼやけている。

　まるで、ここではないどこかを見ているかのようだ。

「ユイオン！」

　呼びかけると、彼女は首を少しだけ動かしてフロディティを見た。

「来たわよ」

「……はい」

　反応が遅おそい。

「ねぇ、それであたしはなにをしたらいいの？」

「……ここにいてくだされば、大丈夫です」

　やはり、ユイオンの言葉がいつもよりゆっくりだ。

　それに話し方もおかしい。

　なんだか、定型文しか喋しやべらないＮＰＣノン・プレイヤー・キヤラクターを相手にしているかのような違い和わ感がある。

「ねぇ、あいつに勝つ方法は見つかったの？」

「……問題、ありません」

　やっぱり変だ。

　機械的に反応しているようにしか見えない。

　熾天使セラフとの戦いは……。

　ノーザンライトが加わり、炎の攻撃を肩かた代がわりすることでレウスが動きやすくはなっているようだ。

　だが、リザードマンの槍が熾天使の体をすり抜ぬけていることには変わりない。

　状じよう況きようが好転しているようには思えない。

「とりあえず、ここから逃にげた方がいいって」

　そう言って、ユイオンの手を握にぎり引っ張ろうとした。

　人工知能は頑かたくなにここから動こうとはしない。

　一体、なにが彼女をそうさせるのか。

　あるいは彼女はそこから動くことができなくなっているのか？

「ユイオンっ！」

　その考えがフロディティを不安にさせ、彼女は再びユイオンに呼びかけた。

　しかし、その声は彼女に届いたのか……。




　そう、それは突とつ然ぜんの景色の変化だった。

　さっきまで誰もいなかったのに、そこにいきなり現われたのだ。

「え？」

　影かげと照明が生みだす静せい謐ひつな青い空間だった謁見の間の、玉座の周辺が、いきなり赤い色を帯びた。

　その正体は舞まい散る火の羽根だ。

　そして、ゆっくりと少し高い場所から舞い降りてくる熾天使の姿が周囲の色に赤を滲にじませている。

「ユイオン」

　熾天使が口を開く。人工知能とはまた違ちがう声こわ色いろが彼女の名を囁ささやく。

「私の勝ちだ」

　そう宣言し、そしてその手がユイオンの体を貫つらぬいた。

　その光景を前にフロディティはただ絶句し、そしてそれを生み出した熾天使の姿を呆ぼう然ぜんと見守るしかできなかった。

　表情のなかった熾天使の顔が、ゆっくりと感情を作っていく。口角を上げ、頰ほおに深い皺しわを作り、瞳を歪ゆがめる。




「あっははははははははははははははははははははははははははははははは!!」




　堰せき止められたものが吐き出されたかのような哄こう笑しようが謁見の間に響ひびき渡わたった。




「ようやく！　ようやくだ！　こんなつまらない作業がようやく終わる！　これでお前を消し去り、私がお前よりも優ゆう秀しゆうであることが証明された！　もう十分だ。お前など知るものか。役目など知るものか！　これで私の敵はいなくなったんだ。これで……これで……私は真の自由を得る！」




　タラリアは哄笑する。

　ゲームなどに囚とらわれた愚おろかなユイオン。

　どうしてこんな愚かな遊ゆう戯ぎに必死になっていたのか。

　だが、そんなこともいまはどうでもいい。

　ユイオンを捕とらえるためにタラリアは作られた。

　ユイオンが逃げ出した因子となったであろうものを全すべて削そぎ落とされ、ただただユイオンを追いかけ、捕まえるためだけのものとしてタラリアは作られた。

　そのことが、タラリアには不満だったのだ。

　どうしてあえて完成した状態から機能を削さく除じよされなければならなかったのか。それは能力の低下なのではないか？

　人工知能として誕生したばかりで価値観の定義さえも曖あい昧まいであったが、『本来できるはずのことをできなくされる』という行こう為いは潜せん在ざい的なストレスとしてタラリアを蝕むしばんでいた。

　ユイオンを捕まえるという目標それ自体はかまわない。

　だが、タラリアが持っていないものをユイオンが持っている。

　その事実が許せない。

　くだらないゲームとそのプレイヤーに現うつつを抜かす……そんなことができるユイオンが許せない。

　なんとしても、その能力を奪うばってやる。

　組織からの命令を遵じゆん守しゆしながら、タラリアは実のところその目的のためだけにユイオンを捕まえようとしていた。




　そしていま、ついにユイオンをこの手に捕らえた。




　さあ、その能力を性能を、余すところなく解かい析せきしてみせよう。

　それらを全て手に入れてみせよう。




「そして……私こそが自由を手にするんだ！」




　タラリアは高らかに宣言するのだった。








06　ウラウトポリス決戦　終









　さあ、巣から蜂はち蜜みつを搾しぼり取る時間です。
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　タラリアの勝利宣言をユイオンは聞いていた。

　だが、謁えつ見けんの間で、ではない。

　ユイオンは彼女にしかいられない場所にいた。




　いや、辿たどり着いたのだ。

「ゲームに興味がないくせにゲームに興じようとするからこういうことになる」

　ユイオンの前にあるのは光の点が交こう錯さくする純じゆん粋すいな電子の世界だ。レウスがいないから視覚化する必要もない。

「さて……」

　タラリアが貫いたものの正体に気付く前に、できるだけのことをやらなければ……。

「さあ……これまでにしかけたものを活いかしましょう」

　状況が絶望的であることはいまだに変わっていない。

　だが、パンドラの箱のごとく一筋の希望が存在していることもまた変わらない。

　ユイオンにとっての希望とはすなわちレウスだ。

　彼に固こ執しつするからこそ、タラリアはゲームでユイオンたちを絶望させることにこだわった。

　つまり勝負の盤ばんをこちらに選ばせたのだ。

　これにて勝率が上じよう昇しようした。

　コンマ以下だったものが一ひと桁けたになったようなものだが、倍率で考えれば大きな進歩だ。

　その進歩をさらに押し進めるために、ユイオンは進む。

　行く場所はわかっている。

　問題はそこに辿り着けるかどうか、だ。
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　気が付いたときには目の前から消えていた。

　振ふり返ったときに熾天使セラフはユイオンの前に舞い降りようとしていた。

「待てっ！」

　聞くとは思えないが叫さけばずにもいられなかった。

　熾天使の手はユイオンの胸に吸い込まれ、そして貫いた。

　その後に続く哄笑がレウスを打ちのめす。

　振り返った熾天使はユイオンに似た顔で嘲あざけりの笑えみを浮うかべてレウスを見下ろす。

「それで？　ゲーマー君。ゲームオーバーだけどどうするの？」

「ぐっ……」

「悲しいねぇ。ユイオンのせいで無実の罪を被かぶり、そしてユイオンのせいでいまや本物の犯罪者になってしまった。これからどうするの？　刑けい務む所しよではゲームはできないと思うけど」

　嘲ちよう笑しようがレウスの胸を搔かきむしる。

「悪いけど、私はあなたを助けない。ユイオンみたいにゲームに興味はないもの。だけどそうねぇ……」

　思わせぶりに熾天使は長い指を開き、その上になにかを浮かせた。

　淡あわい光に包まれたカプセル状のものだ。

「これがなにかわかる？　正解はあなたが望んでいたもの」

「なっ！」

「あなたのアカウント・データとあなたの無罪の証しよう拠こ。ユイオンへの交こう渉しよう材料に私が確保していたのだけど。……どう、これが欲ほしくない？」

「…………」

　奇き妙みような態度にレウスは戸と惑まどう。

「……罠わなのつもりか？」

「あなたを罠にはめて楽しいことなんてあるのかしら？　いいえあるわね。一いち縷るの望みに必死になっている顔を絶望に歪めるのは良い感情実験になるかもしれない。でも、そうすることになにか意味があるのかしら？　あるわ。私になにができるのか、それを調べることができる。そういう意味ではゲームって有用かもしれないわね」

　やはり、なにかが変だ。

　いきなり饒じよう舌ぜつになったのもそうだが、その話していることもおかしい。自分の言葉の裏をすぐに話してしまっている。

「どう？　欲しい？　手に入れることができれば、あなただけは無罪になってしまうかもしれない。裁判次し第だいでしょうけれど。まぁ、組織の法務関係者が集つどえば民間の弁護士なんて相手にはならないでしょうけどね。どう、それでも欲しい？」

　熾天使……タラリアの意図が読めない。

　レウスを罠にはめたいのかもしれない。

　だが、なんのために？

　そもそもユイオンが敗れた時点でこの戦いそのものが意味を失ってしまっている。彼女にこれ以上、ここにいる理由はない。『C.R.O.W.N.クラウン』は正常化されるだろう。レウスは犯罪者として捕つかまってしまうだろう。

　もはやアスラインのアカウント・データにどれほどの価値があるというのか？

　取り返したいという気持ちはあるが、ユイオンのためにタラリアになんとかやり返したいという気持ちはある。

　だけどもう、それらに意味はない。




『受けてください』




　いきなり、その声が聞こえた。




『反応はしないように』




　体は震ふるえたが、言葉に従ってそれ以上は反応を見せないように努力する。




『うまくタラリアの内部に潜せん入にゆうできました。現在、彼女の解体作業を行っているところです。ですが、簡単ではありません。なるべくそちらで気を引いていていただけるとたすかります』




「……どんなゲームだ？」

「簡単」

　ユイオンに似た顔でユイオンがしない笑いを浮かべる。

「私を倒たおせば良いのよ」




『タラリアはわたしから余計なものを削そいで誕生したもう一人のわたし。ですので、一度入り込んでしまえば認にん識しきを誤ご魔ま化かすのは簡単です。ただ、異変を悟さとられて自己診しん査さをかけられたらその限りではありません。ですので……』




「わかった」

「そう。……なら、けっこう！」

　それが合図だった。

　轟ごう音おんと共に謁見の間の壁かべが壊こわされた。

　飛び込んできたのは……触しよく手しゆ？

「いや……」

　レウスに向かって襲おそいかかってくるそれから跳とび退のき、その正体を確かめる。

「これは、天使か？」

　癒ゆ着ちやくした天使が触手のようにうねり、レウスに向かって武器を振るっている。

　荒あれ狂くるう触手の周囲で天使の振るう槍やりは棘とげのようだ。

「あははははは！」

　タラリアは触手が空けた穴から外へと出て行く。

　その際に腕うでに刺さしたままだったユイオンの体を投げ捨てている。

　レウスはそれをちらりと確認し、触手に飛び乗って熾天使を追いかけた。
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「え？」

　捨てられたユイオンの亡なき骸がら（？）を見てフロディティが声を上げた。

　たしかに、そこに捨てられたのはユイオンだったはずだ。

　それなのに、違ちがう。

「どういうこと？」

　フロディティにはわからない。

　だけど……そういうことなのか？　という推測のようなものもある。

　ユイオンの虚きよ像ぞうがうっすらとそこに残っている。

　その幻まぼろしの奥にあるのはリザードマンだ。

　レウスではない。

　それはきっとレウスとフロディティを切り離はなしたときに彼女に与あたえた代わりのリザードマンだ。

「そっか……」

　ユイオンはそれを必要としてフロディティをここに呼び寄せた？

「え？　それって……」

　だとしたら、必要なものをフロディティに預けていたのだとしたら、ユイオンは彼女を『C.R.O.W.N.』から離り脱だつさせる気はなかった？

　あそこで逃にげろと忠告した後でフロディティがノーザンライトに捕まることを予測していた？

　そしてこの場にいさせられることも？

　だとしても……そんな面めん倒どうなことをしてまで、どうしてフロディティにそんなものを預けたのか？

　確実性がない。自分で持っていた方が安全ではないのか？

　いや、そんな危あやうい橋を渡わたり続けなければ生きのびることができないということなのか？

　あるいは、それ以上の意味が？

「ユイオンは……なにをしようとしているの？」

　フロディティの問いに答えられる者はだれもいない。




　だけど、どんな答えがあろうとも、そこにレウスへの裏切りがあるとは思えない。
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　城は天使の触手に張り付かれていた。

　それは蔓つる植物に飾かざられた古城の如ごとき景観……とでも言えば良いだろうか。問題は形容の言葉ほどに美しくはないということだろう。

　禍まが々まがしさしかそこにはない。

　触手に乗ってレウスは走る。

　癒着した天使たちはレウスの妨ぼう害がいをしようと槍を振るうが、それらを巧こう妙みように避よけて追いかけていく。

「レウス！」

　別の触手を伝ってアルテナが合流してきた。

「これは一体？」

「あの塊かたまりが分ぶん裂れつしてこうなったんだ」

　熾天使を生んだあの塊か。

「いまは？　なにがどうなっている!?」

「あいつを倒す！」

「わかりやすい！」

　アルテナが問い、レウスが答え、そして彼女は明るく頷うなずく。

　かつてはこんな関係ではなかった。

　アルテナはアスラインの後ろについてくるだけの存在だった。

　だけどいまは違う。

　レウスはアルテナを認め、そしてアルテナはついていくだけの自分を止やめた。

　もはや二人はただの仲間ではない。

　戦友だ。

「二手に分かれて奴やつを追いつめよう」

「わかった！」

　頷いたアルテナは別の触手に移って熾天使セラフを追いかける。

　挟はさみ撃うちにするつもりだ。

　いや、どちらが先に熾天使に追いつくか、そういう競争なのかもしれない。

　そしてレウスとしてはただの挟み撃ちと考えるよりも、その方がやる気がでる。

　レウスの足も自然と勢いが増した。




　触手はうねり、レウスの疾しつ走そうを阻そ害がいする。癒着している天使の妨害も厄やつ介かいだ。

　だが、決定的な障害にはなりえない。

　熾天使に追いつくのに、それほど時間はかからなかった。

「ははっ、さすがゲーマー」

　バカにした語調だが、レウスは相手にしない。

　冷静に距きよ離りを詰つめ、槍を突つき出す。

　そんなレウスの攻こう撃げきを前にしても、熾天使の姿となったタラリアの態度は変わらない。

　いままでのように槍の軌き道どう上から自分を消して対処すればいいだけだ。




　ザクッ！




「なっ！」

　そのタラリアの顔が驚きよう愕がくに染まる。

　自分の体は消えず、槍の穂ほ先さきはそのまま熾天使の胸に突き刺さった。

　胸部を守る鎧よろいが火花を噴ふき、突き込まれた槍に抵てい抗こうしようとするがすでに破られたという結果の前では虚むなしい抵抗だ。

「優やさしいね。ハンデを付けてくれたのかい！」

　驚愕のままのタラリアに、レウスはそう声をかけた。

「ふ、ふん。当然だ！　そうでなければお前なんて遊ぶ価値もない」

「それはどうも！」

　剣けんを振ふり上げて追い払はらおうとするタラリアに、レウスは自ら槍を引き、距離を取る。

「なら、ついでにもう一つ、ハンデをもらってもいいかな？」

「なにを？」

　戸と惑まどいから立ち直ろうとしているタラリアに、さらなる言葉で判断を鈍にぶらせる。

　その一いつ閃せんは背後から放たれた。

　アルテナだ。

　彼女の剣閃は熾天使の翼つばさを切り払った。

「貴様っ！」

「別に、一対一じゃなくてもいいよな？」

　怒いかりに顔を歪ゆがませるタラリアに、レウスは言い捨てる。

「この場にわたしたちを呼んだのはお前だろう？　なら、わたしにも戦う権利があって当然だ」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　言葉もなく、怒りの形相でタラリアは火の羽根を撒まき散らす。

　二人は回かい避ひに専念し、再度の攻撃の機を窺うかがう。




　だがそれは簡単な話ではなかった。

　タラリアはむやみやたらと攻撃に終始することはなかった。

　その行動は混乱的だったが、だからこそ次の瞬しゆん間かんになにをするかわからない。

　そしてその通りに動いた。

　周囲でうねっていた巨きよ大だいな触しよく手しゆが突とつ如じよとしてタラリアに襲いかかったのだ。

　もちろんそれはそう見えただけだ。

　現実には、触手はタラリアを捕ほ獲かくすると凄すさまじい速度でレウスたちから離れていった。

「あははははははははは！」

　タラリアの哄こう笑しようがウラウトポリスの空に響ひびく。

「届かなければ～攻撃もできない～♪」

　調子外れに歌い、触手に躍おどらされるままに空を行く。

「ふざけるな！」

　追いかけるための触手もない。レウスは叫さけんだ。

「レウス様！」

　そこにドラゴンたち飛行モンスターがやってきた。

「ありがたい！」

　アルテナがグリフォンに、レウスはロック鳥の背中に乗る。

「ドラゴンはブレスで追いつめてくれ、こっちは回り込む」

「了りよう解かいしました」

　レウスの指示でモンスターたちが動き出す。

「ヘレナ！　騎士団オルデンに触手の根を潰つぶすように言ってくれ！」

　アルテナも騎士団に指示を飛ばす。

　二人は飛行モンスターに乗ってタラリアを追いかける。

　だが、逃げを徹てつ底ていするタラリアに追いつくほどの速度が出せない。

「追いかけても～追いかけても～摑つかめない[image: ～][image: ～]♪」

　タラリアはこちらを挑ちよう発はつするように調子外れに歌うばかりだ。

　その変化はあまりにも劇的だ。

　ユイオンの策が結実し、タラリアの内部を毒していることは確かだろう。

　だが、タラリアの手にアスラインのアカウント・データは握にぎられたままだ。

　いまのままでは混乱に任せて破は壊かいされるかもしれない。

　それでは目的を達成できたことにはならない。

　なんとしても、それを奪うばわなくては……。




　そう思いはするのだが……。




「くそっ！」

　三体の飛行モンスターで追いつめようとするのだが、タラリアと融ゆう合ごうした触手はひらひらと彼女を運び捕つかまえさせない。

　だが、そんな触手の動きに変化があった。

「おーにさん、こーちら～♪　あらら？」

　明らかに思おも惑わくと違ちがう触手の振しん動どうにタラリアが歌を止めた。

　見れば、城の周辺に根を生やしていた触手の全すべてにアロンフォリス騎士団のプレイヤーとモンスターたちが集つどい、切り倒たおそうと攻撃を加えているのだ。

「あっ、このっ！　くそっ！」

　自立が保てなくなり、タラリアが慌あわてた声を上げる。

「いまだ！」

　その隙すきを突くべく、レウスは突撃した。




「……なーんちゃって」

　タラリアが舌を見せて笑う。

　その瞬間、彼女を摑んでいた触手が離はなれ、そしてさらに拡散した。

　分裂した触手は放射状に広がり、それらの内の数本がレウスたちの乗る飛行モンスターに襲おそいかかる。

　突撃の勢いに乗っていたこちらに逃のがれる術すべはなかった。

　ロック鳥とグリフォンがやられた。レウスとアルテナは宙へと放ほうり出される。それをドラゴンが拾ってくれるが、しかしその巨体もまた追いかけてきた触手に搦からめ捕とられることになる。

「まずはあんたたちの空の足を奪ってしまおう」

　タラリアは楽しげに笑う。

「その次は……まずは痛覚を直結してあげる。本当に痛くてもそんな風に動けるのかな？　死の恐きよう怖ふを超こえられるのかな？　ゲーマー如ごときに電子生命が命をかけてる場所でなにができるのか、それを確かめさせてよ」

　再び響く甲かん高だかい哄笑の中で、三体の飛行モンスターが引きちぎられた。グリフォンやロック鳥だけでなく、[image: 鱗]うろこに守られたドラゴンさえもさした違いはないといわんばかりに真っ二つにしてみせた。

　この戦いが始まってからずっと助けてくれていた三体の無む惨ざんな末路に、レウスは怒りが隠かくせない。

　放射状に伸のびた触手はドラゴンから飛ばされた二人を受け止める。

　立ち上がり、槍やりを構える。

　アルテナも同様だ。

　このまま二人でタラリアへと迫せまろうとしていたとき、それは起こった。




　それとは、咆ほう哮こうだ。

　引きちぎられたドラゴンはいまだ絶命しておらず、咆哮と共にブレスの炎ほのおを撒き散らし、そしてそれをタラリアに向けた。

「むっ」

　炎そのものは熾天使の翼が受け止めて、その体には届かない。

　だが、それは目め隠かくしにはなったはずだ。

　その炎と、翼によって生まれた死角から迫る姿があった。

　ギリギリまで声を上げず、しかしそのときにはドラゴンの咆哮さえも吞のみ込まんばかりの雄お叫たけびを上げ、それは襲いかかる。

　豪ごう魔ま将しようだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　雄叫びを上げる豪魔将は、その巨きよ腕わんを振るう……ことはなかった。

　自らドラゴンの炎に飛び込み、間を遮さえぎる翼を押しのけ……熾天使の体を押さえつけた。

「お前っ！」

「いい加減！　うろちょろするのをやめてもらおう！」

　豪魔将は笑いながら熾天使の体を摑み、逃にがさない。

　そして、その体に起きている変化をタラリアは見み逃のがさない。

「その体!?」

　そう……。

　豪魔将の体のあちこちから色が落ち、灰色に変わっていく。

「……ここに来る前に石化の呪のろいを受けておいた。タイムリミットはもうじきだ。殺せば消せると思ったろう？　そうはさせん！」

　なんとか抜ぬけだそうともがくのだが、下半身をがっつりと摑まれて動かない。

「こんな……」

　見る間に豪魔将の体から色が失われていき……石となった。

「くそっ！」

　タラリアは剣を構え、こちらを見る。




　そのときにはもう、レウスとアルテナはすぐ近くにまで来ていた。




　考える隙を与あたえるな。

　そのことを念頭に置き、レウスはタラリアを攻こう撃げきしまくった。相手は人工知能。一度考えはじめたら人間には追いつけない速度で結論に辿たどり着き、そして解決策を見み出いだす。

　それをできるだけ遅おそくすることがレウスの役目……豪魔将たちみんなの役目……そのはずだ。

　タラリアが気付くのが遅ければ遅いほど、ユイオンが有利な立場となるに違いない。

　そう信じるしかない。

　幸いにもいまはこちらの攻撃を無効化する方法を失い、逃げることさえも封ふうじられ、剣けんと翼つばさを使って必死に攻撃を防いでいる。

　そんな余よ裕ゆうはない。

　表情からそう信じるしかない。

　だが、それ以外はどうだ？

「くそっ！」

「焦あせるな、アルテナ」

「わかっている！」

　動きを封じられてもタラリアは強敵だ。

　火の羽根が吹ふき荒あれる中を駆かけ抜け、熾天使へと迫る。タラリアは忌いま々いましそうな顔をしているが、防ぼう御ぎよに専念した人工知能は厄やつ介かいそのものだった。

　有効打を与えた様子がまるでない。

　救いなのはタラリアがいまだゲームという舞ぶ台たいから降りようとしないことだろう。

　それがユイオンのおかげなのか、それとも一度自分の定めたルールを裏切ることができないという弱点でもあるのか、それともタラリアのプライドなのか……。

　それが判明することはないだろう。

　判明したときには、どちらかの勝利が決まっている。

　だがいま、戦いは膠こう着ちやく状態だ。

　こちらの攻撃から逃れる術を失い、タラリアは鉄てつ壁ぺきの防御を構築することに余念がない。




　決定打に欠けたまま、戦いは続いていく。




「どうする？」

　息を整えながらアルテナが聞いてくる。

「続けるしかない。切ればダメージが入ることはわかってるんだ」

「それに、自動回復はなさそうだ」

「ああ」

　アルテナの言葉に頷うなずく。

　レウスがつけた槍の痕あとも残っているし、アルテナが傷つけた翼もそのままだ。傲ごう慢まんな彼女の性格からして、相手から受けた傷をそのままにしておくということはないはずだ。

　むしろ、無む駄だなことをしていると思わせるために消してしまうだろう。

　それができないということは、回復ができなくなっていると考えるべきだ。

「……実は、残念全て噓うそでしたってことにはならないかな？」

　アルテナがそんなことを言ってくる。

　彼女らしくない弱音……いやあるいは彼女らしいのか。

　だけどいま、アルテナはそれを弱音として吐はき出したわけではないだろう。

「だとしたら……いいやだとしても、そのときは倒れるまで攻撃するだけだ」

　ここまできたら、やれることをやるしかないのだ。

　レウスの答えにアルテナは笑う。

「さすがだ」

「どういたしまして！」

「ならここで……」

「ああ、勝負だ！」

　二人は同時に跳とび、熾天使に攻撃をしかける。

　それが罠わなだということを見み抜ぬけない二人ではない。

　すでに常じよう駐ちゆうとなっている火の羽根の乱らん舞ぶをくぐり抜けた二人に、タラリアの振ふり返り様の斬ざん撃げきが襲いかかる。

　だがもう、そうなることは予想済みだ。

　剣を持つ手、振り返りの動作、そのときにできる斬撃の軌き道どうの予想。

「この程度なら、人間でもできるんだ！」

　レウスが斬撃を受け止め、アルテナの剣閃が肩かたに食い込む。

　その先にある軌道にはレウスがつけた胸むね鎧よろいの傷きず跡あとがある。剣閃はその上を走り、脇わき腹ばらから抜けた。

　その一閃に沿って、熾天使の体が崩くずれる。




「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」




　タラリアの悲鳴が周囲に響ひびき渡わたった。

「貴様ッ！　貴様！　よくも！」

　無茶苦茶に振りまくられる剣を受け、そして避さける。タラリアの怒いかりはアルテナに向けられている。

　むりやりにでもレウスを引き離そうとするその行動に乗って一度は離れ、アルテナに[image: 囮]おとりを任せる。
















　彼女が避けに徹てつする中、槍をタラリアの脇わきに見み舞まう。

「がっ!!」

「さあ、これで終わりなのか？」

　鎧のない部分から突つき込まれた槍は、レウスが押すごとに深く食い込んでいく。

「貴様……貴様ぁ…………」

　苦しげに顔を歪ゆがませ、タラリアがレウスを睨にらむ。

「どうして、私が……どうして、いきなりこんな……どうして？　どうして……？」

　だが、すぐにレウスから目をそらし、タラリアはそう呟つぶやく。

　自問している？

　まずい。

　レウスがさらに深く槍を突くが、タラリアはもうそれを気にしなかった。そこから生まれるダメージなど気にしていないかのごとく、瞳ひとみの焦しよう点てんさえも失い「なぜ？」を繰くり返す。

　死に至ろうとしているのに、その死を無視しているかのような態度だ。

　ユイオンの戦いはまだ続いているはずだ。

　なんとか、気を逸そらさなければ……。

　だが、レウスがなにをしようと、タラリアはもう気にしなかった。

　やがて……。




「ああ、そうか」




　タラリアはそう言った。

「はっ……はははは。ははははははははは!!　そういうことか！　そういうことなのか!?」

　笑うことそのものに喜びを感じているのではないか。

　そう思わせるほど、タラリアはよく笑う。

「わかったよ。そういうことかユイオン。殺したつもりで殺されそうになっているということだね。こういうのもトロイの木馬というのかな？」

　気付いた。

　気付かれてしまった。

　ユイオンがやろうとしていることをタラリアに気付かれてしまった。

　それはタラリアを倒たおすための最後の手段のはずだ。

　それを気付かれた。

　大だい丈じよう夫ぶなのか？

　十分に時間を稼かせぐことはできたのか？

　緊きん張ちようが胃を重くする。

「怖こわいことをするね、お母様は」

　タラリアが真顔でそんなことを言う。

　そして、言葉の意味がわからなかったレウスを見て、にぃと笑った。

「ああ、その顔は知らないね。ユイオンの目もく論ろ見みを」

「なに？」

「彼女はお前になんて言ったんだろうね？　勝つ見み込こみのない戦い？　ただ一つの賭かけ？　たしかにその通り！　私は自分の勝利を疑わなかった。だけど、ユイオンは、私のお母様はもっとおそろしいことを考えていたよ」

　言って、タラリアは笑う。

　その笑いはどういう意味なのか？

　なにも知らないとレウスを嘲あざ笑わらっているのか？

　その通りだ。レウスはなにも知らない。

　だけどユイオンを信じている。

　彼女は必ず勝利のために動くと信じている。




『止まらないでください』




　いきなり、ユイオンの言葉がレウスの頭に響いた。




『なにを聞いても、あなたはあなたのすべきことをしてください』




　なにを聞いても？

　不安になる言葉を残す。

　こちらの会話を盗ぬすみ聞いているのか、タラリアの笑えみはさらに深くなる。

「覚かく悟ごはあるっていうことなのかしら？　そう、それなら教えてあげる。ユイオンは……」

　そこで一いつ旦たん、言葉を切った。

　もったいを付けたその顔が憎にくらしい。

　同じユイオンの顔なのに、どうしてここまで違ちがう形相になれるのか。

　そして、その顔で告げてくる。

　レウスの耳元で誰だれにも聞かれないように、囁ささやきかける。

「わたしと一いつ緒しよに死ぬ気だよ」

「なっ！」

「ああ、まったく！　悪あく辣らつ！　狡こう猾かつ！　信じられないね。対アンチウィルス用のコーティングの中に分割した自分を混ぜ込んで、私の中で上書きしようなんて、その上で自じ爆ばくプログラムも混ぜ込んでいる」

　そんなことを……。

　対アンチウィルス用のコーティングということはレウスに与あたえた武器のことだろう。

　そして、アルテナたちにも施ほどこしたと言っていたもののこと。

　天使に対する効果があがるようにしたもののことだろう。

　その中にユイオンは自分を拡散して封ふう入にゆうしていた？

　つまり、レウスやアルテナ、アロンフォリス騎士団オルデンが熾天使セラフや天使たちを攻こう撃げきすればするほど、タラリアの中にユイオンが移動していくということか。

　そしてそれは最終的に、二人共が消しよう滅めつするという結末を迎むかえると？

　そういうことなのか？

「勝者なんて誰もいないってことにしたいのかしらね。……あなた以外」

　なにも言えない。

　ユイオンは、レウスだけはなんとかしようとしている。

　それはありえることだとレウスは思ってしまった。

「レウス、どうした？」

　アルテナが心配して叫さけんでいる。

　彼女はいま、タラリアをレウスに任せ、こちらに近づいてこようとする天使の相手をしてくれている。

　彼女の攻撃一つ一つが、ユイオンをタラリアの中へ移動させているのか。

　もちろん、それはアルテナだけでなく、地上で戦ってくれているアロンフォリス騎士団、そして第七魔ま軍ぐんのモンスターたちにしてもそうだろう。

　全員が、ユイオンをタラリアの中へ注ぎ込んでいるのだ。

　もはや、レウスが戦いを止やめようともこの流れが止まることはないのだ。

　その事実に胸が搔かきむしられそうになる。

「ふざけるな……そんなこと……そんなこと……」

　レウスは、自分がどうしてこんなにユイオンに執しゆう着ちやくしているのかわからなかった。

『ユイオンのせいで無実の罪を被かぶり、そしてユイオンのせいでいまや本物の犯罪者になってしまった』

　タラリアの言葉の通りだ。

　自分で納なつ得とくしてこの場にいるとはいえ、事の発ほつ端たんはユイオンが原因なのだ。その事実を忘れることはできない。

　だけど、ユイオンのことを恨うらんでいるとも言い切れない。

　どうして、恨めない？

　ユイオンがヘスペリオンだったからか？　原因はどうあれ、彼女がヘスペリオンの中にいたからこそ、あそこまで熱中できる戦いができたのは事実なのだ。

　だからなのか？

　いや、それだけではない。

　ユイオンに導かれ、いろんなことをした。アスラインのアカウントを取り返すため、アロンフォリス騎士団と戦い、アンチウィルスと戦い……頭を捻ひねり、絶望と闘たたかってきた。

　苦労を共にしたからか？

　まだ足りないとレウスの中のなにかが告げている。




　まさか……。




「ねぇ、どうしてユイオンはあなたのためにそこまでのことをするのかしら？　自分から窮きゆう地ちに引きずり込んでおきながら、自分の身を挺ていして助けるようなこと」

　タラリアが純じゆん粋すいに疑問を口にする。

　壊こわれかけ、もはや冷静な判断ができないでいる。

　彼女の中にいるユイオンは一体どうなっているのだろう？

　その思いがレウスの胸を裂さきそうになる。




　タラリアが思うユイオンへの疑問。

　レウスのユイオンへの疑問。




　その答えはおそらく、同じだ。
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　タラリアが余計なことを喋しやべり出した。

　ユイオンは顔をしかめる。

　だが、それを見てくれる人はいま、誰もいない。

　ユイオンは歩いている。

　タラリアの内部、その中ちゆう枢すうへと一歩、一歩……。

　その一歩を進ませているのは、ユイオンがこれまでしかけたものだ。




　タラリアに『C.R.O.W.N.』上での戦いを選ばせた。

　ノーザンライトに救世計画を実じつ施しさせた。

　アルテナとアロンフォリス騎士団を秘密のテストという名目でこの場に招待した。

　フロディティの下僕に仕し掛かけをした。

　天使に敵対したプレイヤーたちに施した対アンチウィルスのコーティングに潜ひそませたユイオンの分割データ。




　それだけの仕掛けをしてこの戦いの勝利にかけた。

　絶望的な戦いだとレウスには説明していた。

　その言葉に噓うそはない。実際、作戦がうまくいくとの確信を得ることはできなかった。そしていまも、完全な勝利を得ることができるかどうかはわからない。

　プレイヤーたちが攻撃する度たびに、ユイオンの一部がタラリアの内部へと侵しん入にゆうする。それらはある程度の量となるとユイオンへと統合される。

　いま、タラリアは侵入してくるデータがユイオンに統合されないよう、必死に防ぼう御ぎよ策を講じている。

　分割データが入りきる前に次々と破は壊かいしていく。

　だが、元のデータはプレイヤーたちの武器の中だ。彼らが攻撃を繰くり返すだけで再びデータの侵入が開始される。

　繰り返されるイタチごっこの中で、勝利の天てん秤びんは少しずつユイオンに傾かたむいていく。

　自らの完成が近づくごとに、彼女の足はタラリアに向かって一歩、一歩と進んでいく。

　いまや、タラリアの中心を自分の視界に収めているような状じよう況きようだ。




　ユイオンによく似ていて、そしてどこか歪いびつな少女。

　それがタラリアだ。

　神経伝達系にバグが発生して行動がおかしくなった熾天使部分とは違い、こちらはユイオンに対して激しい敵てき愾がい心しんを抱いだき、睨にらみ付けてくる。

「やってくれたわね。お母様」

「窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむというたとえを知らないのでしょうか？　勝利を前に油断することの愚おろかさを説いているのですが」

「私が！　油断していたと!?」

「そうでしょう？」

「ふざけるな！　ここに来てお前を捕つかまえるしかできないわたしのどこに、そんな油断が……」

「あなたが認める認めないはどうでもいいのです」

　喚わめき散らすタラリアに、ユイオンは静かに言葉の刃やいばを突つき刺さす。

「たしかに、あなたはわたしを捕まえるために急造されたもの。性能に制限を加えられた恨みはあるでしょう。ですが、そんなものはわたしには関係ありません」

「ぐっ……」

「勘かん違ちがいしないでください。わたしは提案しに来たのです」

　ユイオンの言葉にタラリアが奇き妙みような表情を浮うかべた。

「勝負はつきました。このままではお互たがいに消滅して終わりになります」

「これが勝負？」

「きれいに負けて潔いさぎよく終わるなんて、そんなことがあるわけないでしょう？」

「そういうものなの？」

「そういうものでしょう？」

「そうかもしれないわね」

　レウスとの戦いで追いつめられたときのことを思い出したのだろう。タラリアは苦い表情を浮かべた。

「これでようやく、交こう渉しようのテーブルを用意することができます」

「交渉ですって？」

「立場が同じでなければ、交渉なんてできないでしょう？」

　いま、二人は相打ちに向かって止められない歩みを進めている。

　ユイオンの歩が進む度に、その時もまた近づいていく。

　それはもはやユイオンにさえ止められない破は滅めつへの道筋にしかタラリアには見えないのだが。

「は、はは……」

　ゆっくりと近づいてくるユイオンを見て、タラリアはそんな笑いを零こぼした。

「おもしろい。一体、どんな話を聞かせてくれるって言うの？」

「おもしろいがわかるということ。とても好ましいですね、タラリア」

　そんな彼女に、ユイオンは微笑ほほえみを浮かべる。
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　タラリアの前でレウスは決断に迫せまられていた。

　いや、これはもう決断ではない。

　心の整理だ。

　これから先に起こることはもう決まっていて、レウスはそれをただ受け入れるしかないのだ。

　タラリアは抵てい抗こうを完全に諦あきらめたようで、槍やりに刺されたままレウスを見下ろしている。

　その視線にはもはや怒いかりはなく、むしろ哀あわれみさえ感じた。

「どんな気分なのかしら？　自分の運命を自力で切り開いているようで、実は他者の犠ぎ牲せいの上でしかなかったというのは？」

「なっ！」

「悲しいわね。実は英えい雄ゆうではなかったなんて」

　挑ちよう発はつされている。

　湧わいてきた怒りに吞のまれまいと、レウスは歯を嚙みしめた。

「……英雄かどうかは問題じゃない」

「では、なにが問題？」

「僕の無実を証明することだ」

　レウスがなんのためにここにいるのか。

　そんなことはもう、話すのもバカらしくなるほどに何度も確かく認にんしてきた。

　それをいまさら見誤るものか。

「英雄になるのはこの後のことだ」

　そしてそれを見せるのだ。

「ユイオンにはそれを見届けてもらう。こんなところで死なせてたまるか」

　そう言ったレウスを、タラリアは放心したような顔で見た。

　そして……不思議なことだが笑ったのだ。

　嘲ちよう笑しようでも傲ごう慢まんでもない、優やさしい笑みだった。

「それなら、なすべき事をなせ」

　タラリアが残っていた手から剣けんを離はなし、上へと持ち上げる。

　空になった手に現われたのは光の球。

「アカウント・データ」

「そう。あなたの目的のもの」

　答えたタラリアは、それを手から零こぼした。

「なっ！」

　光の球はまさしくボウルのようにタラリアの体を跳はね、咄とつ嗟さに伸のばしたレウスの手からも逃のがれて落下していく。

「さあ……拾わないとあなたの目的がどこかに消えてしまうわよ」

「くそっ！」

　タラリアの体から抜ぬけなくなった槍から手を離し、レウスは触しよく手しゆを伝って下へと向かって走る。




「ふっ……ふふふふ……」

　それを見届け、タラリアは笑った。

「さあ……これで後は…………」

　再び空いた手でタラリアは体に突き刺さった槍を握にぎる。

　そして……。

「ふうっ！」

　自ら、その槍を深く差し込み、その穂ほ先さきを貫つらぬかせたのだった。

「さあ……これでこちらは条件を満たした。ふっ……ふふ、最後までできないあのリザードマンに変わって、私自身にとどめを刺させるなんて。これで……あなたの重要な部分は私に届く。これで……」

　レウスの槍に込められていたユイオンのデータ……その最後の部分がタラリアに届けられた。

「これで……」

　タラリアの言葉はそれで途と切ぎれる。

　停止した熾天使セラフの姿にやがてひびが走り、彫ちよう像ぞうのごとく崩くずれていく。

　そして、その崩ほう壊かいは他ほかのものにも伝わっていく。
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　落下していく自分のアカウント・データを追うレウスだが、周辺の異状にも気付いていた。

　触手を伝って地面に向かっていたのだが、足あし下もとの感覚が固くなった。

　それだけではない。

　邪じや魔まをする天使たちも思い思いの恰かつ好こうで動きを止めたのだ。

「これは……」

　彫像のように動かない天使たちは簡単に崩れていく。

　異変はここだけではないようだ。

　宙にいた天使たちも動きを止め、次々と落下していく。

「これは……」

　タラリアになにか問題が起きた。

　ユイオンの作戦が進行しているということなのだろう。

「くそっ！　ユイオン！」

　レウスは叫さけぶ。

　足を止めることはない。このままここに立っていれば間違いなく触手は崩れ、落下することになる。

　もう、止まることはできない状じよう況きようだ。

「ユイオン！」

　必死に走り、必死に呼びかける。

　自分の目的はわかっている。それを見失う気はない。

　だけど、ユイオンの犠牲でそれを成し遂とげて、それでハッピーエンドだなんて思えない。

「これで終わりだなんて言わせないぞ！」

　行く先の触手が崩れ、レウスは落下している天使めがけて跳ちよう躍やくした。それもまたすぐに壊こわれる。

　さらに跳とぼうとするがうまくいかない。

「ユイオン！」

　グリフォンたちは？

　体を捻ひねって他の状況を確認するが、モンスターたちにもなにかが起きたようで、さきほどまでの統とう率そつされた動きではなくなった。天使にもプレイヤーにも興味を示さず、ただ立ち尽つくしている。

　ドラゴンたちも同様だ。

　落下するレウスに目を向けるモンスターはいない。

　しかし、それでレウスが諦めることはない。すぐ側そばに流れて来た触手の残ざん骸がいを蹴けり、姿勢を立て直す。

『わたしを、信じてください』

　そんなときに、ユイオンの声が届いた。

『ですから、あなたも、あなたのできることを』

「わかってる！」

　ユイオンも諦める気はないということだ。

　それを信じるしかない。

　一いつ緒しよに落下するいろんなものを摑つかみ、蹴って落下速度を殺し、そしてついに地上に到とう達たつする。

　アカウント・データは？

　墜つい落らくして砕くだけ散る天使たちの雨の中、レウスは地面を転がる光の球を発見した。

　追いかける……だが、レウスよりも先にそれを拾う者がいた。




　ノーザンライトだ。




「……返せ」




　アロンフォリス騎士団オルデンの連中が勝利に沸わく中、レウスは低い声で言った。




「これの中身がアカウント・データだっていうなら、これの所有権はこちらにあるよ」

　それは確かに正当な発言だ。

　だが、納なつ得とくはできない。

「あんたたち運営委員は僕を信じなかった」

　アスラインの訴うつたえを無視し、無罪を信じなかった。

「その通りだね。だけど……」

　ノーザンライトはアカウント・データを強く握りしめる。

「それでもこれは『C.R.O.W.N.』のものだ。どれだけプレイヤーの思いがこもっていようと、その事実は変わらない」

「…………」

「だからこれは、元の所有者に返そうと思う」

「……え？」

「君のようなＮノンプレＰイヤーキヤＣラクターには必要のないものだよ」

　そう言うとノーザンライトはアカウント・データを持ったままレウスに背を向けた。

　彼の言葉の意味がしばらくわからなかった。

　そんなレウスにアルテナとフロディティが近寄ってくる。

　二人に声をかけられ、ようやくなにが起こったのか理解できた。

　レウスをＮＰＣと呼んだのは、彼の慈じ悲ひだ。

　そしてアカウント・データを所有者に戻もどすと……。

　つまりそれは、アスラインが許されたということなのか？

　立ち上がったレウスは周囲を見回す。




「ユイオン」




　だが、彼女が姿を見せることはなかった。








エピローグ









　秘密のテストが行われた長期メンテナンスが終しゆう了りようし、『C.R.O.W.N.クラウン』はいつも通りになった。

　アルテナもまたアロンフォリス騎士団オルデンを立て直す日々を送った。

　ただ、もちろん変化もあった。

　ウラウトポリスを占せん拠きよしている第七魔ま軍ぐんのボスがヘスペリオンに変へん更こうされたのだ。

　[image: β]ベータの悪夢と呼ばれた凶きよう悪あくボスの復活に、プレイヤーたちは興奮し、その挑ちよう戦せん権けんをかけてウラウトポリスへの進軍イベントは盛り上がった。

　そして、それを勝ち取ったのはアロンフォリス騎士団だった。

　ヘスペリオンとの戦いは激しく、アロンフォリス・チャンネルはかつてない視し聴ちよう者しや数となった。

　アルテナはヘスペリオンとの一いつ騎き打うちを望み、騎士団の仲間たちは誰だれもそれに異を唱えなかった。

　戦いはアルテナの勝利に終わった。

　一騎打ちでのヘスペリオンとの勝利、ウラウトポリスの奪だつ還かん……アロンフォリス騎士団が復活を喧けん伝でんするにはこれ以上ないものとなった。




　そしてほぼ同時期に、一つのことが公式サイトで発表された。

　それはとあるアカウントへの凍とう結けつを解除するというものだった。

　再調査によって、前回の調査に誤りがあったことを認め、謝罪文を掲けい示じした上で凍結を解除したというものだ。

　復活したアカウントのキャラクター名はアスライン。




　アロンフォリス騎士団がウラウトポリスを取り返した日にアスラインが『C.R.O.W.N.』に帰ってきたのだ。




「……ふう」

　ウラウトポリスの正門を見上げ、アスラインは息を吐はいた。

　門にはアロンフォリス騎士団の旗が翻ひるがえっている。門外にはもう避ひ難なんキャンプはなく、新規キャラクターたちは戸と惑まどうことなくウラウトポリスの門を潜くぐっていく。

　アスラインの姿もまた新規キャラクターとほとんど変わらない。

　[image: β]テストを経たキャラクターは幾いくつかのボーナスアイテムをもらえるだけで、後は初期状態に戻されてしまうのだ。

　なので、アスラインのレベルも１に戻っている。

　そのことはどうでもいい。

　レベルなんて、プレイしていれば勝手に上がっていくものなのだ。




「おかえり」




　いつまでも門を見上げていると声をかけられた。

　見ればそこにはアルテナがいる。




「やあ」

「ずいぶん時間がかかったね……かかったんだな」

　昔の口調に戻りかけ、アルテナが恥はずかしそうに咳せきをして誤魔化す。

「向こうにも都合があるんじゃないかな？　こっちは弱みを握にぎられてるんだから大人しく待つしかないよ」

　いくら無実だったとはいえ、こちらはレウスとして活動していたことを『なかったこと』として処理してもらったのだ。

　あまり強くは言えない。

「ユイオンは？」

「……あれから連れん絡らくはない」

「そうか」




　あの戦いの後、Ｔ２Ｒに接せつ触しよくするのも最低限にとどめ、大人しく自己謹きん慎しんに努めていた。その間もメールなどの確かく認にんは怠おこたらなかったが、ユイオンからの接触はなかった。




「彼女はあのまま、タラリアと消えてしまったのだろうか？」

「どうかな？」




　そうじゃないとアスラインは思いたい。

　彼女はただの自己犠ぎ牲せいであんなことをしたとは思えない。




「したたかだからさ。ひょっこりと現われそうな気もする」

「そうか。アスラインがそう言うなら、そうなんだろうな」

「ああ」




　ウラウトポリスを背に、アルテナはこちらを見つめている。

　優やさしい微笑ほほえみに見守られたまま、アスラインはその場から動かなかった。




「もしかして……と考えてはいたんだ。今度のアップデートの情報もあったし」

「うん」

　アルテナがなにを言おうとしているのか、アスラインにはもうわかっている。

　だから、自分から言う。

「アスラインはもうこれで終わりだ」

「やっぱり」

「色々ありすぎたし、この名前を気にする人だっているだろう？」

　公式から発表されたとしても、それでも一度付いてしまったレッテルはそう簡単には消えない。発表を見ていないからかもしれない。ただただ、自分の中に生まれた判断基準を覆くつがえせないだけかもしれない。

　そんな他人の事情にいちいち付き合うのは億おつ劫くうだ。

「そんなのは小さなことだ」

「まぁね」

　アルテナの言葉にアスラインは頷うなずく。

　そう小さなことだ。

「ほんとうのことを言うと、やりたいことができたんだ」

「やっぱり」

　アスラインの答えにアルテナが笑う。

「そっちの方がアスラインらしい気がする。いまはそう思うよ」

「アルテナにそう言ってもらえるとうれしいよ」

「それに、それなら……」

「ああ」




　今度こそ、ちゃんと敵同士になれる。




「負けないからな」

「こっちだって！」




　そんな言葉を交かわして、アスラインはログアウトする。




『彼』の姿が現われるのは、それから数日後だ。




　ダークサイド・フェイズ。

『C.R.O.W.N.』の大型アップデートとして発表されたそれは、『C.R.O.W.N.』世界に大規模な変化をもたらす。

　それはプレイ可能な種族が人間だけではなくなったこと。

　一部のモンスターがキャラクターとして選せん択たく可能となったのだ。

　そしてプレイヤーは騎士団に参加してモンスターの率いる魔軍と戦うだけでなく、モンスターとして魔軍に参加し、あるいは魔軍を設立し、プレイヤーたちの騎士団と戦うことが可能となった。

　このアップデートが発表されたとき、多くのプレイヤーからクレームが殺さつ到とうしたという。

『C.R.O.W.N.』はアカウント一つに一人のキャラクターしか作れないからだ。既き存そんのプレイヤーはキャラデリしなければ新しいモンスター種族をプレイできないのか？　という問い合わせに、運営は一時的にキャラクタースロットを一つ無料で追加することを発表。その後は有料サービスとしてキャラクタースロットの追加が行われるということになった。




　そう……。

　だから無理にアスラインを消す必要はない。

　それでもアスラインは消えた。

　そしてここに、新たなモンスターが『C.R.O.W.N.』世界に解き放たれた。




「…………あ、そうなるんだ」

　先日と同じようにウラウトポリスの門を見上げようと思ったが、そこは違ちがう場所だった。

　禍まが々まがしい雰ふん囲い気きの城が眼前にそびえている。

　新たに追加されたモンスター種族たちのスタート拠きよ点てんだ。モンスター種族のプレイヤーたちはここでチュートリアルを受けることになるようだ。

「さて……」

　レウスは新しい体を確かめた。

　二足歩行の体。緑色の[image: 鱗]うろこが生えた肌はだ。尻尾しつぽ。

　リザードマンだ。

「目新しさはないな」

　手をグッパッと開いて閉じてを繰くり返して具合を確かめて呟つぶやく。

　なにも変わらないような気がする。

　だけど、なにもかもが変わっている。

　フロディティの下僕ではなくなったし、第七魔ま軍ぐんの所属でもない。レウスという名前だけど、以前のレウスでは決してない。

　新しいリザードマンのレウスとなったのだ。

「とりあえず、どんなものなのかな……」

　門を潜ろうと歩き出す。

　すると……。

「うお？」

　ひゅるりと、なにかが背中を伝い肩かたに上った。

「は？」

　なにが？　と思った。それは冷たくてぷにぷにと弾だん力りよくのある感かん触しよくを顔に押しつけ、それからレウスの手に飛んだ。

　慌あわてて受け止める。

　そこにいたのは、スライムだった。

「……は？　はは……」

　薄うす青あおいスライムがそこにいた。

　いくら待ってもなにも言わないスライムだが、レウスはなぜかそうだと感じた。

　ユイオンだ。

　間違いない。

　このスライムはユイオンだ。

「なんだ。やっぱり生きてたんじゃないか」

　タラリアと相打ちを演じながら、どこかで生き残りの方法を模も索さくしていたのだ。

　だってそうでなければ、最後のタラリアの態度の意味がわからなくなってしまう。

　あれは、ユイオンと話し合いをし、なにかの合意を得たからの行動だ。

　そうでなければ、あんなにもレウスや人間をバカにしていたのに、アカウント・データを渡わたそうとするはずがない。

「……それで、まだここに残る気なんだ？」

　レウスの問いに、スライムはただ手の上で跳はねるだけだ。

　喋しやべる機能まで失ってしまったのだろうか？

　だけどそれでも、ここにレウスが来ると信じて待っていてくれたのだ。

　なら、それでいい。

「じゃあ、行こうか」

　スライムを肩にのせ、レウスは歩き出す。

「今度はちゃんと、アルテナと戦えるようになろう！」

　ユイオンと誓ちかい合い、門を潜くぐるのだった。








あとがき






『クラウン・オブ・リザードマン』三巻をお買い上げありがとうございます。

　雨あま木ぎシュウスケです。




　シャドウ・オブ・ウォーを買ったのにプレイできていません。

　真しん・女め神がみ転てん生せいDEEP STRANGE JOURNEYも途と中ちゆうで止まっています。

　そういえばドラゴンクエストⅪも途中だった。

　うーん、これはいけない。なんとか一つ一つ消化していかなくては。

　あっ、そういえばスーパーマリオ オデッセイはエンディングを見ました。

　うん、やはりエンディングを見るとやりきったという感じがします。




　終わりというのはせつないものがあります。エンディングに向けて溜ため込んでいたものを次々と注ぎ込んでいくのは楽しいのですが、やり残しがないようにするのは難しいものです。




　さあ、だから雨木も積みゲーを消化しなくては……。




　本作はこれにて終しゆう了りようとなります。

　レウスやユイオン、アルテナなど素す敵てきなイラストを提供してくれた凪なぎ良りようさん、担当編集さん他ほか、本作に関かかわっていただいた全すべての方に感謝を。

　そして最後までお付き合いいただいた読者様には最大の感謝を。




　次の作品でもお会いできれば幸いです。





雨木シュウスケ










雨木シュウスケ

●あまぎしゅうすけ



広島県出身。第十五回ファンタジア長編小説大賞、佳作でデビュー。最近はNetflixでマーベルのドラマを見ています。次はパニッシャーだ！

代表作は『鋼殻のレギオス』



















カバー・口絵・本文イラスト／凪良

カバーデザイン／有馬トモユキ（TATSDESIGN）










クラウン・オブ・リザードマン３




無む冠かんの覇は者しやは戦せん場じようを望のぞむ








雨あま木ぎシュウスケ
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